
2025年（ 中学受験・高校受験コース共通版・初夏だより ） ～中学・高校・大学入試を見てみよう 序 ～ 
2023年度 

☆ 中学受験コース６年生  男女１５名☆ 

世田谷学園２・法政二１・青稜２・都市大等々力特選３・栄東２・田園調布学園３・日本女子１・昭和女子大２ 

実践女子３・日本大学（グローバルリーダーズ）１・カリタス２・日大豊山１ 

☆ 高校受験コース３年生  男女２４名☆ 

川和３・都立国際１・多摩１・新城２・横浜平沼１・市ヶ尾１・生田１・法政国際１・法政二高３・中大横浜２ 

日大日吉 SG１・東農大２・桐蔭学園（プログレス２・アドバンス２）・青稜１・都市大等々力１・目黒日大１  
2024年度 

☆ 中学受験コース６年生  男女１５名☆ 

洗足学園１・東洋英和女学院１・東京農大一２・中央大附属横浜１・栄東１・東邦大東邦１ 

都市第等々力 S特選１・都市大等々力特選２・日本女子大１・森村学園（特待ふくむ）2・恵泉女学園１ 

実践女子２・目黒日大１・日大三１・カリタス女子１・サレジアン国際世田谷１・文教１・八雲２ 

☆ 高校受験コース３年生  男女１８名☆ 

多摩１・横浜サイエンスフロンティア 3・中大横浜１・青稜２・桐蔭学園（プログレス）2・都市大等々力１・

日本女子 1・日大日吉１・朋優学院１・日大藤沢１・麻布大１・盛岡中央（特待）1・明星１・校成学園女子１ 

2025年度 

☆ 中学受験コース６年生  男女１３名☆ 

巣鴨１・都市大付属Ⅰ類３・田園調布２・都市大等々力特選１・栄東１・昭和女子（グローバル）１・日本女子

大１・実践女子１・目黒日大２・日三１・カリタス２・神奈川学園１・大妻多摩１・文教 2・立正１ 

☆ 高校受験コース３年生  男女２０名☆ 

湘南高校・多摩高校３・神奈川総合（国際文化）・法政二高・朋優学院２・青稜・桐蔭学園プログレス４ 

桐蔭学園アドバンス４・駒澤２・日大櫻丘・目黒学院・高津高校・住吉・百合丘・麻布大３・日工大 

過去3か年の両コースの高津駅前校の単独合格実績を併記したのは、どちらのコースも大切にしているからであり、

今後どちらのコースにトレンドが転換するか（どちらでもない新たなトレンドが生まれるかどうか）のダイナミズム

の真っ只中に現在の日本の教育状況はあり、どう変化（進化・好転・停滞・後退・消滅）していくにせよ、少なくと

も創研学院高津駅前校の生徒・保護者には、数年後、数十年後に「あの時あの塾に通ってよかった」と思える幸福な

未来につながる現在を提供したいからです。 

0 大学入試の最新動向 
2025年度入試より大学入試も、新学習指導要領（新課程）で学習してきた受験生が主体となりました。現在の学習指導要

領は、「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」という学力の 3 要素に基づく資質や能力を

バランスよく育むことを目的としています。教科に「総合的な探求の時間」が加わったことが大きな特徴で、教科・科目の

知識を身につけるだけでなく、複数の知識や情報を収集して整理・分析をしながら、課題や問いを解決する探究的な思考法

を身につけることが必要となりました。 
1979 年からの共通一次試験、1990 年からのセンター試験、そして 2021 年からの共通テスト。4 回目となる共通テスト

の志願者は49万1914名で、大学入試センター試験時代から数えると6年連続の減少です。共通テストの志願者に占める現

役生の割合が 85.3％、浪人生は 13.9％となり、現役生中心の大学入試になっています。また平均点ですが、今年度こそ 2
年連続の平均点アップとなりましたが、2021年の導入以来アップダウン

を繰り返しています。共通テストは問題量が多く、高い情報処理能力や

複数の資料を読み解くなど高い思考力が必要とされ、さらに教科の知識

を超えた、教養とでも言うべきさまざまな知識の活用が求められており、

センター試験の比ではない難度です。一方で少子化を背景にした大学・

高校・中学・小学校（そして学習塾・予備校）の大淘汰時代でもあり、

全国598大学のうち約6割（59.2％）にあたる354大学が定員割れ、短

大に至っては91.5%が定員割れの散散たる状況です。選ばなければ誰で

も大学生になれる時代。しかしながら現実は、一部の大学のみが選ばれ、

大半の大学は生き残れるかどうかの瀬戸際にあります。そのような中で

の無償化は、競争力のない学校を淘汰する燃料にもなるでしょう。      －令和６年国公私立大学入学者選抜状況－ 

１ 今春の首都圏私立中学入試の動向 
首都圏で2025年春中学受験をした生徒数は約62,200名（昨年は65,600名）。併願校数は6.0校（昨年は5.3校）でした。

以下の表は、入試日別応募状況一覧です。日能研の最新データを下にして作成しています。最大の募集定員はもちろん2月

1日午前。2月1日午後は午前の3割程度の募集定員ですが、午前の応募者数の7割が受験をしています。2月4日以降の総

応募者は2月1日午前に迫る勢いで、最後の最後まで受験をしようとする受験生像（なかなか決まらない大混戦の様相）が

見てとれます。                                     （参）日能研勉強会資料 

  
1月19日

以前 
1月20日 

～31日 
2月1日 2月2日 2月3日 2月4日

以降 
合計 

  
午前 午後 午前 午後 午前 午後 

入試数 

男子校 10 1 31 10 21 7 13 5 31 129 
女子校 9 4 76 57 53 44 30 20 76 369 
共学校 146 66 106 82 74 61 39 35 145 754 
国立校 1 1 1 0 0 0 10 0 0 13 
公立校 17 3 2 0 0 0 16 0 0 38 
合 計 183 75 216 149 148 112 108 60 252 1,303 

定 員 

男子校 235 100 3,565 310 1,665 180 977 65 830 7,927 
女子校 420 175 4,968 1,555 1,945 1,015 653 307 1,021 12,059 
共学校 4,887 2,546 5,270 2,290 2,127 1,175 1,183 557 1,539 21,574 
国立校 30 40 140 0 0 0 691 0 0 901 
公立校 1,320 320 11 0 0 0 2,420 0 0 4,071 
合 計 6,892 3,181 13,954 4,155 5,737 2,370 5,924 929 3,390 46,532 

応募者 

男子校 1,848 1,710 12,944 4,039 10,878 2,412 9,376 1,395 11,662 56,264 
女子校 5,537 2,425 13,135 10,198 11,484 8,117 7,064 3,927 9,410 71,297 
共学校 80,788 23,648 21,732 19,262 17,869 15,991 11,585 8,003 26,108 224,986 
国立校 － - － 0        0 0 2,448 0 0 2,448 
公立校 4,266 1,921 9 0 0 0 9,291 0 0 15,487 
合 計 92,439 29,704 47,820 33,499 40,231 26,520 39,764 13,325 47,180 370,482 

倍 率 

男子校 7.9 17.1 3.6 13.0 6.5 13.4 9.6 21.5 14.1 7.1 
女子校 13.2 13.9 2.6 6.6 5.9 8.0 10.8 12.8 9.2 5.9 
共学校 16.5 9.3 4.1 8.4 8.4 13.6 9.8 14.4 17.0 10.4 
国立校 ― ― ― ― ― ― 3.5 ― ― 2.7 
公立校 3.2 6.0 0.8 ― ― ― 3.8 ― ― 3.8 
合 計 13.4 9.3 3.4 8.1 7.0 11.2 6.7 14.3 13.9 8.0 

                                            

２ 今春の首都圏中学入試四科目の動向 

国語  

SNSなどの情報ツールによる不特定多数に対する情報発信に、子どもでも容易に手を出せる時代になりました。老若男女

問わず、情報発信・受信を日課にしている人も多いでしょう。国境や時代によって固められてきた「当たり前」や「常識」

はゆるやかに変化し、個々人の価値観も多様化しつつあります。その一方で、匿名による情報発信に代表されるような、真

偽も分からない情報の拡散によって、インターネット上には誤解や憶測がはびこり、価値観の衝突は常態化し、もはや珍し

いものではなくなっているといえます。 
 それでも人は他者と出あいます。そのとき、他者の思いや気持ちを、私たちは本当にキャッチできているのか。お互いに

「分かりあう」ことを可能にするためには、「分からない」ことを前提とし、その現実と真剣に向き合い、なおかつ自分らし

く生きるしかないのではないか。他者を通して自らを知る。今年の多くの入試問題に通底しているテーマであったと言って

よいでしょう。たとえば、異なる文化や背景を持つ人々、離れた世代の人々、あるいは動物やロボットなどとのやり取りの

中で、他者とどう向き合うのか。向き合う中で、どう自己を変容していくのか。その覚悟はあるのか。こうした視点から描



かれた文章が、ジャンル問わず多く見られました。 
また、同じく昨今の時世を反映した入試問題のトピックとして、対話形式の設問の定着も挙げられています。設問の最後

に置かれることの多い、いわゆる「内容真偽問題」が、その不動だった定位置を譲った形です。コロナ禍の鎮静化に伴い、

人々はマスクを外し、モニター越しのコミュニケーションにも飽きて、オープンでリアルな交流を再び求め始めています。

「対話」を通した学びの価値が再認識されているのかもしれません。 
一方で、時代問わず出題され続けてきた、言葉の知識に関する問題にも着目しておきたいところです。ある程度の知識が

なければ、他者とのやり取りは深化せず、底の浅いものとなってしまいます。ことわざ、慣用句はもちろん、和語、外来語、

さまざまな言葉の知識について問われました。基礎体力がなければ、どんなスポーツも楽しめません。君は、中学校での授

業の準備はできているのか。そんな私学の先生方の、厳しくも温かいメッセージがこめられているのではないでしょうか。 

算数 

2025年度の入試では、近年のトレンドを踏襲し、高い調査力を必要とする問題、長文から情報を読み取って整理する力が

問われている問題、古典的な問題に「ひねり」が加えられた問題などが引き続き出題されました。 
受験生がこれまで触れてきたような、古典的な問題も出題されている一方で、それらに「ひねり」が加えられた出題が増

えてきていることは、典型的な問題の解法を再現できる力だけではなく、問題の構造や解法プロセスの意味を理解したうえ

で、その場で思考し「ひねり」に対応できる力が求められているといえるでしょう。 
目立ったトピックとしては、昨年の西暦の数「2024」に続き「2025」を利用した問題が多くの学校で出題されました。

2025は様々な性質を持っている数であるため、その出題は、九九表の和、立方数の和、平方数に着目する数表など多岐にわ

たりました。西暦はこの後2026、2027、2028…と続きますが、2024や2025ほどの性質はないので、今年ほどは多くは出

題されないと思います。 
また、特に難関校で出題された大型問題においては、その問題のルールや、構造に気づきやすくなるための導入にあたる

「チュートリアル（初心者向けのガイド）」が丁寧かつ詳細になっている印象を受けました。受験生に、問題そのものをじっ

くり味わってもらいたいという学校の先生のメッセージとも受け取れます。そのため、導入の問題に取り組みながら、そこ

で理解を深化させたり一般化させたりすることができた受験生は、続く問題もじっくり味わうことができたのではないでし

ょうか。 

理科 

題材としては、地震や火山、台風や大雨、猛暑などの自然現象と防災に関する問題、生態系や地球温暖化、水の循環など

の地球規模の環境問題、天体に関する問題など、身のまわりで注目されているさまざまな出来事が数多く取り上げていまし

た。また、電力やエネルギー、身近な道具のしくみ、料理など、日常生活と関わりが深い題材も取り上げられてきました。

理科の入試問題では、これらの題材を通して、さまざまな視点で情報を読み取り、読み取った情報や身につけた知識をもと

に筋道立てて状況をとらえる力が試されています。 
問題形式に目を向けた場合、記述問題では、原因と結果の関係に目を向けて、実験結果からわかることを記述する問題や、

さまざまな現象が起こるしくみを、知識や経験をもとに、示された状況に対応させて記述する問題が多く出題されています。

また、計算問題では、複雑な計算処理を行う問題は減少の傾向にありますが、てこのつり合いや電流のように原理や法則を

もとに計算を行う問題や、化学反応や物体運動のように表やグラフから規則的な変化をとらえて計算を行う問題、問題文か

ら状況をとらえて計算を行う問題は、引き続き多く出題されています。 
このように、理科の入試問題では、幅広い題材をさまざまな視点で分析し、状況をとらえていく力が問われています。全

体を通して、問題の情報量(文や表、グラフ、図など)は多めであるため、情報を正確に読み取る力が特に必要であり、読み

取った情報同士を結びつけて整理する力、読み取った情報と知識を結びつける力も必要とされています。 

社会 

今年の入試で多く取り上げられた時事的な題材には、令和６年能登半島地震、円安、物流の 2024 年の問題、令和の米騒

動、東京都知事選、新紙幣の発行などがありました。またテーマとしては、気候変動やエネルギー問題、人口減少、男女の

格差、民主政治の現実なども見られました。災害の発生や円相場の変動などは突発的だったとしても、出来事をきっかけと

して浮かび上がった社会問題は、偶然に、また急に現れたことではなく、さまざまなことがらが複雑かつ重層的につながっ

た結果です。入試では問題を通してこれらをひも解いていきます。 
中学入試の社会科では、知識の多さが有利になる場合も確かにあるものの、難解で細かな知識の有無が問われることは多

くありません。実際の社会問題の解決にも、単なる知識の多さ以上に、知識を活用し、多角的に考えて判断する力が求めら

れます。さらに、判断の材料となる情報は、AIの登場によってかつてないスピードで量が増加し、正しさが疑われる場面す

らあります。こうした背景もあってか、近年の入試では、ことがらの意味や目的、理由を探り深める問いや、提示された情

報の正誤を適切に判断することを求める問いが増えているのです。記述問題では、問われていることを正しく受け取り、言

葉や内容の過不足がなく的確に表現することが求められます。こうした問題と向き合うときに土台となるのも、やはり知識

の量だけでなく、知識の質です。日頃から、学んだことの原因や背景をさぐり、実社会や実生活、自身の体験などとも結び

つけて知識のネットワークを構築していくことが、入試問題はもちろん現実の課題に対しても、知識を主体的に活用して解

決を目指すことにつながります。 

３ 神奈川の公立高校入試の動向と問題傾向                  （参）SAPIX勉強会資料 
神奈川県の公立中学校卒業予定者が66,273名。全日制一般募集人員39,395名に対し、今年は46,104名が応募し、志願変

更後（進路変更後）、45,691名が公立高校入試を受験し、37,941名が合格を勝ち取りました。全体倍率は1.20倍でしたが、

人口増加が著しい川崎南部・横浜北部に近接する創研学院高津駅前校周辺の高校は軒並み高倍率となりました。無償化によ

り学費の壁がなくなりつつある中、公立か私立かではなく、行く価値のある学校かどうかという二極化が進んでいます。 
高校名 今年度倍率 昨年度倍率 高校名 今年度倍率 昨年度倍率 

1位 横浜翠嵐 1.89倍 1.98倍 6位 湘南 1.54倍 1.58倍 
2位 新城 1.78倍（過去最高） 1.38倍 7位 大和 1.52倍 1.42倍 
3位 神奈川総合 1.65倍 1.52倍 8位 市立橘 1.52倍（過去最高） 1.18倍 
4位 多摩 1.61倍 1.54倍 9位 柏陽 1.50倍 1.34倍 
5位 相模原弥栄 1.56倍 1.11倍 10位 YSFH 1.47倍 1.59倍 

英語 
１リスニング問題：小問数７…例年通り3部構成で、対話文、スピーチの内容について答える問題。すべての問題に選択肢

が与えられている。 
２語彙：小問数３…与えられた対話文の空欄に適切な語を選んで補う問題。選択肢の語彙レベルは高いが、英文の難度は標

準的。 
３適切選択：小問数４…大問２と同様の形式。受験生が苦手とする後置修飾が 2問に含まれていて、1 問は一般動詞の活用

に注意が必要だった。 
４並べかえ英作文：小問数４…対話の流れに合うように、不要な語が1つあることに注意し、語を並べかえ英文を完成させ

る問題。2024年と同様、関係代名詞の省略に気づく必要がある問題が1問。 
５条件英作文：小問数１…3 枚の絵の内容を表す英文の空欄を埋める問題。語数や使用する英単語など、指定された条件に

合う英文を答える形式。例年通り、疑問詞を含める必要があったが、2025年は間接疑問文が出題された。 
６説明文の読解（約670語：小問数３）…悩みごとについてのアンケート結果を含む、生徒のスピーチ。グラフの内容をふ

まえ、英文中の空欄を埋める選択問題や、内容理解に関する問題が出題。 
７対話文の読解（約540語：小問数2）…短い対話や図表を読解し、英語で書かれた表やグラフを読み取る問題。流れに沿

った情報の整理が必要。 
８対話文の読解（約 770 語：小問数３）栄養不足の解決策を、生徒と教師が話し合う対話文。（イ）は少し離れた別の人物

のセリフが正答の根拠となるため、差がついたと思われる。 

数学 
１計算問題…例年通りの選択問題で、正負の数、文字式、平方根などの基本的な計算問題。確実に得点を重ねたい大問。 
２小問集合…因数分解、二次方程式、二次関数の変化の割合、文章題、平方根、回転体の体積の6問構成。こちらも大問１

と同様に選択問題なので、問題文をしっかり読んでミスなく解答したい問題。 
３小問集合…（ア）円と相似、（イ）箱ひげ図、（ウ）文章題、（エ）平面図形の問題。（ア）の（ii）は（i）で証明した相似

以外にも、多くの角度や線分の長さに着目する必要があり、難度の高い問題。（イ）は会話文と箱ひげ図をもとに一人一人の

具体的な記録について考察する必要があった。（ウ）は問われている面積を求めるのに適切な解法が見つけにくく、この大問

に時間を取られた受験生が多かっただろう。 
４二次関数…二次関数、一次関数、反比例のグラフに関する問題。（ア）（イ）は基本問題で、（ウ）の面積比は、どの解法

を選んでも複雑な計算が必要な問題だった。 
５確率…さいころの出た目にしたがっておもりを分けていく確率の問題。例年通り正確なルールの把握が求められ、様々な

パターンを考慮する必要があり、戸惑った受験生もいたことだろう。 



６空間図形…三角柱の表面積と、内部に引かれた垂線の長さについての問題。（イ）は例年の最短距離とは異なる出題だが、

空間図形における典型問題ではあるため、この大問にかける時間がしっかり残せていれば、解答を導くことができただろう。 

国語 
１漢字・俳句の鑑賞…例年と同様に、漢字の読み書きは記号選択で難度は標準的だった。俳句の鑑賞では、選択肢の内容か

ら俳句の内容を類推した受験生が多かったのではないかと思われる。 
２砥上裕将「一線の湖」…水墨画家である主人公が、小学生に水墨画の描き方を教える場面を描いた小説文からの出題。平

易な文体で書かれていて読みやすい文章だった。6 問の記号選択の中には、一見判断に迷う選択肢を含むものもあったが、

落ち着いてよく読めば確実に正解できる難度であり、堅実に得点したい大問だった。 
３岩内章太郎「＜私＞を取り戻す哲学」…＜私＞という存在の持つ、デザイン可能な面とデザイン不可能な面について述べ

た論説文からの出題。内容がやや哲学的で読みにくさを感じた受検生もいたことだろう。文章内容の理解に関する記号選択

が6問あり、いずれも慎重に本文と選択肢の内容を照らし合わせる必要があった。 
４「太平記」…室町時代に成立した軍記物語からの出題。注釈がところどころに付けられているので、文章内容に読み取り

にくさを感じた受験生は多くなかったと思われる。4 問の記号選択も標準的な難度だったので、この大問での失点は避けた

いところ。 
５２つの文章の読み取り…2024 年と同様に、複数の文章とそれらについてのメモの内容を読み取る形式で、空欄補充と条

件付きの記述が出題。記述は、条件が付けられていることによって何を書けばよいかが分かりやすく、難度は標準的だった。 

理科 
１小問集合（物理）…（ア）光（イ）電流（ウ）静電気に関する問題。（ア）は凸レンズによる光の屈折の問題だったが、

やや見慣れない内容で、十分な理解が求められた。 
２小問集合（化学）…（ア）物質の特徴（イ）イオン（ウ）中和に関する問題。典型的な出題だが、（ウ）はややミスしや

すい問題だった。 
３小問集合（生物）…（ア）顕微鏡（イ）動物の分類（ウ）人体に関する問題。いずれも基礎レベルの知識問題だが、（イ）

は条件を整理して考える力が求められた。 
４小問集合（地学）…（ア）天気（イ）惑星（ウ）地球・月・太陽に関する問題。（ウ）は問題文をよく読まないとミスす

るつくりになっているので注意が必要だった。 
５運動（物理）…物体の運動に関する問題。実験結果から物体の運動のようすを読み取る力が求められた。理解度によって

差がついたことだろう。 
６化学変化（化学）…化学変化に関する知識問題と計算問題。計算問題ではグラフの読み取りや分析も必要だった。 
７生態系（生物）…土の中の微生物のはたらきに関する問題。生物分野で頻出の対照実験が 2025 年も出題され、丁寧な読

み取りが求められた。 
８地震（地学）…地震に関する問題。いずれも典型的で基礎レベルのものであったため、注意深く解き進めてミスは最小限

におさえたい問題。 

社会 
１世界地理…大西洋に面した地域を題材とした問題。経緯度・気候・貿易・時差など、それぞれの分野の基礎的な内容の問

題がみられた。 
２日本地理…宮城県仙台市を題材とした問題。基礎的な問題が中心だったが、多様な表・グラフ・地図を的確に読み取る必

要があった。 
３日本史（古代～近世）…古代から近世の日中関係を題材とした問題。下線部の内容や問題文の意図を正確に把握して解答

することが求められた。 
４歴史総合（近代～現代）…近現代の日本の歌・音楽を題材とした問題。多くの問題で出来事の時代や年代を正確に把握し

ているかどうかがポイントとなった。 
５経済…新紙幣発行を題材とした問題。他の都道府県公立校の入試問題でも頻出のものがほとんどだったが、範囲が広く、

経済分野の各単元がまんべんなく理解できていることが重要だった。 
６政治…広島での主要国首脳会議を題材とした問題。政治分野からの出題だったが、一部に歴史的な背景を理解しているこ

とが求められるものもあった。 
７三分野総合…西アジアを題材とした地理・歴史・公民分野の総合問題。各分野を横断して多数の資料が使用されていたた

め、それぞれの資料のポイントを把握し、分析して解く必要があった。 

特色検査概略 
60 分。神奈川県は 2019年から上位校の特色検査（自己表現検査）の出題方法を、これまで学校がそれぞれ作成していた

自校作制作形式から変更した。2024年には学力向上進学重点８校（横浜翠嵐、湘南、柏陽、厚木、川和、横浜緑ヶ丘、多摩、

小田原）と学力向上進学重点校エントリー校10校（横浜平沼、光陵、希望ヶ丘、横須賀、平塚江南、鎌倉、茅ヶ崎北陵、相

模原、大和、横浜国際）の計18校の県立高等学校において、「共通問題」と「共通選択問題」を組み合わせて実施した。 

 

以上をふまえ、2025 年の主要校出題をまとめた。学校が異なっても、すべての大問が同じになる場合がある。それぞれの大問

の出題内容は、以下の通り。数学と理科に関する出題が多く、理系科目の学力が重視されていることがわかる。また、技能４科目

に関する出題は家庭科のみであった。 

共通問題 問１ 英語・社会・理科 

英語で書かれた「オーバーツーリズム」についての会話文と、「観光地のゴミ箱の設置」についてのディベートを読んで設問に答

えていく問題。（ア）は空欄補充問題で、空欄Yは会派の流れに惑わされずに代名詞に着目し、「円安」をキーワードに視点を転換

できたかどうかがポイント。（ウ）は内容一致問題で、例年とは違い本文全体ではなく会話文１についてのみ問われており、さら

に基礎的な内容だったので取り組みやすかっただろう。（オ）はオシロスコープの問題で、正答を選ぶには理科の知識のみならず、

指定された下線部の後の英文を読解する必要があり、設問のみを読んで答えを出さないよう注意が必要だった。 

共通問題 問２ 社会・数学・理科・国語 

企業の web サイトから引用した「物流」をテーマとする文章に関する問題。（ア）は文章の空欄補充で、資料から根拠となる部分

は見つけやすいものの、慎重に読みこまないと間違いやすい問題。（イ）は産業革命当時のイギリスの鉄道に関する問題で、会話

文から都市の状況や位置関係を正確に読み取る力が求められた。（ウ）はドローンによる配送についての問題で、天気に関する知

識があると解きやすくなるが、一般的な気象予報が理解できていれば、条件と照らし合わせることで十分対応が可能だった。(エ)

は荷役機械について特徴の表と、条件文から適切な記述を選ぶ問題で、表と条件の内容に注意しながら計算する必要があり、難度

の高い問題となった。 

共通選択問題 問3 数学・理科・国語・社会・技術家庭 

災害政策についての会話文を読んで、設問に答えていく問題。（ア）は天保の飢饉を題材とした問題で、グラフ・資料の数値や文

意を正確に読み取ることができれば、解答しやすい問題だったと思われる。（イ）は資料の古文を読み取り、あてはまるものをす

べて選ぶ問題で、古文の知識がないと選択を誤るものも含まれていた。（オ）は会話文の各種トイレの設置や使用に関する内容か

らグラフの概要を推測する問題で、文章から読み取れる条件を整理し、選択肢のグラフの正誤を判断していく力が求められた。（エ）

と（カ）はどちらも会話文と設問に書かれた様々な数値を整理し、単位や与えられた条件に注意しながら式を立てて求める問題で、

正確な答えを導くには時間がかかるため、全体の時間配分を考えたうえで取捨選択が必要だったと思われる。 

共通選択問題 問４ 数学・国語  

他の大問とは異なり、それぞれの設問に共通のテーマのない独立した小問の集合問題。（ア）は敬語について書かれたポスターの

空欄に入る内容を、指定語句を用いて記述する問題で、条件文の見落としさえ注意すれば、書きやすいものだった。（イ）はこん

にゃくを立体パズルとした問題で、（ⅰ）は串の刺し方のルールをしっかり把握したうえで、様々なパターンを考察する必要があ

り、正確な答えを導くには時間がかかる問題だった。（ⅱ）は立体の切断面を解答用紙に描き込む問題で、見た目は複雑だが、切

断についての基本的な知識を利用することで正答できる問題だった。（ウ）は「あみだくじ」の問題で、設定が複雑なので、問題

文を理解するのに時間がかかった受験生も多かったことだろう。設定が理解できれば、状況を書き出して整理することで正解を導

くことができたと思われる。 

共通選択問題 問５ 理科・数学  

コーヒーをテーマとした小問集合。（ア）はコーヒーサイフォンの装置をテーマとした気圧変化に関する穴埋め問題で、（う） 

は理科的知識のみでなく、サイフォンの仕組みについての読解力が求められた。（イ）はコーヒーのドリップにおけるデジタル上



皿はかりに関する問題で、テーマは身近な事象だが、グラフから読み取れる数値をもとに高度な思考・分析力を要する問題だ 

った。（ウ）は粗糖1トンあたりの調整金を求める問題で、設問の内容をしっかり理解した上で、国内産・海外産における総 

量や生産コストなどの数値を利用して方程式を立てた後、桁数の大きい数を含む計算をする必要があるため、正解できた受験 

生は多くなかったと思われる。（オ）は匂いのメカニズムに関する表とグラフの読み取り問題で、見慣れない内容だが、消化 

酵素と栄養素に似た部分もあるため、理科での学習経験を活かして、表とグラフから対応関係やしくみを読み取ることで解き 

進めることができたと思われる。 

共通選択問題 問６ 数学・理科・社会 

河川についての資料と会話文を読んで設問に答える問題。（イ）は武田信玄の「霞堤」を題材とした問題で、洪水の被害を最 

小限にする形状と、その形状による有効性を、会話文をヒントにじっくりと考えて記述する必要があった。（ウ）は世界の主 

な河川に関する図と日本の河川の特徴を関連させた問題で、日本地理の知識と図から読み取った情報をうまく結びつけること 

ができれば解答できたと思われる。（エ）は河川の中和をテーマにした問題で、与えられた複雑なデータを分析し、選択肢の 

中から適切なものを「すべて選ぶ」形式であったため、受験生は苦戦したことだろう。（オ）は橋を仮設する際の最短経路に 

関する問題で、類題を解いた経験の有無で差がついたと思われる。 

４ 中学受験で勝つために 
最後にいつものおまけ。一年を通して保護者様と面談させていただいております。また一年を通して生徒に授業を

しています。同じ先生が同じ生徒・保護者様に授業や面談を通して同じ熱量で話しているのに、ある子はぐんぐん伸

びて、ある子はなかなか伸びずに足踏みしている。この差は何なのか？この差をうめて全員ができる子になるように、

お子様の勉強法がまちがっていないかチェックです。 

１完璧主義はダメ！完成主義でいこう！ 

小学生のテストは昔も今も 100 点をいかにとるか、つまり教科書の内容をいかに完璧に頭にたたきこむかに重きが

置かれています。しかしながら中学入試の問題はよくできて７割、通常は６割が合格点です。ですから本番のテスト

も模試ももちろん普段のテキストもそのように作られています。親も子も完璧主義がしみついていると、たちまち中

学入試の質量の膨大さ（ここまでやれば大丈夫という範囲がないのが範囲）にのみこまれてしまいます。だからこそ、

高津駅前校では早めに過去問題に取り組んでもらっています。６年生の前半には自分の志望校の問題を入試本番とそ

っくりの時間で解いてもらい、福阪・稗田が全教科の添削を行います。それは志望校の正体を早く知るためです。256

パターン。主要私学の 4 科目の問題パターンの組み合わせはそのぐらいあると言われています。一方で勉強時間は有

限。いや極めて短い。勉強に使える頭がイキイキと動く時間はさらに限られています。あれもこれも完璧に仕上げよ

うとするのではなく、自分の志望校に受かるために必要なことだけを完成すればよいのです。 

２ 学習とは一つでも多く正解することではなく、一つでも多くのまちがいに早く気づくことの方が大切である。 

多くの塾は志望校の過去問題を 6年生の秋以降から本格化させます。高津駅前校のように 5年の後半もしくは 6年

の前半から本格化させる塾は少ないと思います。先んずれば人を制すと言いますが、ライバルよりも早く、ライバル

よりもたくさんのまちがいに気づき、そこに向き合い考える時間を確保することこそが成功への近道に決まっていま

す。それなのに、そんなに早くからはじめて子供が自信を失ったらかわいそう、そんなに早くから過去問題に取り組

ませて自分の力のなさを痛感させてしまっては塾を辞められて売り上げが確保できなくなるといった、親の、塾の、

つまらないプライドやエゴで子供は成功への道を閉ざされています。 

3 勉強とは学校や塾の授業で学んだ内容を思い出す練習であり、思い出そうと脳内を何度も検索することで定着し、

定着させるためには毎日少しづつの勉強が肝心である。 

福阪の授業は全教科すべてオリジナルプリントで行っています。日付・名前を書く欄があり、時系列で整理するよ

う口酸っぱく授業で伝えています。とりわけ中学受験の小学生にはテキストに小テストをのりでその場で貼りつける

よう指示しています。いわゆるぴったんこタイム！オリジナルプリントは教科書の要点を圧縮しつつも、教科書内容

を超えた新しい情報（教科書改訂は 3～5年ペースでしか行われない一方で、我々の生きる世界の情報は日々更新され

ていく）をその都度足したものです。そこまではすべての生徒が同じでも、授業で学んだことをお父さん・お母さん

に伝えなさいと言うと、授業そのものではなく、私の話した息抜きの雑談（愛犬ボン太くんの話など）ばかり親に伝

えている子がいます。なぜか？絵的にイメージしやすく伝えやすいからでしょう。一方で学んだばかりの授業内容は

まだあいまいで、イメージを結べるほどくっきりとしてはおらず、なんとか思い出そうと頭の中に検索をかけないと

親の前で再現することは難しく、とてもしんどい作業です。ましてや授業後の脳はひどく疲れています。どうぞ寝て

いただいてかまいません。寝ることで明らかに重要でない犬の（私に取ってはかけがえのない愛犬ですが！）情報は

脳から消去され、また十分な睡眠をとることで脳の神経系は修復され、忘れてしまった（消えてはいない！）情報の

再定着を促すことを現代の脳科学は証明しています。ですから一夜漬けや短期集中で知識を脳にドカ食いさせるなど

もってのほか。早寝早起き、正しい就寝時間にたっぷりの睡眠をとり毎日コツコツ勉強することで、速くて正確で強

靭な記憶回路を構築することができます。 

４勉強はただ長く多くやればいいのではない。決まった時間に、決まった量を、締め切り（制限時間）を意識して毎

日続けなければ効果はうすい。 

塾としては計画的に、長期的にゆるぎない学力を身につけてもらうべく、子供のその時点での学力に見合った適量

の宿題を出しているのですが、うちの子はすぐに終わらせてしまう、だからもっと宿題を多く出してほしい、あまり

に保護者様がおっしゃるので、ため息を心の中でつきつつも、仕方なしに宿題を増やします。すると大急ぎで子供は

宿題をすませるようになるので、確かに速くできるようにはなるのですが、案の定、荒く、浅く、うすく思考が散ら

かった状態で問題を解く癖がつくので、ただただ問題に向き合う時間だけが長くなり、正答率は下がり、わからない

という状態になります。逆もまた真なりで、もっと宿題を少なくしてほしいというご要望も、この程度の宿題なら気

が向いたらやればいいという変な余裕ができてしまい、決まった時間に、決まった量をやる学習習慣は一向に身につ

きません。中学入試も高校入試も大学入試も、決まった制限時間内にもてる知識や技術を答案に正確に出し切った者

が評価されます。制限時間や締め切りを日々意識することで、つまりは日々集中し自分を追いこむ習慣を身につける

ことで、スポーツ選手でいうところのゾーン（全能力開放！）に脳が入りやすくなり、結果、高得点に結びつきやす

くなります。大人の法定労働時間だって 8時間。脳が生産的な活動ができるのは一日のうちせいぜい 8時間しかない

のです。子供ならばなおさら、眠たい目をこすりながら深夜まで勉強することに何の意味もありません。また今日は

ずーっと算数ばかり、明日はずーっと国語だけ、週末だけ理科社会をやる、こんなのもダメです。ごちゃまぜでよい

のです。本番の中学入試の試験は一日で算国理社 4 科目で午前・午後のちゃんぽん状態。さらに近年の入試問題その

ものが科目横断・融合のごちゃまぜです。普段の家庭学習から脳をこの複雑さに慣らしておかないと（1日の中でこま

めに時間を区切って4教科の勉強をうまく振りわけないと）、上位校の総合問題・応用問題を解くなど夢のまた夢です。 

5手書きの方が記憶の定着率は高い、いや自らの声で音読する方が記憶の定着率は抜群にいい。 

いまの中学入試の範囲は広大です。ざっくり言って公立中学校の 3 年間分の先取り、いやもう範囲の制限はなくな

っているのではないかと私自身恐々とすることがあります。それほどの範囲量の知識をどう記憶させればよいのか？

やはり手書きです。自らの目・耳を通して自分の中に入ってきたものを、自らの手を使って文字におこすというのは、

よくよく考えてみれば input(入力)と output(出力)を同時に行うことであり、主体的に行わなければ実現しないこと

で、授業中にメモをするということは、福阪や稗田の授業の時間を自らの時間に変えているということになります。

授業中であれメモもせず発表もせずただそこに座っているのは、他人の時間にお付き合いして自らの貴重な時間を一

方的にささげているだけの奴隷状態ですから（カントは言う、自由意志！）、ただただ苦痛で楽しいわけがありません。 

私が入塾前面談で保護者様としっかりとお話し、生徒には 2 週間じっくりと無料体験をしてもらい、学力ではなく

福阪といるのが居心地がいいかどうかを確認しているのは、そこをクリアすれば学力が上がる条件がすでにできてい

ることになるからです。先生がころころ変わる、クラス替えがころころ行われる、教室長がころころどこかへ移動す

る、そんな塾やましてや学校に行って伸びるはずもありません。居心地がいいから恋人になり、夫婦になり、ずっと

いっしょに暮らしているのに、居心地がいいから今の会社・役所にいて成果を上げて稼いでいるのに、なぜか塾選び

はそうではないのはおかしな話です。また記憶の質と量は体感した時間に応じて増えると言われています。メモ以上

に効果的なのが音読です。音読（声に出すこと）こそ体感そのものです。うちの子授業ではあまり声は出さないみた

いなんですけど家ではよくしゃべる子なんです、と聞くと私は内心ほっとします。また自宅で教室にはいなかった親

を前にして授業内容を物語ることができるというのは、かなり高度な input(入力)と output(出力)を同時に行ってい

ることになります。男子によくあるのですが、ノートもまともにとらないし字も汚いのに成績がそこまで悪くない子

は決まっておしゃべりですし、これまた女子でよくあることですが授業中しっかりノートはとっているけど家ではあ

まりしゃべらない子の成績はいまいちです。自宅では思いっきり子供を主役にして授業内容やその日の出来事を語ら

せてほしいと思います。また中学受験コースの 4～6年生にはお盆休みまでに日能研読書ガイドを参考に読書課題を出

しています。章ごとに区切りをつけて、その感想を子供に発表させる機会を設けてもよいし、大学のゼミのように親

子で意見交換しあってもよいでしょう。 

6気合いや反省など何の意味もない、目の前の課題に具体的に計画的に取り組むかだけを考えよう。 

 反省しろ！やる気を出せ！うんざりする言葉です。精神的な反省や声だけが大きい気合いは、勉強にむかうエネルギーを

削いでいると私は思います。なぜまちがえたのか？次にどうすればそのまちがえを回避できるのか？といった技術的な反省

だけをコツコツ自らに刻む。勉強のエネルギーは課題（まちがい）の分析にのみ注いでほしいと思います。私と稗田はとも

に30年近くこの業界におり、多くの受験生の成功と失敗を見てきています。その経験は伝え方と受け取り方次第で、現在の

受験生にとって他人の経験という古ぼけた過去ではなく、自らの未来の成功につながる予見に変えることができます。私も

稗田も指導を通じ、受験生をよりよい未来に導くことしか考えていませんので、授業中は集中して話に耳を傾けてください！ 



7 改めて問う！勉強に適した自分だけの環境（ホームグラウンド）づくりが本当にできているか？ 

 電車の中吊り広告、コンビニの看板。いつの間にかおぼえます。自室の壁・ご飯を食べるテーブル・トイレの壁。自分自身

の生活空間にも同じように勉強広告（自分自身の脳におぼえさせたいこと）を掲示する。机だけが勉強の場ではありません。

机にむかってじっとすわり続けることは「動」物たる我々には土台無理なことですし、血流が悪くなり、致死率を上げます。

またスマホは視力だけでなくいちじるしく認知能力を下げる（アホになる）ので、勉強の間くらいは親に預けましょう。 

おまけコラム ～中学入試の模試と偏差値について～ 
高津駅前校の中学受験指導の特徴は、ご承知のように、入塾から合格まで同じベテラン正社員教師が指導し続ける、少人

数制一貫指導体制です。志望校対策が本格化するのは6年生の2月から、志望校の過去問対策（算数国語が2月から理科社

会はお盆明けから）と外部模試の活用という両輪駆動で行います。外部模試についてですが、首都圏には四大模試とよばれ

る模試があります。そのうち高津駅前校は日能研・SAPIX・首都圏模試を採用しています。各模試の特徴は以下となります。 
名称 全国公開模試 合格力判定サピックスオープン 合判模試 
主催者 

日能研 サピックス 首都圏模試センター 
 
 
 
 
 
 
 

特徴 
 
 
 

標準的な難易度で、中堅・上位校志

望者に適しており、独自の合格可能

性指標 R４を使用する、最大規模の

模試。R4 とは合格可能性が 80％に

なる偏差値を示している。その偏差

値を取っていれば、該当する学校へ

の合格可能性は80％ということを意

味する。四谷大塚より標準的な難易

度である。式や答え方を書かせる問

題が多く出され、合判模試と同じく、

受験者の偏差値の幅が広い。 

受験層のレベルが高く、問題の難易

度も高いため、最難関校を含む上位

校の合格可能性をはかる模試として

かなり精度が高い。一方で問題の難

易度が高いため（特に算数の文章題

小問集合に難問が多い！）、偏差値が

他の模試よりも低めに出る傾向があ

る。そのため、結果の受けとめ方に

は注意が必要である（一部の最上位

クラスの子たちだけが受かるのが中

学受験ではないのだから）。 

比較的易しい難易度で、偏差値が高

めに出る傾向がある。塾が母体では

ないが、大手塾で比較的多くの生徒

が利用している。2018年度より解説

に「思考コード」「思考スキル」が記

載されている。問題のタイプと求め

られる力がわかり、受験者が強化す

べき力を把握できる。難問の出題割

合が他の模試より低く、基本から標

準レベルの問題の理解度を幅広い単

元でチェックできる。 
 
 

偏差値 
 
 

開成…………７２ 
桜蔭…………６９ 
早稲田実業…６６ 
明治大明治…６３ 
本郷…………６１ 

開成…………６８ 
桜蔭…………６２ 
早稲田実業…５９ 
明治大明治…５６ 
本郷…………５２ 

開成…………７８ 
桜蔭…………７８ 
早稲田実業…７５ 
明治大明治…７２ 
本郷…………７０ 

ではみなさん偏差値とは何なのでしょうか？詳細は高津駅前校がほこる最強教師、稗田 Tの次回おたよりにゆずりますが、

受験生そして保護者様の皆さんの耳にこびりついて離れない偏差値とは何なのか？簡単に稗田より解説してもらいます。 

偏差値とは、テストを受けた集団の中で自分の学力がどの位置にいるかを示す数値であり、主に各模試会社の模擬試験で

用いられます。具体的には、各テストにおいて得点だけでなく、自分の相対的な位置を知るための重要な数値になります。 

例えば、あるテストのAさんの得点が、算数は60点、国語は50点だったとします。点数だけをみれば、算数の方がよい

という評価になります。ところが算数の平均点は70点で、国語の平均点が40点だったとしたらどうでしょう？相対的（ま

わりの人と比べる）にみると、国語の方が、評価が高くなります。偏差値とは、この相対評価のことを言います。 

偏差値の計算方法 偏差値は次の式で計算されます。 

偏差値＝10×（個人の得点－平均点）÷標準偏差＋50  

 もちろんこんな公式を理解する必要も覚える必要もありません。重要なのは、この計算により、得点が平均からどれだけ

離れているかを数値化し、偏差値50を基準にして高いか低いかを表したものだということを理解されていれば大丈夫です。 

理論上、偏差値には上限も下限もありませんが、現実的には25～75くらいの範囲で表されることが多くなります。以下は、

100人が同じテストを受験した場合の、およその目安です。 

・偏差値70＝2位／100人（集団の中で上位約2％に位置している） 

・偏差値60＝16位／100人（集団の中で上位約16％に位置している） 

・偏差値50＝50位／100人（集団の中の平均に位置している） 

・偏差値40＝84位／100人（集団の中で下位約16％に位置している） 

・偏差値30＝98位／100人（集団の中で下位約2％に位置している） 

5 神奈川の高校受験で勝つために 
いまや全国有数の難易度になった神奈川県の学力検査（＋特色検査）ですが、高津駅前校の小学校からの通塾組は例年高得

点を奪取し確実に合格を積み重ねてくれています。今年も結局、湘南・多摩・神奈川総合などに順当に合格。それは奇跡で

も何でもなく、受験生の努力とともに、英語・数学・国語・理科・社会、そして特色入試と、本番の入試をとらせなくて何

が塾講師だ？という自負が我々にはあるからです。とはいえ問題は内申点UPです。いや絶対評価の中での内申点ＵＰをい

かに実現させるかです。そもそも絶対とその対義である相対のちがいをみなさん理解されておられるでしょうか？ 
 相対評価 絶対評価 

定義 生徒個人のレベルを、同じ母集団内の他の生徒と比較

し評価する方法 
生徒個人のレベルを、（教師・教育委員会・国家に

よって）定められた目標基準によって評価する方法 

基準 母集団を構成する同じ学校の生徒の中で何番目かで

上から順に決めていく。 
レベル・規模に関係なく、目標への達成度。現場の

裁定者＝神である教師のさじ加減（気分）が大きい。 
 

具体例 
テストの点数・発表回数・日々の小テストの点数など、

成績上位順にＳ評価2人、Ａ評価5人、Ｂ評価7人

と機械的に決めていく。 

目標への達成率150％＝教師の想定を超える出来な

らばＳ評価、120％＝ほぼ想定内だがよくがんばっ

たならＡ評価、100％＝想定の範囲内ならＢ評価 

メリット 評価格差をつけやすく、全体のバランス（公平さ）を

保つことができ、構成員からは不平不満が出にくい。 
出すぎる杭すなわち強い個（リーダー）の育成につ

ながり、結果として皆の納得を得ることができる。 
 

デメリット 
メンバーが固定する。所属集団の質によって評価が変

わる。個人の成長を評価しにくい。団栗の背比べにな

り、時に足の引っ張り合い（共食い・いじめ）を生む。 

評価基準の設定が難しく、明確な評価格差をつけに

くく、評価者の主観（神とはちがい、評価者が不完

全な人間であるがゆえに、時に好み）に陥りやすい。 
一塾講師である私に上記の制度を変える力などありません。しかしながら絶対評価の中で生き抜く術を、日々生徒に伝え続

けるとはできます。内申点UPには以下のような対策が効果的です。 
〇各授業の課題の提出を徹底する 〇授業態度を改善する 
〇定期テストだけでなく、小テストで高得点をとる 
〇実技四教科の内申点UPをあきらめない 
〇自分の足りない部分を見つめつつ、どこが足りないのか先生に相談する 
現在の学習評価は右図のように、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体

的に学習に取り組む態度」の3観点がそれぞれ評価されて、その合計点で決

まります。ですからたとえ定期テストで高得点を取って知識・技能面が評価

されても、授業態度や提出物の状況が悪い（期限ぎりぎりもしくは期限遅れ、

誤字脱字が多くやっつけ仕事でやったのがバレバレ、期限には間に合っても

最低限うめただけで、教師の想定を超えるプラスアルファがない）と、学習

評価全体としては低く評価され、結果として内申点も下がります。またこれは内申点の話だけで終わるものではなく、本番

の学力検査の2次選考でも3年時の「主体的に学習に取り組む態度」部分のみが評価の対象になるわけですから、内申点の

重みがわかるでしょう。では、ここからは、もっともっと細かく内申点UPについて見ていきましょう。これらは授業中に

福阪・稗田が折にふれて生徒達に伝えていることを保護者様にも共有していただきたく改めて記載することです。 

〇各授業の課題の提出を徹底する 
提出期限の厳守と内容の充実につきます。提出期限はご家庭のスケジューリングと声がけで事足りますが、問題は内容の

充実です。これは塾の授業と公立中学校の授業が連動していない場合、あまり多くの期待はのぞめません。その点、創研学

院高津駅前校の福阪・稗田の授業は各中学校教科書内容そのものをオリジナル授業プリントに落としこみ、生徒たちにとっ

て、学校の授業の予習・復習そして入試対策を含めた発展的な探求につながるよう構成しています。つまり塾の授業に出て、

しっかりと板書をしさえすれば、授業プリントを自然な形で学校の提出物へ落としこめるよう授業設計をしているのです。

提出物は「主体的に学習に取り組む態度」「思考・判断・表現」の評価に直結しています。裏を返せば、定期テストで思わし

くない点数であっても（そんなことも高津駅前校のテスト対策をうけていればめったに起きないのですが…）、提出物の質を

向上させることで、内申点の挽回が期待できるということです。「思考・判断・表現」の観点で「論述やレポートの作成、グ

ループや学級における話し合い、作品の制作や表現等の多様な活動」が評価されるとありますが、そもそも学校の先生の話



のどこが重要で、関連する知識をどう調べればよいか、重要なポイントを自分なりに整理できる子がどれほどいるのでしょ

うか？それほど多くはないと思います。また要点を見出すために試行錯誤する大量の時間の確保は、多忙な中学生には難し

いでしょう。各教科各単元の重要ポイントの明示と深堀すべき（疑問を持つべき）ポイントなどもすべて塾で教えます。 

〇授業態度を改善する 
ある意味、これが一番難しいと思います。本人にその気はなくとも授業態度が悪そうに見える男女はいるでしょう。実は

何も考えていないのに（例えば次の給食のことしか考えていないのに）、意欲・関心が高そうに見える男女もいるでしょう。

「コミュニケーションにおいて、言語・聴覚・視覚の三つから伝わる情報が矛盾している時、視覚・聴覚から伝わる情報が

言語より優先的に利用される」というメラビアンの法則というものがあります。すなわち言語のみで相手を説得するには時

間がかかり、高い言語スキルが必要になるということです。あるいは「あの子は実はこういう子だったんだ」と認識を変え

てもらうのに、言語だけの説得だと時間がかかるということです。月並みなアドバイスですが、やはり第一印象をよくする

ためにも、よい第一印象をキープするためにも、よりよい印象に変換してもらうためにも、学校の先生の授業を聞く表情・

姿勢を改善し、そして中学生らしい身だしなみを整え、元気よく挨拶することから始めてはいかがでしょうか？ 
ではよい授業態度をもっと具体的にあげていきます。まっすぐ正しい姿勢で授業を受ける。積極的に挙手や発言・回答を

する。予習をして疑問点をあらかじめまとめておく（創研学院の授業に出席していれば十分に中学校の予習となります！）。

グループ学習では積極的に発言し、まわりをまとめる（助け合う）役割を受け持つ。ですから、忘れ物をする、許可なく立

ち歩く、私語をする、居眠り・あくびをするなど言語道断です。また発表も「正解」することだけが大切ではありません。

発言した内容がまちがっていたり、提出した副教科の作品の出来がよくなくとも、「一生懸命～しようとした」という熱意や

丁寧さがそこにこもっていることこそが、興味・関心がある（をもって日々学習している）として評価されるのです。 

〇定期テストだけでなく、小テストで高得点をとる 
定期テストそして小テストで高得点をとることが色あせたわけではありません。「知識・技能」を直接的に測定するには非

常に効果的だからで、テストが内申点を決定する大きな比重を占めていることに変わりはありません。問題はテストの範囲

がテスト2週間前に出てテスト範囲を把握できたとしても、一週間前までいやテスト直前まで部活動をする中学校のあり方

です。新学習指導要領のもと教科書が分厚くなる一方で授業時間が十分に確保されていない中、テスト直前の数週間で5科

目の内容を克服する。これはなかなかに厳しいと言わざるをえません。ただし創研学院高津駅前校に通っているのならば問

題ありません。年四回の定期テスト対策（一回 20 時間×4＝80 時間）があるからだけではありません。日々の授業が西・

東・高津中学校のほんの少し先を進みつつ、各中学校の授業以上に広く深く厚く進めているからです。 

〇実技四教科の内申点UPをあきらめない 
絵の才能があるわけでもない、ピアノも弾けない、足も速くない、手先も器用ではない、だから実技4教科ばかりはどう

しようもない。本番の入試でも学力テストが実施されないから、がんばったって仕方がないと思われがちです。しかし技能

4 教科は下のような特徴があるため、実は内申を上げやすい科目であることが見過ごされがちです。まず実技 4 教科のテス

トは暗記問題が圧倒的に多く、また出題範囲もせまく、形式も限定的なため、事前準備を怠らなければ高得点がとりやすい。

作品提出の機会も多く、時間をかければ提出物の質を上げられなくはない。実習が多いので、積極性をアピールしやすい。 
さらに具体的に言うと、観点別には以下のような対策が有効とされます。実技四教科は才能・素質・器用さと言った先天的

な要素が強いと思われがちですが、本当にそこだけを評価するならば学校教育で、公（義務）教育で扱う必要はありません。

「完璧にできる」ことよりもやはり「どれだけ興味・関心をもち意欲的に粘り強く取り組んでいるか」が評価されるのです。 
知識・技能 → 教科書・配布プリントの太字や重要語句を暗記する。授業で配布されたプリントを徹底して復習する！ 
思考・判断・表現 → 作品制作では常に進行具合を把握し、体育の授業後のミニレポート（単なる感想、できた・楽しかっ

たではなく、その授業内容の意義、つまり個人能力の成長や協調性などをふまえて書く！）など提出期限を厳守する！ 
主体的に取り組む態度 → 自主的に調べ、工夫を重ねる。ただし独善的にならないよう、先生にアドバイスを求める！ 

〇自分の足りない部分を見つめつつ、どこが足りないのか先生に相談する 
わからないことを聞くのは恥ずかしい。ましてや先生に自分の足りないところを相談するなんて、かえって評価を下げる

ことにつながるのではないかと思われるかもしれません。そんなことはありません。現在の自分の評価がどのような基準で

つけられているのか、これからの自分にはどのような学習が必要なのか、定期テストの点数はどれくらいとればよいのか、

提出物の改善点は具体的にはどの部分か、学習全般に関するアドバイスなど、気軽に聞けばよいのです。虎穴に入らずんば

虎子を得ずといいます。大きな成果（内申点ＵＰそして第一志望合格）を得るためにも、正面から先生に向き合いましょう！ 
 

内憂外患。日本国内外をめぐる問題には枚挙にいとまがなく、レーゾンデートル（国家の存在理由）をかけた教育改革が

今行われているという現状認識で私はいます。知識・技能の習得ではとどまらない、思考力・判断力・表現力重視の入試。

読み・書き・聞き・話す、4技能が備わった高い言語（英語）力。さまざまな環境・文化をもつ人々と一緒になり、自らが

率先して考え、何事かを成し遂げるリーダーシップ。資源はとっくにない、技術ももはやない、何事かをなす気力もうすい

日本人の多くにとっては過酷な現在と未来。しかしそういう腑抜けが多い現状だからこそ、皆さんにはチャンスなのです。

このグローバル規模の生存闘争に打ち克つべく、たくましい、しなやかな人材を高津駅前校は輩出し続けたいと思います。

中学受験は小学2・3年から、高校受験は小学4・5・6年から創研学院に通塾いただけると幸いです。後悔はさせません。   

Will is everything ! （ 情熱こそ！）   創研学院高津駅前校 校長 福阪和重・副校長 稗田潤           



2024年（ 中学受験コース版・初夏だより ）      ～ 首都圏私立中学入試の動向と分析－序章 ～ 
2023年度 

☆ 中学受験コース６年生  男女１５名☆ 

世田谷学園２・法政二１・青稜２・都市大等々力特選３・栄東２・田園調布学園３・日本女子１・昭和女子大２ 

実践女子３・日本大学（グローバルリーダーズ）１・カリタス２・日大豊山１ 

☆ 高校受験コース３年生  男女２４名☆ 

川和３・都立国際１・多摩１・新城２・横浜平沼１・市ヶ尾１・生田１・法政国際１・法政二高３・中大横浜２ 

日大日吉 SG１・東農大２・桐蔭学園（プログレス２・アドバンス２）・青稜１・都市大等々力１・目黒日大１  
2024年度 

☆ 中学受験コース６年生  男女１５名☆ 

洗足学園１・東洋英和女学院１・東京農大一２・中央大附属横浜１・栄東１・東邦大東邦１ 

都市第等々力 S特選１・都市大等々力特選２・日本女子大１・森村学園（特待ふくむ）2・恵泉女学園１ 

実践女子２・目黒日大１・日大三１・カリタス女子１・サレジアン国際世田谷１・文教１・八雲２ 

☆ 高校受験コース３年生  男女１８名☆ 

多摩１・横浜サイエンスフロンティア 3・中大横浜１・青稜２・桐蔭学園（プログレス）2・都市大等々力１・

日本女子 1・日大日吉１・朋優学院１・日大藤沢１・麻布大１・盛岡中央（特待）1・明星１・校成学園女子１ 

１ 今春の首都圏私立中学入試の動向 
以下の表は、入試日別応募状況一覧です。 

  
1月19日

以前 
1月20日 

～31日 
2月1日 2月2日 2月3日 2月4日

以降 
合計 

  
午前 午後 午前 午後 午前 午後 

入試数 

男子校 9 2 33 11 21 10 13 7 32 138 
女子校 9 5 78 55 56 44 32 22 74 375 
共学校 144 74 104 80 76 63 40 34 133 748 
国立校 1 1 1 0 1 0 9 0 0 13 
公立校 17 3 2 0 0 0 16 0 1 39 
合 計 180 85 218 146 154 117 110 63 240 1,313 

定 員 

男子校 225 110 3,624 319 1,643 243 1,017 70 823 8,074 
女子校 420 170 5,028 1,467 2,039 919 663 309 949 11,964 
共学校 4,818 2,562 5,147 2,224 2,242 1,176 1,018 511 1,469 21,167 
国立校 30 40 140 0 40 0 642 0 0 892 
公立校 1,320 320 11 0 0 0 2,416 0 0 4,067 
合 計 6,813 3,202 13,950 4,010 5,964 2,338 5,756 890 3,241 46,164 

応募者 

男子校 2,075 1,816 13,242 4,412 10,774 2,507 9,641 1,286 11,643 57,396 
女子校 5,177 2,317 13,342 9,992 11,567 7,876 7,143 4,144 8,617 70,175 
共学校 65,846 23,943 21,001 18,318 17,712 14,786 10,263 8,220 23,604 203,693 
国立校 － - 347 0     － 0 2,372 0 0 2,719 
公立校 4,547 2,059 14 0 0 0 10,131 0 0 16,751 
合 計 77,645 30,135 47,946 32,722 40,053 25,169 39,550 13,650 43,864 350,734 

倍 率 

男子校 9.2 16.5 3.7 13.8 6.6 10.3 9.5 18.4 14.1 7.1 
女子校 12.3 13.6 2.7 6.8 5.7 8.6 10.8 13.4 9.1 5.9 
共学校 13.7 9.3 4.1 8.2 7.9 12.6 10.1 16.1 16.1 9.6 
国立校 ― ― 2.5 ― ― ― 3.7 ― ― 3.0 
公立校 3.4 6.4 1.3 ― ― ― 4.2 ― ― 4.1 
合 計 11.4 9.4 3.4 8.2 6.7 10.8 6.9 15.3 13.5 7.6 

この表の入試数から、最大の募集定員は2月1日午前で、2月1日午後も4010名の定員に対し、応募者数も32722名と1

日午前の応募者の7割弱がそのまま午後入試も受験しており、「午後入試の定着」という傾向がわかります。2月1日以降入

試数が減少していきますが、特徴的なのは2月1日午後と2月2日午前の入試数がほぼ変わらないこと。さらに共学校では

2月1日午後と2月2日午前の定員がほぼ変わりません。またこの表の応募者数からは、2月1日、2月2日、2月3日それ

ぞれの午前入試の応募者数は多いものの、1日午後、2日午後の応募者数も少なくないことがわかります。つまり、2月1日

午後は受験生にとってより重要な機会だと言うことがわかります。それでも？という方は面談で改めてお話しします。 

次に、今年は、日程ごとに難易度に変化のあった（日能研R4変動の大きかった）学校を中心に今年の中学入試を振り返り

ましょう。まず一時大いに人気となった東京都・神奈川・千葉県の公立中高一貫校の受験状況です。 

2024年都立中高一貫校の状況 

学校名 24年出願数 23年出願数 差 

桜修館 705 864 － 159 

大泉 667 734 － 67 

小石川 687 734 － 47 

立川国際 585 527 ＋58 

白鵬 743 782 － 39 

富士 566 574 －8  

三鷹 769 924 － 155 

南多摩 596 662 － 66 

武蔵 421 471 － 50 

両国 700 775 － 75 

計 6439 7047 － 608 

2024神奈川公立中高一貫校の状況 

学校名 24年出願数 23年出願数 差 

相模原 880 982 －102 

平塚 683 737 －54 

川崎 493 558 －65 

南 690 865 －175 

横浜ｻｲｴﾝｽﾌﾛﾝﾃｨｱ 450 467 －17 

県・市立計 3196 3609 －413 

2024年千葉中高一貫校の状況 

学校名 24年出願数 23年出願数 差 

千葉 550 570 －20 

東葛飾 762 793 －31 

稲毛国際 747 851 －104 

計 1509 2214 －155 

立川国際をのぞき出願者の減少（激減）が明らかです。神奈川の市立南も東大合格数など躍進にしたにもかかわらず激減。

首都圏中学入試で人気が出る要素をいくつかあげると、入試科目（ 科目選択・算数1科・英検利用 ）、学校改革（ 新規開校・附

属化・共学化 ）、進学実績（ 内部進学率・推薦枠・海外大学 ）といったキーワードを抽出することができます。そしてそれらをいか

にして広報するか、お客様である生徒・保護者に認知してもらうかが欠かせません。国際系＝情報系とも言われますが、立川国際

だけが出願者数が増加しているのは、その他の学校に情報発信不足＝のんきにかまえていても大丈夫という殿様商売意識の蔓延

があるのかもしれません。次に2月１日午前の状況です。日能研の R４（合格可能性80％）偏差値の推移をもとに見ていきます。 

学校名 2024年 2023年 前年差 

東洋英和A 57 55 2 

横浜雙葉１ 52 46 6 

桐蔭学園１午前 50 47 3 

カリタス女子１ 49 46 3 

三輪田学園１午前 49 45 4 



日本女子大付属１ 46 49 －3 

都立大付１（ⅡI） 56 60 －4 

公文国際A 53 49 4 

安田（先進特待１） 52 49 3 

桐蔭学園１午前 51 49 2 

森村学園１ 50 48 2 

目黒日本大学 45 42 3 

横浜創英１ 45 40 5 

サレジ世田谷１前 44 41 3 

駒込１ 43 39 4 

日本大学藤沢１ 43 46 －3 

足立学園１ 43 38 5 

東洋英和・三輪田・横浜雙葉が急激に人気化しました。都市大附属は手続き〆切日がタイトなこともあり敬遠傾向。 

次に2月1日午後です。2月1日・2日午後は8割の受験生が出願する、受験するのが当たり前になりました。 
学校名 2024年 2023年 前年差 

巣鴨（算数） 65 63 2 

鎌倉学園（算数） 63 62 １ 

世田谷学園（算数） 63 61 2 

獨協２ 57 52 5 

ドルトン１午後 53 49 4 

淑徳巣鴨スガラ１ 52 46 6 

東京電機大学２ 52 49 3 

横浜創英２ 48 45 3 

多摩大目黒（特１） 47 44 3 

日本工業大学駒場２ 45 41 4 

桜美林１午後 44 47 －3 

東京成徳大学１特 40 45 －5 

聖学院１特アド 40 44 －4 

算数入試大人気！さすがに来年度は隔年現象（減少）が起こるかもしれませんが、ちょっと算数ができる程度で受験する

ものではありませんね。獨協医科への推薦枠ができた獨協中学の人気っぷりがすさまじいです。 

次に2月2日午前です。日本学園（明大世田谷へ）ふくめ、明大系列の人気がすさまじいです。 

学校名 2024年 2023年 前年差 

明大明治１ 62 59 3 

巣鴨２ 60 58 2 

明大中野 59 57 2 

三輪田学園２ 49 ４６ 3 

世田谷学園２ 57 59 －2 

城北２ 57 59 －2 

桐光学園２ 49 51 －2 

横浜創英３ 48 44 4 

湘南学園 B 46 44 2 

日大第三２ 44 40 4 

佼成学園２ 44 40 4 

多摩大学目黒２ 43 38 5 

桜丘３ 41 36 5 

次に2月2日午後です。やはり立教大学への推薦枠が160名と大幅UPした香蘭女学校の大人気が目立ちます。またいろい

ろと大学に問題があった日大系もどの日程でもやはりその人気は不動です。北里大学と提携発表の順天が人気です。 

学校名 2024年 2023年 前年差 

桐蔭学園２ 56 53 3 

日本大学B 54 49 5 

かえつ２特待 51 54 －3 

多摩大目黒（特２ 50 47 3 

淑徳巣鴨スカラ２ 50 45 5 

順天２B 50 46 4 

サレジ世田谷２特 44 44 4 

桜丘４ 41 38 3 

聖学院 2特アド 41 44 －3 

香蘭女学校２ 65 62 3 

桐蔭学園２ 50 45 5 

大妻多摩（総合３ 45 41 4 

次に2月3日午前です。日本女子大は入試日程をこのままでいくのか？気になるところです。 
学校名 2024年 2023年 前年差 

明大八王子A2 58 55 3 

山手学院B 49 52 －3 

関東学院C 49 47 2 

佼成学園３ 43 40 3 

日大第三３ 40 43 －3 

鴎友学園女子２ 64 66 －2 

横浜共立Ｂ 61 59 2 

東京女学館４ 50 46 4 

日本女子大付属２ 46 50 －4 

鎌倉女学院２ 44 47 －3 

受験もいよいよ終盤戦。2月3日午後です。職員の大量退職と学校立ち上げの発起人が去った芝国際、やはり不人気です。 
学校名 2024年 2023年 前年差 

芝国際３特待 50 55 －5 

淑徳巣鴨スカラ３ 50 46 4 

サレジ世田谷３ 46 43 3 

2月4日午前です。法政二はやはり男子にとっては厳しい入試でした。 
学校名 2024年 2023年 前年差 

芝２ 65 63 2 

サレジオ学院 B 63 61 2 

巣鴨３ 59 57 2 

中央大学付属２ 58 60 －2 

法政大学第二２（男子） 58 56 2 

鎌倉学園３ 55 57 －2 

淑徳巣鴨３ 47 42 5 

山脇学園 C 57 55 2 

法政大学第二２（女子） 56 59 －3 

品川女子（表現力） 54 51 3 

普連土学園３ 54 49 5 

2月5日です。アクティブラーニングの桐蔭学園。もはやおさえ校ではありません。 
学校名 2024年 2023年 前年差 

日本学園３ 50 47 3 

サレジアン世田谷４ 47 42 5 

湘南学園D 44 50 －6 

桐蔭学園３ 51 47 4 



２ 今春の首都圏中学入試の四科目の動向 

国語  

今年は、問題文にも設問にも、昨今の世相を反映しているところが大いに感じられました。コロナ禍やロシアによるウク

ライナ侵攻が続く中、多くの人がSNSの世界の住人となり、見えない他者やAIを隣人に、これまで誰も経験したことのな

い「今」を生きている。「自己とは何か」「共同体とは何か」といった哲学的な問いを抱き、リアルな他者との対話を求めよ

うとする衝撃が、老若男女の区別なくわき起こり、入試問題にまで及んだと言えそうです。文章のテーマには、ジャンル問

わず、「自己」「社会」「言葉」といったものが多く見られました。これらのテーマを横断するキーワードは、「コミュニケー

ション」。例えば多くの物語で、主人公たちは「不安」を抱えていました。思い込み、伝統、正解、といった呪縛の中で、苦

しみ、悶えながらも、コミュニケーションを通して希望を見出そうとしている。来年度以降も、対話の価値を改めて問い直

す文章が出題され続けているにちがいありません。一方、設問では、大学入学共通テストでもお馴染みの対話形式の設問の

出題が目立ちました。国語の問題に取り組む際に欠かせないのは、自分、問題文の著者、作問者の「三者の視点」です。し

かし、この対話形式の問いでは、新たに複数の視点が提示され、その中から異質な考えを捉えたり、文章の核心に迫ったり

する。多様な考えを受け入れ、その中身を精査し、これらの時代を生きるために必要とされる力が試されるスタイルだと言

えるでしょう。 

算数 

2024年度の入試では、高い調査力を要求する問題、長文から情報を読み取って整理するチカラを要求する問題、典型的な

問題に「ひねり」を加えた問題など、近年のトレンドといえる問題が引き続き出題されました。問題自体の文章量はそれほ

ど変化していませんが、文章に含まれる情報量が増加し、問題設定の整理や、裏にある条件をさぐるチカラが問われている

問題が多く見られました。典型的な問題がそのまま出題されることは少なくなり、少しずつ「ひねり」を加えた問題が、多

くの学校で見られるようになってきました。これはつまり、典型的とされる問題の解法を再現できるだけでは不十分で、そ

の問題の構造や解法プロセスの意味を理解しているかどうかが、一層試されるようになったと言えるでしょう。さらに、2024
年度の入試においても、大学入学共通テストや学習指導要領の改訂の影響により出題が増えていた「対話形式問題」や「統

計分野に通じる資料の読み取りに関する問題」の出題が一定数見られました。特に、2024年度は子どもたちがこれらの学校

生活やその先の社会で出あう様々な場面と算数と数学との結びつきを素材とした出題が見られました。例えば、学園祭の準

備のときにありそうなやりとりの様子や、オンライン授業で使用したソフトウェアのアンケート結果をもとに、どれが一番

良いと言えるかを考えるものなどが挙げられます。また、2024年度の入試ということもあり、2024という数の性質に着目

した出題もりました。2025年度の入試では、2025がどのように使われるか、今から注目です。 

理科 

題材としては、地震や火山、台風や大雨などの自然現象と防災に関する問題、天体に関する問題、電流や電力、エネルギ

ーに関する問題など、身のまわりで起っているさまざまな出来事が取り上げられていました。理科の入試問題では、これら

の題材に対してさまざまな視点で情報を読み取り、筋道立てて状況をとらえる力が試されています。また、日常生活という

視点で見た場合、身のまわりで見られるさまざまな現象が起きるしくみを、身につけた知識や経験と結びつけて判断したり、

提示された情報をもとに、状況を判断したりする問題が多く見られました。中には、目で見ることのできない物質の基本的

な構造（分子構造など）をモデル図でとらえることによって、現象が起きるしくみを推測する問題も見られました。問題形

式に目を向けた場合、記述問題では、原因と結果の関係に目を向けて、実験結果からわかることを記述する問題や、さまざ

まな現象が起こるしくみを、知識や経験をもとに、問題状況に応じて記述する問題が多く出題されていました。さらに、計

算問題では、複雑な計算処理を行う問題は減少の傾向にある一方で、てこのつり合いや電流のように、一定の条件のもとで

必ず成立するきまりや関係のもとに計算を行う問題や、化学反応に関する規則的な変化をとらえて計算を行う問題は、引き

続き多く出題されています。このように、理科の入試問題では、幅広い題材をさまざまな視点で分析し、状況をとらえてい

く力が問われています。その際、情報を読み取る力、情報同士を結びつけて整理する力、筋道を立てて情報をとらえる力が、

特に必要とされています。 

社会 

国際平和、地球温暖化、人口減少、ジェンダー、度重なる自然災害…。こうした問題は、社会科の学びで頻繁に出あうこ

とになるものです。今年の入試で多くみられた、昨今のウクライナやパレスチナ情勢の悪化、「地球沸騰化」時代の到来、流

通業界における「2024年問題」、日本のジェンダーギャップ指数の順位が過去最低といった問題も、大人･子どもを問わず肌

身に感じていることでしょう。そして奇しくも入試が本格化しだした 2024 年 1 月、能登半島を中心とする大地震が発生し

たことで、入試問題と実社会のつながりがより現実味を帯びることになりました。中学入試の社会科では、難解で細かな知

識の有無が問われることはそれほど多くありません。一方で、取り上げられる事柄は、教科書上の文字にとどまらず、その

背景にある原因や理由、実社会・実生活への影響、そして受験生自身への影響、そして受験生自身の経験にまで広がってい

きます。入試の場で求められるのは、知識が曖昧なのではなく確かであること、その深さ・広がりがともなっていること、

こうした知識を自由自在に引き出したり、組みかえたりできる力です。さらに、与えられた情報を斜め読みするのではなく、

その向こう側にいる作問者の意図を受け取る力、そして志望校の先生に対し、考えたことを明確に過不足なく文章に表す力

も必要です。AIが台頭するこの時代に、機械的ではない、生身の受験生として力を発揮することが求められています。 

３ 気になる各私学の動向や新着ニュース（2024年5 月8日現在） 
‐2025年度入試定員変更－ 

明大中野…募集定員 240名→270名 安田学園…募集定員 先進180名→240名 淑徳巣鴨…募集定員 120名→160名 

浅  野…募集定員 270名→240名 日大藤沢…募集定員 2PM男女各10名 光塩女子…2/1PM算数１科、面接廃止 

日本女子 2/1PM算数１科、面接廃止 豊島岡  算数・英語資格入試 

‐2025年度入試日程変動－ 

東農大一…2/1午前入試日程新設 昭和女子…2/3を4PMに日程変更 青山学院…2/3に入試日程変更 

恵泉女学園…2/2AM→PM（全部PMへ）日程変更 湘南学園…日程変更D2/5AM→4PM  清泉…日程また変更予定 

淑徳与野…医進1/10PM→11PM変更  佼成学園…適性検査廃止。6クラスへ 

三輪田…4科生に配慮した判定方法  

‐2025年度入試情報形式・名称変更－ 

横浜共立…2/1は当日発表、面接廃止 東農第三…所沢会場入試（予定）鷗友学園…算数の出場形式変更 

吉祥女子…算数の出題形式変更 宝仙理数…校名変更 順天堂大理数インター 

東京女学院…英明フロンティアへ 千代田国際…「国際」を外し、千代田中学校・高等学校 

鎌倉女子学園…鎌倉国際文理へ 青山横浜英和…2/2PMなくなるかも 

‐2026年度以降の入試情報－ 

浦和学園…2026年開校 羽田国際…2026年開校 順天…2026年北里大学法人合併 明法…共学化 フェリス…日程変えず 

４ 中学受験で勝つために（ 前年度同文掲載 一度しっかりと目をお通しください ） 
最後にいつものおまけ。一年を通して保護者様と面談させていただいております。また一年を通して生徒に授業を

しています。同じ先生が同じ生徒・保護者様に授業や面談を通して同じ熱量で話しているのに、ある子はぐんぐん伸

びて、ある子はなかなか伸びずに足踏みしている。この差は何なのか？この差をうめて全員ができる子になるように、

お子様の勉強法がまちがっていないかチェックです。 

１完璧主義はダメ！完成主義でいこう！ 

小学生のテストは昔も今も 100 点をいかにとるか、つまり教科書の内容をいかに完璧に頭にたたきこむかに重きが

置かれています。しかしながら中学入試の問題はよくできて７割、通常は６割が合格点です。ですから本番のテスト

も模試ももちろん普段のテキストもそのように作られています。親も子も完璧主義がしみついていると、たちまち中

学入試の質量の膨大さ（ここまでやれば大丈夫という範囲がないのが範囲）にのみこまれてしまいます。だからこそ、

高津駅前校では早めに過去問題に取り組んでもらっています。６年生の前半には自分の志望校の問題を入試本番とそ

っくりの時間で解いてもらい、福阪・稗田が全教科の添削を行います。それは志望校の正体を早く知るためです。256

パターン。主要私学の 4 科目の問題パターンの組み合わせはそのぐらいあると言われています。一方で勉強時間は有

限。いや極めて短い。勉強に使える頭がイキイキと動く時間はさらに限られています。あれもこれも完璧に仕上げよ

うとするのではなく、自分の志望校に受かるために必要なことだけを完成すればよいのです。 

２ 学習とは一つでも多く正解することではなく、一つでも多くのまちがいに早く気づくことの方が大切である。 

多くの塾は志望校の過去問題を 6年生の秋以降から本格化させます。高津駅前校のように 5年の後半もしくは 6年

の前半から本格化させる塾は少ないと思います。先んずれば人を制すと言いますが、ライバルよりも早く、ライバル

よりもたくさんのまちがいに気づき、そこに向き合い考える時間を確保することこそが成功への近道に決まっていま

す。それなのに、そんなに早くからはじめて子供が自信を失ったらかわいそう、そんなに早くから過去問題に取り組

ませて自分の力のなさを痛感させてしまっては塾を辞められて売り上げが確保できなくなるといった、親の、塾の、

つまらないプライドやエゴで子供は成功への道を閉ざされています。 

3 勉強とは学校や塾の授業で学んだ内容を思い出す練習であり、思い出そうと脳内を何度も検索することで定着し、



定着させるためには毎日少しづつの勉強が肝心である。 

福阪の授業は全教科すべてオリジナルプリントで行っています。日付・名前を書く欄があり、時系列で整理するよ

う口酸っぱく授業で伝えています。とりわけ中学受験の小学生にはテキストに小テストをのりでその場で貼りつける

よう指示しています。いわゆるぴったんこタイム！オリジナルプリントは教科書の要点を圧縮しつつも、教科書内容

を超えた新しい情報（教科書改訂は 3～5年ペースでしか行われない一方で、我々の生きる世界の情報は日々更新され

ていく）をその都度足したものです。そこまではすべての生徒が同じでも、授業で学んだことをお父さん・お母さん

に伝えなさいと言うと、授業そのものではなく、私の話した息抜きの雑談（愛犬ボン太くんの話など）ばかり親に伝

えている子がいます。なぜか？絵的にイメージしやすく伝えやすいからでしょう。一方で学んだばかりの授業内容は

まだあいまいで、イメージを結べるほどくっきりとしてはおらず、なんとか思い出そうと頭の中に検索をかけないと

親の前で再現することは難しく、とてもしんどい作業です。ましてや授業後の脳はひどく疲れています。どうぞ寝て

いただいてかまいません。寝ることで明らかに重要でない犬の（私に取ってはかけがえのない愛犬ですが！）情報は

脳から消去され、また十分な睡眠をとることで脳の神経系は修復され、忘れてしまった（消えてはいない！）情報の

再定着を促すことを現代の脳科学は証明しています。ですから一夜漬けや短期集中で知識を脳にドカ食いさせるなど

もってのほか。早寝早起き、正しい就寝時間にたっぷりの睡眠をとり毎日コツコツ勉強することで、速くて正確で強

靭な記憶回路を構築することができます。 

４勉強はただ長く多くやればいいのではない。決まった時間に、決まった量を、締め切り（制限時間）を意識して毎

日続けなければ効果はうすい。 

塾としては計画的に、長期的にゆるぎない学力を身につけてもらうべく、子供のその時点での学力に見合った適量

の宿題を出しているのですが、うちの子はすぐに終わらせてしまう、だからもっと宿題を多く出してほしい、あまり

に保護者様がおっしゃるので、ため息を心の中でつきつつも、仕方なしに宿題を増やします。すると大急ぎで子供は

宿題をすませるようになるので、確かに速くできるようにはなるのですが、案の定、荒く、浅く、うすく思考が散ら

かった状態で問題を解く癖がつくので、ただただ問題に向き合う時間だけが長くなり、正答率は下がり、わからない

という状態になります。逆もまた真なりで、もっと宿題を少なくしてほしいというご要望も、この程度の宿題なら気

が向いたらやればいいという変な余裕ができてしまい、決まった時間に、決まった量をやる学習習慣は一向に身につ

きません。中学入試も高校入試も大学入試も、決まった制限時間内にもてる知識や技術を答案に正確に出し切った者

が評価されます。制限時間や締め切りを日々意識することで、つまりは日々集中し自分を追いこむ習慣を身につける

ことで、スポーツ選手でいうところのゾーン（全能力開放！）に脳が入りやすくなり、結果、高得点に結びつきやす

くなります。大人の法定労働時間だって 8時間。脳が生産的な活動ができるのは一日のうちせいぜい 8時間しかない

のです。子供ならばなおさら、眠たい目をこすりながら深夜まで勉強することに何の意味もありません。また今日は

ずーっと算数ばかり、明日はずーっと国語だけ、週末だけ理科社会をやる、こんなのもダメです。ごちゃまぜでよい

のです。本番の中学入試の試験は一日で算国理社 4 科目で午前・午後のちゃんぽん状態。さらに近年の入試問題その

ものが科目横断・融合のごちゃまぜです。普段の家庭学習から脳をこの複雑さに慣らしておかないと（1日の中でこま

めに時間を区切って4教科の勉強をうまく振りわけないと）、上位校の総合問題・応用問題を解くなど夢のまた夢です。 

5手書きの方が記憶の定着率は高い、いや自らの声で音読する方が記憶の定着率は抜群にいい。 

いまの中学入試の範囲は広大です。ざっくり言って公立中学校の 3 年間分の先取り、いやもう範囲の制限はなくな

っているのではないかと私自身恐々とすることがあります。それほどの範囲量の知識をどう記憶させればよいのか？

やはり手書きです。自らの目・耳を通して自分の中に入ってきたものを、自らの手を使って文字におこすというのは、

よくよく考えてみれば input(入力)と output(出力)を同時に行うことであり、主体的に行わなければ実現しないこと

で、授業中にメモをするということは、福阪や稗田の授業の時間を自らの時間に変えているということになります。

授業中であれメモもせず発表もせずただそこに座っているのは、他人の時間にお付き合いして自らの貴重な時間を一

方的にささげているだけの奴隷状態ですから、ただただ苦痛で楽しいわけがありません。 

私が入塾前面談で保護者様としっかりとお話し、生徒には 2 週間じっくりと無料体験をしてもらい、学力ではなく

福阪といるのが居心地がいいかどうかを確認しているのは、そこをクリアすれば学力が上がる条件がすでにできてい

ることになるからです。先生がころころ変わる、クラス替えがころころ行われる、教室長がころころどこかへ移動す

る、そんな塾やましてや学校に行って伸びるはずもありません。居心地がいいから恋人になり、夫婦になり、ずっと

いっしょに暮らしているのに、居心地がいいから今の会社・役所にいて成果を上げて稼いでいるのに、なぜか塾選び

はそうではないのはおかしな話です。また記憶の質と量は体感した時間に応じて増えると言われています。メモ以上

に効果的なのが音読です。音読（声に出すこと）こそ体感そのものです。うちの子授業ではあまり声は出さないみた

いなんですけど家ではよくしゃべる子なんです、と聞くと私は内心ほっとします。また自宅で教室にはいなかった親

を前にして授業内容を物語ることができるというのは、かなり高度な input(入力)と output(出力)を同時に行ってい

ることになります。男子によくあるのですが、ノートもまともにとらないし字も汚いのに成績がそこまで悪くない子

は決まっておしゃべりですし、これまた女子でよくあることですが授業中しっかりノートはとっているけど家ではあ

まりしゃべらない子の成績はいまいちです。自宅では思いっきり子供を主役にして授業内容やその日の出来事を語ら

せてほしいと思います。また中学受験コースの 4～6年生にはお盆休みまでに日能研読書ガイドを参考に読書課題を出

しています。章ごとに区切りをつけて、その感想を子供に発表させる機会を設けてもよいし、大学のゼミのように親

子で意見交換しあってもよいでしょう。 

6気合いや反省など何の意味もない、目の前の課題に具体的に計画的に取り組むかだけを考えよう。 

 反省しろ！やる気を出せ！うんざりする言葉です。精神的な反省や声だけが大きい気合いは、勉強にむかうエネルギーを

削いでいると私は思います。なぜまちがえたのか？次にどうすればそのまちがえを回避できるのか？といった技術的な反省

だけをコツコツ自らに刻む。勉強のエネルギーは課題（まちがい）の分析にのみ注いでほしいと思います。私と稗田はとも

に30年近くこの業界におり、多くの受験生の成功と失敗を見てきています。その経験は伝え方と受け取り方次第で、現在の

受験生にとって他人の経験という古ぼけた過去ではなく、自らの未来の成功につながる予見に変えることができます。私も

稗田も指導を通じ、受験生をよりよい未来に導くことしか考えていませんので、授業中は集中して話に耳を傾けてください！ 

7 改めて問う！勉強に適した自分だけの環境（ホームグラウンド）づくりが本当にできているか？ 

 電車の中吊り広告、コンビニの看板。いつの間にかおぼえます。自室の壁・ご飯を食べるテーブル・トイレの壁。自分自身

の生活空間にも同じように勉強広告（自分自身の脳におぼえさせたいこと）を掲示する。机だけが勉強の場ではありません。

机にむかってじっとすわり続けることは「動」物たる我々には土台無理なことですし、血流が悪くなり、致死率を上げます。

またスマホは視力だけでなくいちじるしく認知能力を下げる（アホになる）ので、勉強の間くらいは親に預けましょう。 

 

この厳しい受験状況の中で、全生徒によりよい進路に進んでもらうために、入塾から合格まで同じベテラン正社員教師に

よる少人数制授業という高津駅前校のかたちを引き続き継続し、ライバルよりも一点でも多く得点できる答案作成力を身に

つけ、磨いてもらう。そのために日々の授業や宿題チェックを第一にしていきたいと思います。可能ならば中学受験は小学

2・3年から、高校受験は小学5・6年から創研学院に通塾いただけると幸いです。今後ともどうぞよろしくお願いします。 

Will is everything ! （ 情熱こそ！）                   創研学院高津駅前校 校長 福阪和重・副校長 稗田潤                                             



2024年（ 高校受験コース版・初夏だより ）      ～ 神奈川県公立高校入試の動向と分析－序章 ～ 
今年の神奈川県高校入試を振り返る前に、まずは高津駅前校のここ2年の校舎単独合格実績を改めてお知らせします。 

2023年度 

☆ 中学受験コース６年生  男女１５名☆ 

世田谷学園２・法政二１・青稜２・都市大等々力特選３・栄東２・田園調布学園３・日本女子１・昭和女子大２ 

実践女子３・日本大学（グローバルリーダーズ）１・カリタス２・日大豊山１ 

☆ 高校受験コース３年生  男女２４名☆ 

川和３・都立国際１・多摩１・新城２・横浜平沼１・市ヶ尾１・生田１・法政国際１・法政二高３・中大横浜２ 

日大日吉 SG１・東農大２・桐蔭学園（プログレス２・アドバンス２）・青稜１・都市大等々力１・目黒日大１  
2024年度 

☆ 中学受験コース６年生  男女１５名☆ 

洗足学園１・東洋英和女学院１・東京農大一２・中央大附属横浜１・栄東１・東邦大東邦１ 

都市第等々力 S特選１・都市大等々力特選２・日本女子大１・森村学園（特待ふくむ）2・恵泉女学園１ 

実践女子２・目黒日大１・日大三１・カリタス女子１・サレジアン国際世田谷１・文教１・八雲２ 

☆ 高校受験コース３年生  男女１８名☆ 

多摩１・横浜サイエンスフロンティア 3・中大横浜１・青稜２・桐蔭学園（プログレス）2・都市大等々力１・

日本女子 1・日大日吉１・朋優学院１・日大藤沢１・麻布大１・盛岡中央（特待）1・明星１・校成学園女子１ 

１ 全国の高校入試の動向 
神奈川県だけで高校入試が行われているわけではありません。もちろん塾だけでなく、神奈川県教育委員会も全国の

動向を見据えながら入試問題を作成しています。まずは、あわてず、今年の全国の高校入試の動向を見てみましょう。 

数学 
－今年の入試の特徴－ 
設定が凝った文章の出題は減り、典型問題が数多く見られた。数年間出願のない単元や「四分位範囲と箱ひげ図」以外の新

出内容の課題が目立つようになった。 
－難易度（昨年との比較）－ 
難易度に大きな変動はなく、平均点は全国的に落ち着いてきている。「四分位範囲と箱ひげ図」は応用題が増えて難化傾向に。 
－その他注目したい点－ 
長文文章題や条件整理が必要な問題など新傾向問題は一通り出尽くした感があり、数年前にある県で出題された内容を別の

県が形を変えて出題しているケースが見られるようになった。 

英語 
－今年の入試の特徴－ 
全国的に英単語の日本語訳が大幅に減り、使用英単語は加速度的に難化。英作文の題材も難度が上がり、自分の意見を述べ

るタイプの問題が主流になってきている。 
－難易度（昨年との比較）－ 
読解問題では内容把握に特化した設問が出題のメインに。得点の二極分化がさらに進む可能性もあるので要注意だ。 
－その他注目したい点－ 
“地方創生”“環境問題”“多様性”など、社会の入試（特に公民）と親和性の高い題材が目立つようになってきている。英

文法・英単語の知識を直接問う問題は減る一方で、読解重視傾向が進んでいる。 

国語 
－今年の入試の特徴－ 
現代文、古典ともに鑑賞文や会話文、他の素材文などが用いられ、複数テキストの読解が定番となったことで、扱われる題

材の難度が上がりつつある。 
－難易度（昨年との比較）－ 
問題構成に大きな変化はなく、全国的に難易度は安定傾向にある。漢字の読み書きは一時期に比べると易化。 
－その他注目したい点－ 

半数近い県でグラフや引用文、会話文の読み取りが大問で出題されるようになったこともあったが、作文は図版などのない

シンプルな内容を出題する県が増えた。 

理科 
－今年の入試の特徴－ 
新出内容「イオンのなりやすさ」「ダニエル電池」の出題が一段落したこともあり、「力とばねののび」「酸化・還元」「動物

の分類」など教科書改訂後の出題が少なかった単元の出題が急増した。 
－難易度（昨年との比較）－ 
知識重視傾向が続くが、“完答で正解”の問題や“正しい組み合わせを選ぶ”問題など、知識の活用が問われ、得点しにくい

つくりとなっている。 
－その他注目したい点－ 
会話形式やレポート形式は減り、典型題の出題がメインに。日常生活にからめた問題の出題も減ってきた。ただし、実験の

条件設定が細かい問題や、考え方の過程を重視した問題は依然として多い。 

社会 
－今年の入試の特徴－ 
広島サミットや新札の発行など時事的な内容は大問の導入部分で用いられたが、それそのものの知識を問う出題はなし。地

理や歴史は目新しい問題が少ない。 
－難易度（昨年との比較）－ 
問題構成や出題の方向性は各県とも固定化されており、平均点も安定傾向で、記述量も大きな変動はない。 
－その他注目したい点－ 
歴史では日清戦争～第一次世界大戦の時期の世界と日本の動きが頻出で、難度の高い記述問題も出題されている。公民では

SDGs関連問題が定番となりつつある。 
 
2 神奈川県高校入試の動向 
2024年春の神奈川県公立中学の卒業予定者は66969名でした。全日制の一般募集人員（いわゆる募集定員）は39947名に

対し、全日制一般募集応募者は47349名でしたが、志願変更者3698名を引くと、全日制一般募集受験者は46877名でした。

それに対し、全日制一般募集合格者は38516名であったので、倍率は昨年の1.20倍とほぼ変わらずの1.21倍でした。 

次に実質倍率トップ10です。左側が2024年度、右側が2023年度のものです。中学入試に比べれば低いじゃないか？と思

われる向きもあるでしょうが、内申が実質足切りとして機能している以上、つまり、各高校に求められる一定の内申基準を

満たしている受験生だけが各高校を出願している現実がある以上、実力がかなり伯仲している者同士の厳しい戦いになって

いるととらえていただきたいと思います（そういう覚悟をもって毎年合格させてきています！） 

 高校名 倍率 高校名 倍率 

1 横浜翠嵐 1.98倍 神奈川総合（個性化） 1.92倍 

2 横浜サイエンスフロンティア 1.59倍 横浜翠嵐 1.79倍 

3 横浜南陵 1.58倍 多摩 1.78倍 

4 湘南 1.58倍 神奈川総合（国際文化） 1.70倍 

5 横浜緑ヶ丘 1.57倍 横浜サイエンスフロンティア 1.53倍 

6 多摩 1.54倍 相模原弥栄（スポーツ科学） 1.53倍 

7 市立高津 1.54倍 湘南 1.52倍 

8 神奈川総合（個性化） 1.52倍 住吉 1.51倍 

9 鎌倉 1.50倍 希望ヶ丘 1.51倍 

10 横浜清陵 1.49倍 新城 1.50倍 



3 今春の神奈川県高校入試の五科目の動向 

英語  

－ 神奈川県教育委員会のねらい － 
中学校で学習する英語の内容について、基本的な英語の力を中心に、英語のコミュニケーション能力を見ることを主なね

らいとした。具体的には、音声による英語を理解する力、語彙の知識を適切に活用する力、文構造や語法を理解する力、日

常生活の場面に応じてふさわしい内容を考え表現する力、英文や資料から情報を正確に読み取る力、英文の構造や展開を正

確にとらえる力、まとまりのある文章の概要や要点をとらえ内容を理解する力について、基本的な力と応用的な力を総合的

にみることができるように出題した。 
－各設問分析－ 

英語（ 50分100点 ） 
1 リスニング問題：小問数7 
例年通りの3部構成。対話文と留守番電話に残されたメッセージから出題された。すべて選択形式。 
2 語彙：小問数3 
英文の空所に入る適切な英単語を選択する問題。英文・選択肢ともに語彙の難度が高く、英単語の習熟度で差がついたと思

われる。 
3 適語句選択：小問数4 
短い対話文中の空所に適切な英語を選んで補う問題。英単語の知識が試された問2とは対照的に、動詞などを正しい形で使

えるかどうかが試された。 
4 並びかえ英作文：小問数4 
対話の内容に合わせて、不要な１語を使わずに与えられた語を並びかえる問題。（ウ）は、関係代名詞の省略を見抜くことが

求められる難問だった。 
5 条件英作文 
時系列に並んだ3枚の絵があり、その場面を説明する英文中の空所に適した内容を英語で書く問題。例年通り、疑問詞を使

った疑問文が正答となった。 
6 説明文の読解（約600語）：小問数3 
自然をインフラの一部と考えることの重要性を述べた、生徒のスピーチ内容に関する問題。（ア）は、空所に適する英文を選

択する問題で、グラフの内容を正確に読み取る必要があった。 
7 対話文の読解（約570語）：小問数2 
短い対話とそれに関連した図表を読み取り、質問は解答を選ぶ形式。（ア）の英文では対話の内容が二転三転し、それらを一

つも見落とすことができないため、慎重さが求められる問題だった。 
8 対話文の読解（約700語）：小問数3 
選挙の投票率に関する生徒たちの対話文。（イ）は空所直後の代名詞をヒントに選択する必要があり、差がついたと思われる。 

国語  

－神奈川県教育委員会のねらい－ 
中学校までに学習する国語の内容について、文学的な文章、説明的な文章、古文、韻文などを素材として、基本的な国語

の力を中心に見ることを主なねらいとした。具体的には、文章全体の流れを理解しながら、文脈の中における語句の意味を

とらえる力、表現上の工夫に注意する力、登場人物の描写や言動の意味などを考え内容を理解する力、文章の目的に応じて

要約したり要旨を的確にとらえる力、文章の構成や展開、表現の仕方をとらえる力、目的に応じて必要な情報を読み取る力、

伝えたい事実や事柄を適切に表現する力について、また、文や文章の中で漢字を適切に使う力、助詞や助動詞の働きに注意

する力、短歌や俳句を読み味わうなどについて、基本から応用の段階に至るまでの国語の力を総合的にみることができるよ

うに出題した。 
－各設問分析－ 

国語（ 50分100点 ） 
1 漢字・短歌の鑑賞 
例年通り、漢字の読み書きは記号選択形式。やや難度の高いものも含まれていてまぎらわしい選択肢に注意しながら回答す

る必要があった。また、短歌の鑑賞では使用されている表現技法への理解が求められた。 
2 高森美由紀「藍色ちくちく」 

結婚式当日、式場に向かう父と娘の会話を中心とした小説文からの出題。会話に方言が使われていて読みにくさを感じた受

験生も多かったと思われる。しかし主な登場人物は少なく、心情の読み取りも難しくなかったので、落ち着いて取り組みた

いところ。 
3 井上雅人「ファッションの哲学」 
ファッションにおけるコミュニケーションについて述べられている論説文。やや抽象度の高い内容であったため、読解に時

間のかかる文章だった。設問はすべて記号選択で、文法や対義語などのさまざまな国語の知識も要求された。 
4「古事談」 
鎌倉時代の説話集からの出題。設問はすべて文章内容に関するもの。注釈をたよりに、敬語や会話の内容から動作の主語を

読み取って読解する必要があり、どれだけ丁寧に文章内容がつかめたかが得点差につながったと思われる。 
5  2つの文章の読み取り 
例年はグラフや図表の読み取りだが、2024 年は 2 つの文章を読み取るものに変わった。設問は例年と同じく、空欄補充と

条件付きの記述。記述で用いるべき語句が受験生にとってなじみのないものであったため、文章をもとにしっかりと意味を

把握することが必要だった。 

数学 

－神奈川県教育委員会のねらい－ 
中学校までに学習する数学の内容について、基本的な数学の力を中心に、計算の技能、事象を数理的に考察し表現する力、

数学的な見方や考え方など、総合的な力をみることを主なねらいにした。具体的には、数と式の計算技能、図形の軽量につ

いての力、図形についての基本的な知識を活用する力および論理的に思考する力、関数とそのグラフについての基本的な概

念の理解、問題を正しく把握し確率の考え方を活用する力、収集した資料を活用する力をみることができるように出題した。 
－各設問分析－ 

数学（ 50分100点 ） 
1 計算問題 
例年通りの選択問題で、正負の数・文字式・平方根などの基本的な計算問題。時間をかけずに解き進めたい大問です。 
2 小問集合 
連立方程式・二次方程式・二次関数の変域・不等式・球・式の値の６問。こちらも基本問題で、大問１と同様に選択問題な

どで、ミスなく得点を重ねたい大問でした。 
3 小問集合 
（ア）円と相似、（イ）データ活用、（ウ）平面図形、（エ）食塩水の文章問題。（イ）はヒストグラムをもとに丁寧に考察し

ていく必要があった。（ウ）は与えられた少ない条件からわかることを自分で図に書きこんで考えていく必要があり、正答ま

で導くことのできた受験生は少なかったと思われる。 
4 二次関数 
例年通り、放物線と直線についての問題。（ア）（イ）は基本問題。（ウ）は底辺比の利用や等積変形などさまざまな解法があ

り、どの解法を選ぶかによって差がついたと思われる。 
5 確率 
さいころの出た目にしたがってカードを取りのぞいていく問題。ルールを正確に把握したうえで、漏れのないように丁寧に

数えあげていく必要があった。 
6 空間図形 
展開図から作られる三角錐に関する問題。（イ）は表面上の最短距離を求める問題で、毎年出題されているので解法に悩むこ

とはなかったと思われる。長さを求める際に適切な補助線を引けたかどうかがポイント。 

理科 

－神奈川県教育委員会のねらい－ 
中学校までに学習する理科の内容について、基本的な力を幅広くみることをねらいとし、第１分野、第２分野のどちらの

分野にも偏らないように出題した。具体的には、科学的な知識や概念の理解とそれらを活用する力をみることができるよう

に出題した。また観察・実験に関しては、目的をもって観察・実験を設定する力、観察・実験から得られた結果を分析して

解釈する力、導き出した考えをもとに思考・判断する力など科学的に探究する力をみることができるように出題した。 
－各設問分析－ 

理科（ 50分100点 ） 
1 小問集合（物理） 



（ア）光、（イ）仕事、（ウ）力に関する問題でした。（ア）は光の屈折、（イ）は輪軸の原理、（ウ）は力の作用・反作用の理

解が必要だった。いずれもミスしやすい問題で、得点差がついたと思われる。 
2 小問集合（化学） 
（ア）溶解度、（イ）化学変化、（ウ）化学電池に関する問題で、いずれも古典的な基礎問題。 
3 小問集合（生物） 
（ア）植物、（イ）細胞、（ウ）人体に関する問題。（ウ）は対照実験の問題文を読み飛ばさず、注意深く解き進めることが大

切だった。 
4 小問集合（地学） 
（ア）地質、（イ）天体、（ウ）太陽に関する問題。（ア）は地層の成り立ちについて、細かい条件を分析する力が求められた。 
5 磁界、音（物理） 
磁界と音に関する問題。（ウ）は発光ダイオードの性質と直流・交流の理解、（エ）は音の性質と磁界の関係を読み取る力が

必要だった。 
6 イオン（化学） 
イオンと中和に関する問題。（ウ）は類題を十分に演習したことがあると、解き進めやすかった。（エ）（う）は実験結果を組

み合わせて考える力が必要だった。 
7 遺伝（生物） 
遺伝に関する問題。（エ）は 2 種類の対立形質について同時に考える、公立校ではやや難度が高い、珍しい問題だったが、

解き方を授業時に伝えていた高津駅前校の生徒達にとってはさほど難しくはなかった。 
8 天気（地学） 
前線の通過と天気の変化に関する問題。典型的な出題だが、観察結果を丁寧に読み取る必要があった。 

社会 

－神奈川県教育委員会のねらい－ 
中学校までに学習する社会の内容について、基本的な力の幅を広くみることを主なねらいとし、地理的分野、歴史的分野、

公民的分野のどの分野にも偏らないように出題した。具体的には、地理的分野では世界と日本の様々な地域の諸事象や地域

的特色に関する知識及び技能を、歴史的分野では近世までの日本とアジアや近現代の日本と世界に関する知識及び技能を、

公民的分野では現代社会と文化の特色や現代社会を捉える枠組み、経済や政治、国際社会の諸課題に関する知識及び技能を

身につけたかどうかをみることができるように出題した。また、社会的な見方・考え方を働かせ、社会事象の意味や意義、

特色や相互の関連等について思考・判断する力をみることができるように出題した。 
－各設問分析－ 

社会 ( 50分100点 ) 
1 世界地理 
主に東南アジアやオセアニアを題材とした出題。それぞれの地域の経緯度・時差・宗教・貿易の変化など、さまざまな分野

の基本的な問題がほとんどだった。 
2 日本地理 
茨城県つくば市を題材とした出題。例年通り、さまざまな図表のポイントを把握する力が求められた。 
3 歴史総合（ 古代～近世 ） 
東大寺を題材とした古代から近世までの歴史に関する出題。写真から文化財を判断したり、地形図を組み合わせて資料を読

み取ったり、総合的な実力が必要とされた。 
4 歴史総合（ 近代～現代 ） 
日本の野球を題材とした近現代の歴史に関する出題。出題形式は例年通りだが、内容は一部に公民の分野も見られた。 
5 経済 
経済の循環を題材とした出題。複数の要素について問われる形式が多く見られるため、表や図などを落ち着いて読み取り、

内容を把握する必要があった。 
6 政治 
持続可能な開発目標（SDGS）を題材とした出題。最高裁判所の判決や障害者の人権に関する資料に加えて、選択肢の文章

も長いため、ポイントを正確に理解する必要があった。 
7 総合 
南アジアを題材とした三分野総合問題。資料が複数用いられた問題では、3 つの文章の正誤をすべて判断する必要があった

ため、やや難度が高い問題であった。 

 

4 2024年度からの入学者選抜制度 
2024年度からの入学者選抜制度について改めて説明します。実は大きく変わったことを多くの保護者・生徒がいまいちわ

かっていないので、おまけとはいいながらじっくり二度・三度お読みいただければ幸いです。神奈川県の公立高校の入試で

は、2013（平成 25）年度入試から、すべての課程（ 全日・定時制・通信制 ）で実施される「共通選抜」と、定時制・通

信制の課程のみで実施される「定通分割選抜」が設けられています。この基本的な枠組みに変更はありませんが、2024（令

和 6）年度から制度の一部が改善されました。入試制度を改善したねらいですが、まず新学習指導要領に基づいた「学力の

三つの要素」を的確に測りとることです。中学校では 2021（令和 3）年度から、高等学校では 2022（令和 4）年度から新

しい学習指導要領が施行されました。新学習指導要領において育成を目指す資質・能力は、三つの要素から成ります。2024
年度から入試選抜において評価・判定に用いる資質・能力においても、以下の三つの要素に基づきます。 

・知識及び技能   ・思考力、判断力、表現力等  ・学びに向かう力 
次に、2023年度までの制度において課題だった入学選抜長期化を改善するためでした。2023年度までの入学制度は、「共

通選抜」と「定通分割選抜」とそれぞれについて「二次募集」があり、共通選抜の出願から定通分割選抜の二次募集の発表

まで、およそ60日かかっていました。今回の改善により、中学校および高校教育への影響がより小さくなるよう、中学生

の受験機会の確保を図りながら、入学者選抜の実施期間を短縮します。 
 

＜ 改善後の入試制度の特徴 その1＞ 

全日制の選抜機会は原則 1回のみ 
全日制、定時制、通信制のすべての課程で、「共通選抜」が実施されています。また、定時制と通信制については、共通選

抜の合格発表の後に「定通分割選抜」が実施されています。それぞれの選抜において欠員が生じた高校に限って「二次募集」

が実施されますが、2024（令和6）年度から定通分割選抜の二次募集が廃止され、二次募集（欠員が生じた高校のみ）は共

通選抜だけになりました。共通選抜は、全日制・定時制・通信制のすべての課程で、同じ日程実施されます。いずれかの高

校のいずれかの課程・学科・コース等に、１つだけ志願することができます。出願後1回だけ他の高校または同じ高校の他

の課程・学科・コース等に志願を変更できます。定時制と通信制では、共通選抜の募集人数は全体の80％になります。残り

の20％は、共通選抜の後に実施される「定通分割選抜」で選抜します。二次募集と定通分割選抜は、出願の時点で、どの国

公私立高校等にも合格していないものだけが出願できます。夜間以外の定時制（市立川崎・県立川崎・厚木清南・市立横浜

総合・相模向陽館・横浜明朋）は、全日制と同じく共通選抜のみの実施となります。 
 

＜ 改善後の入試制度の特徴その2 ＞ 

全員が受検するのは学力検査のみ 
2024（令和6）年度からは、すべての高校に共通の検査は学力検査のみとなります。学力検査では、「知識及び技能」と「思

考力、判断力、表現力等」を測ります。これまで共通の検査だった面接では、「主体的に学習に取り組む姿勢（学習意欲）」

を測っていましたが、2024（令和６）年度からは、これに替わって「学びに向かう力」を、中学校の観点別評価のうちの「主

体的に学習に取り組む態度」によって測ります。学力検査は、幅広い領域で学力を把握するため、5教科で実施されます。

高校によって、2教科の範囲で2倍までの重点化をすることができます。定時制は、これまでどおり3教科の実施となりま

す。通信制とクリエイティブスクールは、これまでどおり学力検査を実施しません。「特色検査」を実施する高校は、学力検

査を3教科まで減らすことができます。面接は、特色検査の一つに位置付けられ、必要な高校だけが実施します。 
 

＜ 改善後の入試制度の特徴その3 ＞ 

学力検査は「思考力・判断力・表現力」を重視 
2013（平成25）年度入試から学力検査の内容が改められ、各教科の得点は100点になりました。これ以前の学力検査（全

県共通問題）は、「基礎的な知識及び技能」の把握に重きが置かれていましたが、「思考力、判断力、表現力等」の把握をよ

り重視した内容へと改められました。また2017（平成29）年度からは、記号選択式問題の解答がマークシート方式になり

ました。 
＜ 改善後の入試制度の特徴その4 ＞ 



調査書は「評定」と観点別評価のうちの「主体的に学習に取り組む態度」を資料に 
中学校が作成し、受験生が願書とともに提出する「調査書」（いわゆる「内申」）は、これまでと同様に選考資料となります。

調査書は、「学習の記録」と「総合所見及び諸活動の記録」から成ります。「学習の記録」には、各教科の5段階の「評定」

と、教科ごとに3つの観点に分かれた「観点別評価」（3段階）が記載されています。このうち選考資料となるのは、「学習

の記録」のうちの「評定」（5段階）、3つの観点別評価のうちの「主体的に学習に取り組む態度」（3段階）になります。 
「評定」は、第2学年と第3学年の9教科の数値を以下の計算式にしたがって点数化します。第2学年（学年を通した総括

的な評定）5段階×9教科＝45点満点＋第3学年（12月末までの総括的な評定）5段階×9教科×2＝90点満点の合計135
点満点です。クリエイティブスクールは、評定を資料とせず、観点別評価を活用します。高校によって、3教科の範囲で、2
学年＋3学年×2の合計値に2倍までの重点化をすることができます。「主体的に学習に取り組む態度」は、第3学年の9教

科の評価を以下のように点数化します。第3学年（12月末までの評価）3段階×9教科＝27点満点 観点別評価の「A」、「B」、
「C」を、「A」は3，「B」は2，「C」は1に換算します。観点別評価は、3教科の範囲で2倍を限度に重点化することがで

きます。 
＜ 改善後の入試制度の特徴その5 ＞ 

各校の特徴に応じた検査も実施できる 
共通の検査（ 学力検査 ）以外に、各高校の「入学者の受け入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）」に照らして

必要と判断した場合に、「特色検査」を実施することができます。「特色検査」は、調査書や学力検査では測りとることが難

しい総合的な資質・能力や特性等をみる検査です。2024（令和6）年度からは、「面接」も特色検査の一つに位置付けられ、

必要な高校のみが実施します。特色検査には、「実技検査」、「自己表現検査」、「面接」の3種類があります。特色検査を実

施する高校は、学力検査の教科数を3教科まで減らすことができます。 
－ 今年度の特色入試の各設問分析－ 

自己表現検査（ 60分 ） 
神奈川県は2019年から上位校の特色検査（自己表現検査）の出題方法をそれまで学校がそれぞれ作成していた自校作成形

式から変更しました。2024 年には学力向上進学重点校 8 校（横浜翠嵐、湘南、柏陽、厚木、川和、横浜緑ヶ丘、多摩、小

田原）と学力向上進学重点校エントリー校 10 校（横浜平沼、光陵、希望ヶ丘、横須賀、平塚江南、鎌倉、茅ヶ崎北陵、相

模原、大和、横浜国際）計18校の県立高等学校において、「共通問題」と「共通選択問題」を組み合わせて実施しました。 
（注）今年高津駅前校から3名受験全員合格したYSFH（横浜サイエンスフロンティア）は完全独自自校作成問題です。 
共通問題 問1 英語・数学 
英語で書かれたキャッシュレス化に関する生徒の会話文と、生徒が作ったプレゼン内容に関する出題。（イ）では、決済方

法としてよく用いられている二次元コードの仕組みを英語で理解し、問われている数値を算出する必要があった。（エ）は二

次元コード決済にかかる手数料に関する問題で、仕入れ値と売値、手数料の数値から、赤字の出ない販売個数を算出する必

要があった。 
共通問題 問2 数学・国語・社会 
水についての文章と、それをもとに作成されたレポート・ワークシートに関する大問。（ア）の穴埋め問題は、バーチャル

ウォーターや、農産物の生産に使用する水の量に関する知識があれば解きやすい問題で、文章をヒントに解答することも十

分可能であった。（イ）は文章と地形図を照合させる問題で、川の形状から川の流れる方向を、地形図からおおよその地形を、

文章から築いた堤防の長さを読み取り、解答につなげる力が試された。（ウ）は黒田官兵衛の「水五訓」と水の具体的な性質

の説明を比較し、あてはまらないものを選ぶ問題で、古文を読解する力が多少必要ではあったが、神奈川県公立校共通選抜

の国語でも古文が出題されるので、苦戦した受験生は少なかったと思われる。（エ）は資料を読解して計算する問題で、文章

内の数値をもとに単位に注意しながら丁寧に計算する必要があった。 
共通選択問題 問3 英語・数学・国語・美術 
富士山と単位に関する会話文を読んで設問に答えていく形式。（ア）は正しい英文を選択する問題で、質問への答え方から、

どういう質問の仕方だったのか、単位のちがいという背景をもとに正確にとらえる必要があった。（ウ）は与えられた表と図

から登山ルートを選択する問題で、標高や歩行距離といった複数の情報をもとに消去法で答えを導くことが重要だった。（エ）

はテンガロンハットの高さを求める問題で、なじみのない単位を、文章をヒントに正しく単位変換できたかどうかがポイン

ト。（カ）は新聞記事のまとめと会話文を読んで合致するものを選ぶ問題で、選択肢がやや長いため、丁寧に確認する必要が

あった。 
共通選択問題 問4 数学・国語 
（ア）は複数の意味にとれる文を、文意が明確になるように直すというテーマの問題。（i）は文章中の空間を埋める記述問

題で、二つの指定語がヒントになるので、解きやすかったと思われる。（ii）は適切な文を選ぶ問題で、三つの文を一つにし

た複雑な文だったため、やや間違えやすいものだった。（イ）は大きさの異なる立方体・正四面体に関する問題。（i）と（ii）
の（イ）は得点したいところ。（ii）の（う）は入れられる立体の最大個数を求める難度の高い問題だったが、（い）の答え

をうまく活用できたかどうかがポイント。（ウ）は大きさの異なるバケツから特定の重さの水を量り取る問題で、類題を見た

ことのある受験生もいたことだろう。両方のバケツの水量の変化を書き出しながら丁寧に思考していくことで正答したい問

題。（エ）は16進法に関する問題で、記数法に関する知識よりも、丁寧に数え上げる力が求められた。 
共通選択問題 問5 数学・理科 
公園に関する小問集合。（ア）はてこ、浮力、密度の複合問題。てこのつり合いは文章に書かれているので、浮力と密度の

基礎ができていれば解きやすかった。（イ）はブランコをふりこに見立てて考える問題で、ふりこの周期がふりこの長さで変

化することを知っていれば容易だったと思われるが、知らない場合は実験の読み取りが必要だった。（エ）は自動車の左折に

ついての問題で、最短距離で左折した際の車の動きを考察し、複数の条件から計算する必要があった。（オ）は石を並べてい

く問題で、例の図をヒントに正しく立式できたかどうかがポイント。 
共通選択問題 問6 数学・理科・社会 
中央アメリカと生物多様性に関する会話文から、設問に答えていく大問。（ア）はトーナメント表の確立の問題で、類題を

解いたことがあるかどうかで差がついた。（イ）は中米諸国の貿易や経済状況の統計を含む問題。高校入試では見ない国々の

ため、知識よりも、文章から各国の経済状況の特徴を読み取って解答につなげる力が求められた。（ウ）は建設した意味を記

述する問題で、リード文に掲載された地図と指定語句から、解答を導けたと思われる。（エ）は多様度指数を求める式をもと

に計算する問題で、見慣れない式や表し方に戸惑った受験生もいたことだろう。落ち着いてじっくり読むことで式の意味を

理解することがポイントだった。 
＜ 改善後の入試制度の特徴その6 ＞ 

各資料の比率は各校が選択する 
選抜は、第1次選考と第2次選考に分かれていて、それぞれ「数値S1（S1値）」「数値S2（S2値）」を用いて選考が行わ

れます。S1・S2値を算出する際の比率は、定められた範囲内で各高校が選択します。第1次選考は、共通選抜の募集人数

の90％までS1の値の順に選考します。S1値は調査書の評定・学力検査の結果をもとに、各校が定めた比率で算出します。

資料の一部が整わない者については、参考にできる資料を活用します。第2次選考は、S2値の順に選考します。S2値は、

調査書の第3学年の「主体的に学習に取り組む態度」の評価と学力検査の結果をもとに算出します。資料の一部が整わない

者については、参考にできる資料を活用します。各資料の比率は、それぞれを2以上の整数にして、全体の合計が10にな

るように配分します。特色検査を実施した場合は、その比率を5以下の整数にして、合計の10に加えます。調査書や学力

検査は、各校ごとに重点化することができます。調査書の評定と観点別評価は、3教科の範囲で2倍を限度に重点化できま

す。学力検査の得点は、第1次選考・第2次選考のいずれでも、2教科の範囲で2倍を限度に重点化できます。以下の高校

および募集の選考方法は上記とは異なります。連携募集、特別募集、中途退学者募集、別科 全日制クリエイティブスクー

ル（田奈・釜利谷・横須賀南（普通科）・大井・大和東）、定時制フロンティアスクール（横浜明朋・相模向陽館）、横浜国際

（国際バカロレア）・横浜国際（国際科）の共通選抜では、第1回目の選考で募集人数の80％までS1の順に選考します。

第2回目の選考では、第1回目の選考での不合格者に加え、国際バカロレアコース不合格で国際科を第2希望とする者も対

象にしてS2の順に選考します。 

S値の算出方法と選考の手順 
①A～Dの資料を100点満点に換算した数値a～dを算出する。 
A：調査書の「評定」 （重点化しない場合）（2年9教科合計＋3学年9教科合計×2）÷135×100……100点満点〔a〕 
B：学力検査 （重点化しない場合/各教科100点で5教科とした場合） 5教科の合計得点÷500×100………100点満点〔b〕 
C：調査書の「観点別評価」（重点化しない場合） 3学年9教科合計÷27×100…………100点満点〔c〕 
D：特色検査（実施した場合） 特色検査の結果…………100点満点〔d〕 
②第1次選考 
a、b、dの数値に各校が定めた係数（比率）を乗じてS1値を算出する。S1値は1000点満点となる。ただし、特色検査を

実施した場合は最大で1500点満点となる。S1値の順位にしたがって、募集人数の90％までを合格とする。 
S1＝a×f＋b×g (＋d×i) 
    評定 学力検査 特色検査   

f・ｇの係数（比率）は2以上の整数で、f＋g＝10になるように配分する。iの係数（比率）は5以下の整数で、f＋g=10に

加える。 



③第2次選考 
b、c、dの数値に各校が定めた係数（比率）を乗じてＳ2値を算出する。Ｓ2値は1000点満点となる。ただし、特色検査を

実施した場合は最大で1500点満点となる。S2値の順位にしたがって、募集人数まで合格とする。 
S2値＝b×g＋c×h (＋ d×i) 
     学力検査 観点別評価 特色検査 

g・hの係数（比率）は2以上の整数で、g＋h=10になるように配分する。iの係数（比率）は5以下の整数で、g＋h=10に

加える。 
上記、＜ 改善後の入試制度の特徴その6 ＞の解説は自ら書いていながら、実に難しい。受験生・保護者様が知りたいのは、

端的に言って、神奈川県の公立高校入試は内申点のハンデがあっても、直前期での入試対策次第で逆転できるものなのかど

うか、どのくらいのハンデならば勝負してよいのか、そのあたりにつきるのではないかと思います。昨年度より面接試験が

なくなり、つい先日神奈川県教育委員会より、各高校の内申点と学力検査点（特色検査含む）の比重（第一次選考）が発表

されましたが、昨年とほぼ変わりありませんでした。高津駅前校の生徒が例年出願する高校を中心に以下にまとめると、 
高校名 内申点 学力検査点 特色検査 タイプ 内申1点分の点数 

横浜翠嵐 3 7 3 超学力重点型 1.59点 
湘南 4 6 2 学力重点型 2.47点 
川和 4 6 1 学力重点型 2.47点 
多摩 4 6 2 学力重点型 2.47点 

YSFH 3 7 2 超学力重点型 1.59点 
大和 4 6 1 学力重点型 2.47点 

横浜平沼 5 5 1 バランス型 3.70点 
市ヶ尾 5 5 － バランス型 3.70点 
新城 5 5 － バランス型 3.70点 
生田 5 5 － バランス型 3.70点 
橘 4 6 － 内申重視型 5.56点 

市立高津 5 5 － バランス型 3.70点 
となります。内申1点分はたかだか1.59～3.70点の幅におさまる。十分逆転できるじゃないかと思われると思います。その

通りです。技能教科の内申があともう少し上がりきらない男女にとって、本番着実に高得点できるならば、逆転の目は十分

にある入試なのです。しかしそもそも十分な内申をもち、高い得点力（特色検査ふくむ）をもつ生徒がある高校に集中した

場合、内申にハンデがある生徒は一次選考突破の目はうすいとも言えます。結論としては、内申対策も本番対策も徹底する

創研学院高津駅前校に通塾していれば、一次選考も二次選考（一次試験不合格者の中から10％を内申重視で見る）突破も問

題ないということなのです。 
＜ これまでの入試制度から継続 ＞ 

全県がほぼ１学区制 
2004年春までは公立高校普通科には学区が設けられており、18学区に分けられていました。2024年度入試における学区制

度は、以下のようになっています。 
－学区のない（または県内全域が学区の）全日制高校－ 
神奈川県立のすべての高校 
横浜市立のうち、戸塚（音楽コース）・横浜商業・横浜サイエンスフロンティアの各高校 
川崎市立のうち、川崎総合科学・幸（ビジネス教養科）・市立川崎・橘（スポーツ科・国際科）の各高校 
横須賀市立横須賀総合高校 
－学区がある全日制高校－ 
＜横浜市内全域が学区＞ 
横浜市立のうち、東・戸塚（一般コース）・桜丘・みなと総合の各高校、学区外は定員の8％以内 
横浜市立のうち、南・金沢の各高校。学区外は定員の30％以内 
＜川崎市内全域が学区＞ 
川崎市立のうち、橘（普通科）・高津・幸（普通科）の各高校、学区外は定員の8％以内 

5 高校受験コースで勝利するために 
いまや全国有数の難易度になった神奈川県の学力検査（＋特色検査）ですが、高津駅前校の小学校からの通塾組は例年高得

点を奪取し確実に合格を積み重ねてくれています。湘南・川和・ＹＳＦＨ・多摩・大和・横浜平沼高校の全員合格。それは

奇跡でも何でもなく、受験生の努力とともに、英語・数学・国語・理科・社会、そして特色入試と、本番の入試をとらせな

くて何が塾講師だ？という自負が我々にはあるからです。とはいえ問題は内申点UPです。いや絶対評価の中での内申点Ｕ

Ｐをいかに実現させるかです。そもそも絶対とその対義である相対のちがいをみなさん理解されておられるでしょうか？ 
 相対評価 絶対評価 

定義 生徒個人のレベルを、同じ母集団内の他の生徒と比較

し評価する方法 
生徒個人のレベルを、（教師・教育委員会・国家に

よって）定められた目標基準によって評価する方法 

基準 母集団を構成する同じ学校の生徒の中で何番目かで

上から順に決めていく 
レベル・規模に関係なく、目標への達成度。現場の

裁定者＝神である教師のさじ加減（気分）が大きい 
 

具体例 
テストの点数・発表回数・日々の小テストの点数など、

成績上位順にＳ評価2人、Ａ評価5人、Ｂ評価7人

と機械的に決めていく 

目標への達成率150％＝教師の想定を超える出来な

らばＳ評価、120％＝ほぼ想定内だがよくがんばっ

たならＡ評価、100％＝想定の範囲内ならＢ評価 

メリット 評価格差をつけやすく、全体のバランス（公平さ）を

保つことができ、構成員からは不平不満が出にくい。 
出すぎる杭すなわち強い個（リーダー）の育成につ

ながり、結果として皆の納得を得ることができる。 
 

デメリット 
メンバーが固定する。所属集団の質によって評価が変

わる。個人の成長を評価しにくい、団栗の背比べにな

り、時に足の引っ張り合い（共食い・いじめ）を生む 

評価基準の設定が難しく、明確な評価格差をつけに

くく、評価者の主観（神とはちがい、評価者が不完

全な人間であるがゆえに、時に好み）に陥りやすい。 
一塾講師である私に上記の制度を変える力などありません。しかしながら絶対評価の中で生き抜く術を、日々生徒に伝え続

けるとはできます。内申点UPには以下のような対策が効果的です。 
〇各授業の課題の提出を徹底する 〇授業態度を改善する 
〇定期テストだけでなく、小テストで高得点をとる 
〇実技四教科の内申点UPをあきらめない 
〇自分の足りない部分を見つめつつ、どこが足りないのか先生に相談する 
現在の学習評価は右図のように、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体

的に学習に取り組む態度」の3観点がそれぞれ評価されて、その合計点で決

まります。ですからたとえ定期テストで高得点を取って知識・技能面が評価

されても、授業態度や提出物の状況が悪い（期限ぎりぎりもしくは期限遅れ、

誤字脱字が多くやっつけ仕事でやったのがバレバレ、期限には間に合っても

最低限うめただけで、教師の想定を超えるプラスアルファがない）と、学習

評価全体としては低く評価され、結果として内申点も下がります。またこれは内申点の話だけで終わるものではなく、本番

の学力検査の2次選考でも3年時の「主体的に学習に取り組む態度」部分のみが評価の対象になるわけですから、内申点の

重みがわかるでしょう。では、ここからは、もっともっと細かく内申点UPについて見ていきましょう。これらは授業中に

福阪・稗田が折にふれて生徒達に伝えていることを保護者様にも共有していただきたく改めて記載することです。 

〇各授業の課題の提出を徹底する 
提出期限の厳守と内容の充実につきます。提出期限はご家庭のスケジューリングと声がけで事足りますが、問題は内容の

充実です。これは塾の授業と公立中学校の授業が連動していない場合、あまり多くの期待はのぞめません。その点、創研学

院高津駅前校の福阪・稗田の授業は各中学校教科書内容そのものをオリジナル授業プリントに落としこみ、生徒たちにとっ

て、学校の授業の予習・復習そして入試対策を含めた発展的な探求につながるよう構成しています。つまり塾の授業に出て、

しっかりと板書をしさえすれば、授業プリントを自然な形で学校の提出物へ落としこめるよう授業設計をしているのです。

提出物は「主体的に学習に取り組む態度」「思考・判断・表現」の評価に直結しています。裏を返せば、定期テストで思わし

くない点数であっても（そんなことも高津駅前校のテスト対策をうけていればめったに起きないのですが…）、提出物の質を

向上させることで、内申点の挽回が期待できるということです。「思考・判断・表現」の観点で「論述やレポートの作成、グ

ループや学級における話し合い、作品の制作や表現等の多様な活動」が評価されるとありますが、そもそも学校の先生の話



のどこが重要で、関連する知識をどう調べればよいか、重要なポイントを自分なりに整理できる子がどれほどいるのでしょ

うか？それほど多くはないと思います。また要点を見出すために試行錯誤する大量の時間の確保は、多忙な中学生には難し

いでしょう。各教科各単元の重要ポイントの明示と深堀すべき（疑問を持つべき）ポイントなどもすべて塾で教えます。 

〇授業態度を改善する 
ある意味、これが一番難しいと思います。本人にその気はなくとも授業態度が悪そうに見える男女はいるでしょう。実は

何も考えていないのに（例えば次の給食のことしか考えていないのに）、意欲・関心が高そうに見える男女もいるでしょう。

「コミュニケーションにおいて、言語・聴覚・視覚の三つから伝わる情報が矛盾している時、視覚・聴覚から伝わる情報が

言語より優先的に利用される」というメラビアンの法則というものがあります。すなわち言語のみで相手を説得するには時

間がかかり、高い言語スキルが必要になるということです。あるいは「あの子は実はこういう子だったんだ」と認識を変え

てもらうのに、言語だけの説得だと時間がかかるということです。月並みなアドバイスですが、やはり第一印象をよくする

ためにも、よい第一印象をキープするためにも、よりよい印象に変換してもらうためにも、学校の先生の授業を聞く表情・

姿勢を改善し、そして中学生らしい身だしなみを整え、元気よく挨拶することから始めてはいかがでしょうか？ 
ではよい授業態度をもっと具体的にあげていきます。まっすぐ正しい姿勢で授業を受ける。積極的に挙手や発言・回答を

する。予習をして疑問点をあらかじめまとめておく（創研学院の授業に出席していれば十分に中学校の予習となります！）。

グループ学習では積極的に発言し、まわりをまとめる（助け合う）役割を受け持つ。ですから、忘れ物をする、許可なく立

ち歩く、私語をする、居眠り・あくびをするなど言語道断です。また発表も「正解」することだけが大切ではありません。

発言した内容がまちがっていたり、提出した副教科の作品の出来がよくなくとも、「一生懸命～しようとした」という熱意や

丁寧さがそこにこもっていることこそが、興味・関心がある（をもって日々学習している）として評価されるのです。 

〇定期テストだけでなく、小テストで高得点をとる 
定期テストそして小テストで高得点をとることが色あせたわけではありません。「知識・技能」を直接的に測定するには非

常に効果的だからで、テストが内申点を決定する大きな比重を占めていることに変わりはありません。問題はテストの範囲

がテスト2週間前に出てテスト範囲を把握できたとしても、一週間前までいやテスト直前まで部活動をする中学校のあり方

です。新学習指導要領のもと教科書が分厚くなる一方で授業時間が十分に確保されていない中、テスト直前の数週間で5科

目の内容を克服する。これはなかなかに厳しいと言わざるをえません。ただし創研学院高津駅前校に通っているのならば問

題ありません。年四回の定期テスト対策（一回 20 時間×4＝80 時間）があるからだけではありません。日々の授業が西・

東・高津中学校のほんの少し先を進みつつ、各中学校の授業以上に広く深く厚く進めているからです。 

〇実技四教科の内申点UPをあきらめない 
絵の才能があるわけでもない、ピアノも弾けない、足も速くない、手先も器用ではない、だから実技4教科ばかりはどう

しようもない。本番の入試でも学力テストが実施されないから、がんばったって仕方がないと思われがちです。しかし技能

4 教科は下のような特徴があるため、実は内申を上げやすい科目であることが見過ごされがちです。まず実技 4 教科のテス

トは暗記問題が圧倒的に多く、また出題範囲もせまく、形式も限定的なため、事前準備を怠らなければ高得点がとりやすい。

作品提出の機会も多く、時間をかければ提出物の質を上げられなくはない。実習が多いので、積極性をアピールしやすい。 
さらに具体的に言うと、観点別には以下のような対策が有効とされます。実技四教科は才能・素質・器用さと言った先天的

な要素が強いと思われがちですが、本当にそこだけを評価するならば学校教育で、公（義務）教育で扱う必要はありません。

「完璧にできる」ことよりもやはり「どれだけ興味・関心をもち意欲的に粘り強く取り組んでいるか」が評価されるのです。 
知識・技能 → 教科書・配布プリントの太字や重要語句を暗記する。授業で配布されたプリントを徹底して復習する！ 
思考・判断・表現 → 作品制作では常に進行具合を把握し、体育の授業後のミニレポートなど提出期限を厳守する！ 
主体的に取り組む態度 → 自主的に調べ、工夫を重ねる。ただし独善的にならないよう、先生にアドバイスを求める！ 

〇自分の足りない部分を見つめつつ、どこが足りないのか先生に相談する 
わからないことを聞くのは恥ずかしい。ましてや先生に自分の足りないところを相談するなんて、かえって評価を下げる

ことにつながるのではないかと思われるかもしれません。そんなことはありません。現在の自分の評価がどのような基準で

つけられているのか、これからの自分にはどのような学習が必要なのか、定期テストの点数はどれくらいとればよいのか、

提出物の改善点は具体的にはどの部分か、学習全般に関するアドバイスなど、気軽に聞けばよいのです。虎穴に入らずんば

虎子を得ずといいます。大きな成果（内申点ＵＰそして第一志望合格）を得るためにも、正面から先生に向き合いましょう！ 

Will is everything ! （ 情熱こそ！）                   創研学院高津駅前校 校長 福阪和重・副校長 稗田潤                                             



2023年（ 高校受験コース版・初冬だより ） ～ 神奈川県高校入試問題分析と対策－本論 ～ 
☆ 2023年春 高校受験コース３年生  男女２４名 合格実績 ☆ 

川和３・都立国際１・多摩１・横浜平沼１・新城２・市ヶ尾１・生田１・法政国際１・法政二高３・中大横浜２ 

日大日吉 SG１・東農大２・桐蔭学園（プログレス２・アドバンス２）・青稜１・都市大等々力１・目黒日大１ 

今春は中学・高校入試ともに少数精鋭でありながら、本当によく頑張りました。とりわけ高校入試は、小学校組の特色入

試全員合格が光りました。またおひざ元の法政二高（国際含む）へ高受で計4名も送りだせたことも喜びです。法政二校、

男子 43・女子 44の内申点。高津駅前校の高校受験のシステムはどの塾よりも優れていると自負しています。ぜひ、引き続

きドシドシご紹介いただければ幸いです。では前回のだより-序 に続き、高校入試の分析‐本論です。 

2023年春 全国の公立高校入試はどうだったのか？ 
五教科ともに例年通りで目立つ変化はありません。外形面の特徴をまとめると、現場負担を減らすため（採点ミスを回避

するため）、全体には都市部の公立入試らしい「選択問題偏重」が続いていますが、一方で問題文・本文を構成する文字数が

多いので、読解速度は極めて重要（この傾向が東京・神奈川・大阪の一部）になっています。内容面から特徴をまとめると、

読解重視・情報処理重視など「共通テスト的」新傾向に積極的に寄せていっています。受験生で差がつくのは、特に理科《計

算》と国語《論説文》ではないでしょうか？新傾向の背景としては、入試とは一面で社会を映し出す鏡でもあるので、読解

力・情報処理力は社会が求める実践的な学力でもあり、この傾向は高校の教科書が昨年から変わり「情報Ⅰ」が必須化した

り、「論理国語」の登場などからも予見されたことです。これは中学入試の世界においても同じで、従来の知識重視から、読

解・情報処理重視へ変わってきています。どうすればよいのか？「辛抱強くしっかり読む」「理解を大切にする」「急変に備

える頭のしなやかさ」といったところでしょうか？ 

2023年春 全国の教科ごとの公立高校入試はどうだったのか？ 
英語…昨年並みではあるが、リスニングがやや難化している。全体では例年どおりの大ボリュームで、そこに情報の分散・

隠蔽があり、受験者のスタミナを相当削ります。 
数学…やはり昨年並みで、ある程度の既視感のあるオーソドックスな問題群ばかりです。ただし細部にとりにくい仕掛けが

ちりばめられており、英語同様、受験生の得点差が開き気味な科目です。 
国語…論説文と資料読み取り問題を中心に易化。素材は多少読みにくいが、設問と選択肢がシンプルで答えやすくなった。 
理科…原理の理解を求めるための状況設定にひねりを加えた設問が増えた結果、大きく難化しました。 
社会…やや難化。「知識不要」の設問が相変わらず多めで、読解力重視の設問が多いために情報処理に時間がかかり、かつ

正解しにくい（正解が絞りづらい）問題が多い。 
特色入試…傾向はようやく安定にむかいつつある。受験生をフリーズさせるような難問は減少傾向だが、問2が事実上理系

の問題群になった。全体としては、より「公立中高一貫校の適性検査」に接近しつつある。 
では、次からようやく神奈川県の教科ごとの分析に入ります。 

英語 神奈川公立高校入試問題分析 
‐総評と特徴のまとめ‐ 
◎選択問題がほとんどで、設問の複雑さで難易度をあげている。読む英文の量は全国でもトップレベル。活用型問題が多く、

その種類も多岐にわたっている。 
□リスニング…簡単な時間計算やワークシート読み取り問題を含む。傾向は例年通り。 
□語彙・文法問題…指導要領改訂で出題できるようになった使役動詞( make・let・have )も出題されている。とはいえ、サ

ービス問題も多く、ぜひ取っておきたい。 
□長文：AIがテーマの科学的な英文。グラフ読み取り問題あり。 
□対話文：答えを導くまでのステップが多い。活用型問題も多く含まれている。 
傾向と対策 
大問は8題は昨年通り。構成はリスニング・語彙・イディオム問題・文法問題2題・英作文・長文・対話文2題と、例年

と同じ。語彙・文法知識・読解など様々な角度から力が試される。今回の長文は AI に関する内容であった。全国的にも増

えてきているテーマである。また問7アのレストランのリスト読み取り問題は、条件整理がやや複雑であった。問7イでは

ストーリーボード的な設問が出題されており、共通テストとの関連性を感じさせる問題となった。問８のグラフ読み取り問

題は、消去法でないと解けないというやや珍しいタイプの問題で、今後の出題ふまえ注意しておこう。英作文は条件にある

単語がヒントになる。イラストも参考にしながら作るので、英作文といってもそれほど多くの別解が考えられないものにな

っている。語彙・文法問題は難易度が高いわけではないが、知っていなければ答えることができない。単純知識問題は全国

的に減ってきているものの、神奈川県では引き続き出題されている。今後も出題される可能性が高いのでしっかり練習して

おきましょう。とはいえ全体的に大きな傾向は昨年と変わらない。創研の英語授業を受けていれば当日満点も可能である。 

数学 神奈川公立高校入試問題分析 
‐総評と特徴のまとめ‐ 
◎作業重視で計算力を要求している。「ていねい」がカギ。昨年よりも解きやすい問題が多い印象だが、資料整理に手間取る

と時間が無くなるので注意。 
□代数…知識重視のベーシックな問題。基本問題の積み重ねで確実な得点を目指そう。 
□関数…図形と融合した問題。図に条件をかき入れ、それをもとに落ち着いて計算するとよい。 
□図形…平面・空間どちらも出題。難問であるがオーソドックス。演習問題で数をこなすとよい。 
□資料…ルールがつかみにくい。一つずつていねいにまとめて前に進むことが大事。 
傾向と対策 
全体的に計算や情報整理などの作業量が多い。思考力を問う活用型の問題は大設問５に限られるため、いかに作業を素早

く行うことができるかがカギとなる。与えられたグラフや図形に補助線を入れたり、必要な図のみを取り出して新たに書き

直したりといった訓練は、早い段階からしておくべきである。形式は昨年とまったく同じ。大設問3・4・6の最終設問にあ

る難問は、解法はすぐ思いつくが計算量が多いので手間がかかり、結果焦りからミスをしてしまうタイプのものであった。

一方、大設問１の計算と大設問２の小問集合には、難問はない。ここは毎年3月から実施している中三土曜小テストにをし

っかり向き合っている生徒ならば満点が取れます。大設問５の確率が唯一の思考力を問う問題で、例年同様設定がわかりづ

らい。問題文をよく読み、表や図をうまく利用して、素早くすべての状況をくまなく調べることが、解答への近道だ。「よく

読み、すべて洗い出す」訓練を積もう。 

国語  神奈川公立高校入試問題分析 
‐総評と特徴のまとめ‐ 
◎9 割選択問題のため読む分量が多い。選択肢はセンター試験と似たまぎらわしいもの。唯一の記述問題は会話文から引用

して解答できるため、解きやすくなった。 
□易化…漢字問題選択化は継続し、出題パターンに変化なし。説明的文章は選択肢が選びやすく、大設問5の記述問題も会

話文のマーク部分から引用で解答できる 
□選択問題がほとんどのため読むべき文字数が多い⇔選択肢は本文の言い換えが多い。根拠を持って正答を選ぶ練習を！ 
□全国最大級の文字数に加え、抽象的な内容に対し具体例が少ない難しい説明的文章→マークしながら読み、筆者の主張か

ら離れないようにすることが重要。 
傾向と対策 
とはいえ易化。昨年の出題形式と同様の問題であり昨年の過去問を解いた生徒にとっては、動揺は少ないと考えられる。

漢字問題の選択化による易化はそのまま。説明的文章が「まなざし」という抽象的なものを扱う難解なものであった。上に

具体例がほぼない文章という点では難解。しかし選択肢が選びやすく結果的には易化し、全体ではバランスをとっている。

大設問５の記述問題は、昨年は会話文から引用するだけでは完全正解とはならず、提示された資料やグラフを参考に読み取

った事柄も記述する難問であったのに対し、今年は会話文のマーク部分から解答できる点で易化したと言ってよい。 
読む分量が多い神奈川県の問題では、キーワードにマークしながら読む癖をつける。「つまり」「しかし」という語句の直

後に、主張があることが多い。マークが問題を解く際のヒントになる。選択問題が増加し、なんと９割を超えた。古文は、

主語に必ずマーク。「〇〇、」や「○○の、」の形が主語を表すこと、「て」で続く行動は基本同一人物であることを知り、主

語を特定して読み進めよう。基本だが、尊敬語は偉い人の動作を表わし、同一人物には同程度の敬語が使われることも参考

に。大設問５は複線型読解。多くの資料を読む空欄補充形式の記述問題。今年は会話文で繰り返される言葉にマークするこ

とで解答のヒントとなった。やはり、どんなときもマークが有効である。 

理科 神奈川公立高校入試問題分析 
‐総評と特徴のまとめ‐ 
◎根本原理理解と実験考察の両方の力を要求。全問選択問題だが、解答しにくい工夫が施してある。仮説検証問題も出題。 
□物理…実験結果と考察からわかることを取りだす。教科書の実験の「その先」を意識して復習しよう。 
□化学…知識を土台にした実験結果考察問題。計算ミスを誘発する設問。理科とはいえ、計算力は身につけておきたい。 
□生物…実験結果と考察からわかることを取りだす。現象が起こる原理を理解すること。 



□地学…図形イメージも必要な情報処理問題。観察結果をもとに「同じ高さ」を見つけられるかがポイントであった。 
傾向と対策 
日常における現象・変化の根本原理の理解を問う問題と、実験についての考察・仮説検証問題がほとんどである。数値を

利用しない計算問題や、複雑な情報処理の問題などが出題されるため、一筋縄ではいかない。普段から「なぜこの現象が起

こるのか」「なぜこのような変化が起こるのか」「これを検証するためにどのような実験を行い、どういう結果が得られると

考えられるか」について深く考えることが大事である。例えば、顕微鏡のレンズの倍率を 40 倍から 100 倍に変えるとよく

見えるだけでなく、どのようによく見えるのかまで考える。形式は昨年から変化がなく、前半の４問が一問一答型、後半４

問が実験・観察からの設問である。すべて選択問題で組み合わせ式や計算してから選択するものなど形式は多岐にわたる。

理科用語を直接選択する問題は存在しないが、多くの知識が土台として必要なので、まずは教科書なので用語をしっかり確

認することから始めよう。高津駅前校の小学生向け理科実験教室は本当に受講してほしい。後半の４つの設問は、仮設を検

証するための実験をもとに、結果を考察してさらに掘り下げるものである。方法や考察について、計算したり、資料から推

測をして解いたり、仮説を確かめる実験と結果を記述したりと、さまざまな角度から深く掘り下げているのが大きな特徴。

後半で高得点をとるためには、一問一答型で訓練してきた知識や理解を、一つにまとめる勉強が大事。「結果を導くために行

う実験の方法の分類」や「実験を複数の物質で行ったときの結果の違いとその考察」などをまとめ、深く考察しよう。 

社会 神奈川公立高校入試問題分析 
‐総評と特徴のまとめ‐ 
◎資料活用型重視の傾向は変わらず 
資料読取では選択肢の表現に注意で、「割合」を問う問題では今後も続く可能性がある。知識問題と情報活用を組み合わせハ

イブリット型問題が目立つようになった。 
□地理…視点を変えた資料読取問題が頻出。各単元の原理原則の根本理解が必要。 
□歴史…「お飾り資料」の減少の一方で、資料・データ問題が複雑化しているのは共通テストを意識か？ 
□公民…標準問題が中心。知識の正確な運用と資料読取の正確さで差がつく。 
傾向と対策 
今年度も昨年度と同様、６択や８択のような多岐選択による問題が出題。ここ数年の傾向では、知識(または原理原則)に

関する問題と情報活用を組合せた「ハイブリット型」の多岐選択問題がみられる。大設問１の(イ)で出題された「南緯の選

択(情報活用)」と「日付変更線に関する知識(原理原則)や大設問６「日本の国家に関する問題」はその一例だ。知識問題でも

ストレートに問う問題がある一方で、資料・データと組み合せて問う問題があるため、「資料読取を中心とした問題」は「当

然出題される」という前提で、しっかりと対策する必要がある。資料読取問題では、１つのグラフや表に多くの数値やキー

ワードがある。設問に関する部分には、印をつけるなど目立たせることで少しでも読み返しを減らす工夫が必要だ。また、

選択肢の表現にも注意。ここ数年の傾向では「割合」という語句を用いて、数値同士を比較した出題がされている。何と何

を比べているのか。資料と照らし合わせて明確な根拠をもって解答する癖をつけよう。今年の特徴としては、歴史分野で資

料データ読取がより複雑化したことがあげられる。以前の入試では資料は単なる「お飾り」であって、資料がなくても解答

可能なものがあった。しかしここ数年では、その資料全体の文章量が多く、かつ「何に関する資料か」を理解したうえで解

答する問題が増加している。このような問題は大学入試共通テストの性格に近いものがある。まずは習ったことを正確に引

き出す力と、資料読取の力をしっかりとつけること。 

■特色検査について 概況（ペーパーテスト型自己表現検査）「共通」18校と「独自」2校（1校と1コース） 

□共通問題使用校 横浜翠嵐・川和・希望ヶ丘・横浜平沼・光陵・柏陽・横浜緑ヶ丘・多摩・横須賀・鎌倉・湘南・茅ヶ崎

北稜・平塚江南・小田原・厚木・大和・相模原・横浜国際（国際化ⅠBコースは共通問題＋独自問題） 
問 1 英語読解  自動車の電化についての会話文読解。教科横断あり。ボリュームは大きく時間を奪われる。設問は比較

的シンプル。 
問2 国語・数学  昨年に続き、文章読解から理数系の設問に続く。テーマは「ホタル」。 

箱ひげ図の登場で、数学色が例年になく強まる。 
問3 算数・論理 「花火」に関する主に算数と論理の問題群。一部、中学数学と歴史が加わるが、小学生でも解ける。 
問 4 算数・数学 小問寄せ集め型。言語論理と算数・数学的パズル。知識的要素は弱い。県立中高一貫校の適性検査に最

も近い。 
問 5 主に算数  小問寄せ集め型。今年度では最も平易。知識的要素はほぼ無い。パズル的で、中高一貫の適性検査に最

も近い。 
問6 教科横断  最難問。中盤に家庭科的内容。全体に中学の理数内容と推理・パズルの組み合わせ。（エ）が特に難しい。 

問7 主に論理  社会科的に見えるが、実質的にはパズル的問題がほとんど。（イ）は横浜翠嵐の2014年特色検査のネタ

の再利用。 

学校 ページ数 設問数 問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 共通選択 

川和 18 25 〇 〇 〇 〇    3+4 

湘南 18 27 〇 〇 〇  〇   3+5 

鎌倉 18 27 〇 〇   〇  〇 5+7 

希望ヶ丘 18 22 〇 〇 〇   〇  3+6 

横浜平沼 18 27 〇 〇 〇  〇   3+5 

柏陽 18 28 〇 〇  〇 〇   4+5 

横須賀 18 22 〇 〇 〇   〇  3+6 

茅ヶ崎北稜 18 27 〇 〇 〇   〇  3+5 

小田原 18 23 〇 〇  〇  〇  4+6 

大和 18 25 〇 〇 〇 〇    3+4 

相模原 18 25 〇 〇 〇 〇    3+4 

光陵 18 23 〇 〇  〇  〇  4+6 

横浜緑ヶ丘 18 22 〇 〇 〇   〇  3+6 

多摩 18 23 〇 〇  〇  〇  4+6 

平塚江南 18 28 〇 〇  〇 〇   4+5 

横浜翠嵐 18 22 〇 〇    〇 〇 6+7 

厚木 18 22 〇 〇    〇 〇 6+7 

横浜国際(国) 18 25 〇 〇 〇 〇    3+4 

横浜国際(IB) 12 11 〇 〇      独自 

□独自問題作成校  
 横浜サイエンスフロンティア データ読み取りとプレゼン。特にプレゼン記述は、YSFHの校長先生より頂いたお手本を 
見て、型をおぼえ、先生たちに都度添削してもらうこと。テーマは「行動経済学を背景にした、スローガンと解説作成」。 

 横浜国際(IBコース) 問1と2は共通問題・問3は「高齢者の抱える問題」に関する超大型英作文（150~200語）。 
 

高津駅前校に赴任して早20年近くになります。今春の高校受験合格実績はこの20年の集大成といってもよい出来でした

（もちろん、これにて私がいなくなるわけではありませんし、叶うならば大好きな高津駅前校で永遠に指導し続けたいです）。

実績を盛る塾はありますが、高津駅前校は私が赴任して以来、校舎単独実績のみ開示しております。学校教科書内容を大事

に、原理原則を大切にしてまいりました。一方で、世の中の教育は、詰込みからゆとりへ、ゆとりから思考へと舵を切ろう

としています。ゆとりも、詰込みも、思考もすべて大切なはずなのに、あっちへいったりこっちへいったり、本当に28人も

のノーベル賞受賞者を出した偉大な国とは思えないほど、社会（大人）が自信を喪失し、ばたばたと慌てふためいています。 

不易流行。いつまでも変化しない本質的なものを忘れない中で、新しく変化を重ねているものをもうまく取り入れていく

こと、をこれからも大切にしていきたいと思います。そして、そういうスタイルを続ける高津駅前校をご支持いただいてい

る保護者様に感謝し、お預かりするお子様を考えうる最高の学力到達点まで、一人ひとり引き上げていきたいと思います。 

取材 創研学院高津駅前校 副校長 稗田潤 

Will is everything ! （ 情熱こそ！）      文責 創研学院高津駅前校 校長 福阪和重                                        



2023年（ 中学受験コース版・初夏だより ）      ～ 首都圏私立中学入試の動向と分析－序章 ～ 
今年の首都圏私立中学入試を振り返る前に、まずは創研学院高津駅前校の校舎単独合格実績を改めてお知らせします。 

☆ 中学受験コース６年生  男女１５名☆ 

世田谷学園２・法政二１・青稜２・都市大等々力特選３・栄東２・田園調布学園３・日本女子１・昭和女子大２ 

実践女子３・日本大学（グローバルリーダーズ）１・カリタス２・日大豊山１ 

☆ 高校受験コース３年生  男女２４名☆ 

川和３・都立国際１・多摩１・新城２・横浜平沼１・市ヶ尾１・生田１・法政国際１・法政二高３・中大横浜２ 

日大日吉 SG１・東農大２・桐蔭学園（プログレス２・アドバンス２）・青稜１・都市大等々力１・目黒日大１  

１ 今後の首都圏私立中学入試の動向 
上記の実績をどうとらえるかは、現在の首都圏（とりわけ東京都・神奈川県）の小中学生（引いては高校生）が置かれて

いる受験状況（背景）を把握しておかないと正しい理解は難しいと思います。まず総務省が発表している人口動態の長期的

推移・中期的推移を見てみたいと思います。どちらのグラフを見ても、どう転んでもこれからの日本の人口急減は不可逆的

な流れであって、今さら政府が少子化対策をしても焼け石に水であることがわかります。 

 

少子高齢化は何も日本に限らず、先進国特有の現象ではあることは皆さん重々ご承知でしょうが、日本の場合はあまりに

極端なのです。ここまで14歳以下の人口が少ないのを見ると、一昔前とちがい今の入試は、どの段階でもやはり楽なのでは

ないか？と思われる向きもあるかと思います。それはおおむね正解なのですが、首都圏だけは的はずれというのが正解です。 

以下は国土交通省が発表している、欧米・東アジア諸国における首都圏への人口集中度を示すデータです。グラフを見て

も明らかなように、国土交通省自ら「東京圏への人口集中は諸外国でも類を見ない現象。東京への人口移動は、ほとんどが

若年層によるもの。東京圏への金融業や情報通信産業などのサービス業の集中を背景とした雇用機会の存在が継続的な人口

流入を引き起こしている可能性（がある）。地方中枢都市は、必ずしも、東京圏への人口流出抑制するダム機能を十分果た

しているとは言えない可能性がある。」と冷静に分析しています。いや国土交通省自らが暗に東京（人口規模1000万人以上

のメガシティ）以外の都市は今後衰滅していく流れであることを黙認しているような記載です。 

かなりの回り道をしましたが、他の地域はどうあれ、首都圏（とりわけ東京・神奈川）は、引き続き、厳しい入試が中学

入試・高校入試・大学入試の各ステージでしばらく続くということを改めて認識していただければ幸いです。また私自身は

この首都圏の苛烈な競争を若者の心身を鍛える上ですばらしいものだと肯定的にとらえています（とらえるしかない！）。 

以下、近年の首都圏中学入試状況推移です。ざっくり言って、学校は選ばないからどこでもいいから入学したいと思って

も 4～5 分の１の受験生が必ず全滅、なんとか行きたい学校に入るために一生懸命勉強してどうにか全滅は回避できても、

多くの生徒が第一志望ではない学校に行かざるをえない状況（受験者数に対して私学の定員がまったく足りていない状況）

にあり、この需要過多な状況は当面続くこともご理解いただけるかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 今春の首都圏中学入試の四科目の動向 
国語  

今年の入試問題を、素材となった文章と設問に分けて見ていこう。文章でみられた傾向の一つに、「多様な価値観の混在」

があった。これまでも、同質的な集団内における価値観の相違が語られることは珍しくなかった。しかし今年は、異質な個人、

あるいは異質な集団・社会が混在する状況に言及した文章が、論説、物語等ジャンルを問わず目についた。また、SDGs の

浸透といった社会変化の影響もあってか、「相手の立場や背景にまで寄り添って共感することの価値」に触れる文章も少なく

なかった。さらに、人間関係や文化・伝統の「つながり」を話題とした文章も目立った。その背景には、ロシアのウクライナ侵攻

などによって引き起こされた様々な分断や破壊への懸念があるのかもしれない。 

 設問では、まず、図表や絵を用いた問題の増加が目を引いた。言葉によって表された内容を、視覚化して非言語表現に置

き換える。高等教育において、情報を他者と共有するうえで欠かせない能力が問われていると言えるだろう。また、大学入学

共通テストでも注目された、他者の理解を通して自らの認知と向き合う対話形式の設問も増加傾向にあった。「正解のない時

代」を生きていく子どもたちが、複数の意見（選択肢）とどのように向き合い、論理的に答えを導き出すのか。私学が注目して

いる設問の一つと言えそうだ。 

算数 

昨年度は、大学入学共通テストをふまえた対話形式での出題や統計分野の問題といった一目でわかる特徴が見られ

たが、今年は形式や分野に特徴があまり見られなかった。 

 その代わりに、内容的な変化として問題自体の複雑さが全体的に際立っていた。複雑さには、大きく分けて二つの

特徴があった。一つはこれまで子どもたちが触れてきた問題をひねっている点で、もう一つは提示された条件が多く、

長文化している点である。両者に共通して求められるのが「読み解くチカラ」である。ここでいう「読み解く」が指

すのは、提示された情報をそのまま受け取ることだけでなく、仕組みや構造を理解することまでを含む。また、これ

までに学んできた事柄との共通点や相違点をさぐったり、関係を抽出して図や表に整理したり、作業をしながら情報

を増やしたりするための起点を作るのも「読み解く」ことである。そうすることで、これまでに身につけてきた知識

や技術を選択し、使っていくことができるようになる。「読み解く」ことをしたうえで、どのように調べ、整理し、筋

道を立てていくのかを自分で判断するという一段階上の力を学校側が求めていると言えそうである。 

 時事問題の要素は今年も見られた。特に、数学とのつながりとして「コラッツ予想」を題材にした問題を多くの学

校が取り上げていた。他にも、日常とのつながりとして「コロナ禍での対応」や西暦の「2023」を意識した問いも見

られた。 

理科 

理科の入試問題では、身のまわりで起こっているさまざまな現象について、さまざまな視点で情報を読み取り、筋道立てて

状況をとらえる力が試されている。題材としては、天体現象に関する問題、電流や電力に関する問題、台風や大雨、火山、地

震などの自然現象と防災に関する問題、SDGsを背景とした問題などが取り上げられていた。 

 日常生活という視点で見た場合、身のまわりで見られる現象が起こる仕組みを、身につけた知識や経験と結び付けて判断

したり、提示された情報をもとに、状況を判断したりする力が問われている。また、地球規模の幅広い視点で見た場合、食物

連鎖や環境問題、エネルギーなどを題材として、これまでに学んだことと組み合わせて筋道立てて状況をとらえ、課題を解決

する力が問われている。 

 問題形式に目を向けた場合、記述問題では、原因と結果の関係に目を向けて、実験結果からわかることを記述する問題や、

さまざまな現象が起こるしくみを、知識や経験をもとに、問題の状況に対応させて記述する問題が多く出題されている。さらに、

計算問題では、複雑な計算処理を行う問題は減少傾向にあるが、てこのつり合いや電流のように、一定の条件のもとで必ず

成立するきまりや関係をもとに計算を行い、状況をとらえていく問題は、引き続き多く出題されている。 

 このように、理科の入試問題では、幅広い題材を、さまざまな視点で分析し、状況をとらえていくことが問われている。その

際、情報を読み取る力、情報どうしを結びつけて整理する力、筋道を立てて状況をとらえる力が、特に必要とされている。 

社会 

2022 年初めのロシアによるウクライナ侵攻は、戦争や核兵器の脅威を世界中の人々に再認識させた。また、エネルギーを

中心にさまざまな物価が高騰し、コロナ禍を乗り越えて経済活動を再開しようとする各国を直撃した。この影響は日本にも円

安とともに降りかかった。さらに参議院議員選挙の結果、憲法改正が現実味を帯び、18 歳になれば選挙権を持つ成人となる

受験生にとっても他人事ではない。 

 入試でこうしたテーマが多く扱われることは、社会科の学びが遠い世界の話ではないことを受験生に投げかける。日本で、

世界で、いま何が起こっているのか。原因は何か、背景にどのような事情があるのか。それは私たちの生活にどう影響し、私

たちには何ができるのか。ことがらどうしのつながりをとらえ、さらに自分とのつながりをさぐる姿勢が求められている。 

 昨今の中学入試で問われる知識は、教科書の内容と世の中でとくに問題になっていることが中心で、難解で細かい知識が

問われることは減っている。ただし、文章の正誤や、記述、資料・史料の読み取りなど多様な形式の問題を通して、そのことが

らが何と関係しているのか、その原因や背景、影響をとらえられているのかなど、知識の確かさ・深さ・広がりなどが試される。

多量の情報と向き合いながら、問いかけをよく読み、「作問者と対話すること」の重要度も高まっている。 

 

３ 気になる各私学の動向や新着ニュース 
今回は高大連携についてです。ご存じの方もいらっしゃるかとおもいますが、近年、私立中高一貫校と大学の連携がさかん

におこなわれています。以下がその一覧です（一部抜粋）。 

学校名 提携大学 備考 

玉川聖学院 
東京女子大学・明治学院大学・武蔵大学・神奈川大学 

東洋英和女学院大学・清泉女子大学 

2009 年の明治学院を皮切り

に、続々と連携を強化中 

カリタス女子 東京外国語大学・東京農工大学・北里大学 2021年以降に連携 

鴎友学園女子 東京外国語大学 2021年に連携 

吉祥女子 
東京外国語大学・東京農工大学・国際基督教大学・東京学芸大学 

順天堂大学 
2015年～2021年に連携 

恵泉女学園 順天堂大学・東京女子大学 2021年以降に連携 

田園調布学園 北里大学 2022年に連携 

豊島岡女子学園 工学院大学・電気通信大学・東京電機大学・東京慈恵会医科大 2019年に連携 

三輪田学園 法政大学 
2015年に連携。2022年に学校

推薦型選抜枠で30名 

山脇学園 芝浦工業大学・昭和女子大学・学習院女子大学・北里大学 2022年以降に連携 

横浜女学院 東京女子大学・成城大学・武蔵大学・國學院大學・東洋英和女学院大学 
2017年の武蔵大学以降、 

続々と連携を強化中 

東京女学館 北里大学 2023年に連携 

東京純心女子 東京薬科大学・東京女子大学・北里大学 2021年以降に連携 

横浜雙葉 上智大学 2023年に連携 

昭和女子大学 昭和大学・芝浦工業大学 2017年以降に連携 

捜真女学校 
東京女子大学・東洋英和女学院大学・明治学院大学・北里大学 

神奈川大学・清泉女子大学・昭和女子大学 

青山学院大学にも25名の 

学校推薦型選抜枠あり 

聖セシリア女子 麻生大学 2021年に連携 

郁文館 日本医科大学 2019年に連携 

芝中学 東京慈恵会医科大学 2021年に連携 

城北 順天堂大学 2023年に連携 

工学院大学附属 麻生大学・電気通信大学・東京経済大学・東京薬科大学・多摩美術大学 2020年以降に連携 

早稲田実業 日本医科大学 2020年に連携 

栄東 芝浦工業大学 2022年に連携 

2021年より大学入試は、従来の一般入試が一般選抜へ、AO入試が総合型選抜へ、推薦入試（指定校推薦）が学校推薦型選

抜へ変更されました。駿台・河合塾・代ゼミといった大学受験予備校が衰退してきているのも、何も 18歳人口が減っている

からだけではなく、そもそも一般選抜・推薦入試の入学枠が減り、総合型選別の比重が国公立私立を問わず増してきている

からです。もしかしたら一般選抜つまりは当日のペーパーの一発勝負の枠は 10年後にはなくなっているかもしれません。 

高大連携の目的は「大学にふれること」です。大学からの出前授業・大学への訪問・大学からの大学生（院生）の派遣・

大学と高校の共同研究を通じて、大学ひいては社会で必要とされる探求型の学び（1．自らが課題を設定し、解決に向けて情

報を収集分析する。2．周囲の人と意見交換や協力をしながら進めていく学習活動。）を中高のうちに身に着け、結果として

大学入試の総合型選抜の備えにつなげることになります。もちろん注意しないといけないのは提携したからと言って、すぐ

さま「推薦枠」がもらえるわけではないということです。しかしながら、大学の学びに早い段階からふれるということは、

総合型選抜で必要とされる知識・技術を早期に体感でき、それに備える時間をたっぷり確保できることにもつながります。

まさに大学と私立中高の双方にとっていいことだらけと言ってよく、校風や偏差値や合格実績だけで私学を選ぶのではなく、

どういった大学と提携・連携しているかで選ぶのも今後は学校選びのカギになっていくのかもしれません。 



４ おまけ 
最後にいつものおまけ。一年を通して保護者様と面談させていただいております。また一年を通して生徒に授業を

しています。同じ先生が同じ生徒・保護者様に授業や面談を通して同じ熱量で話しているのに、ある子はぐんぐん伸

びて、ある子はなかなか伸びずに足踏みしている。この差は何なのか？この差をうめて全員ができる子になるように、

お子様の勉強法がまちがっていないかチェックです。この GW期間中長いお休みをいただきましたので、手元にある「超

勉強法」（野口悠紀雄 講談社）・「勉強の手帳」（安河内哲也 あさ出版）・「何歳からでも結果が出る 本当の勉強法」

（望月俊孝 すばる舎）などを読み返しつつ、以下にまとめてみました。 

１完璧主義はダメ！完成主義でいこう！ 

小学生のテストは昔も今も 100 点をいかにとるか、つまり教科書の内容をいかに完璧に頭にたたきこむかに重きが

置かれています。しかしながら中学入試の問題はよくできて７割、通常は６割が合格点です。ですから本番のテスト

も模試ももちろん普段のテキストもそのように作られています。親も子も完璧主義がしみついていると、たちまち中

学入試の質量の膨大さ（ここまでやれば大丈夫という範囲がないのが範囲）にのみこまれてしまいます。だからこそ、

高津駅前校では早めに過去問題に取り組んでもらっています。６年生の前半には自分の志望校の問題を入試本番とそ

っくりの時間で解いてもらい、福阪・稗田が全教科の添削を行います。それは志望校の正体を早く知るためです。256

パターン。主要私学の 4 科目の問題パターンの組み合わせはそのぐらいあると言われています。一方で勉強時間は有

限。いや極めて短い。勉強に使える頭がイキイキと動く時間はさらに限られています。あれもこれも完璧に仕上げよ

うとするのではなく、自分の志望校に受かるために必要なことだけを完成すればよいのです。 

２ 学習とは一つでも多く正解することではなく、一つでも多くのまちがいに早く気づくことの方が大切である。 

多くの塾は志望校の過去問題を 6年生の秋以降から本格化させます。高津駅前校のように 5年の後半もしくは 6年

の前半から本格化させる塾は少ないと思います。先んずれば人を制すと言いますが、ライバルよりも早く、ライバル

よりもたくさんのまちがいに気づき、そこに向き合い考える時間を確保することこそが成功への近道に決まっていま

す。それなのに、そんなに早くからはじめて子供が自信を失ったらかわいそう、そんなに早くから過去問題に取り組

ませて自分の力のなさを痛感させてしまっては塾を辞められて売り上げが確保できなくなるといった、親の、塾の、

つまらないプライドやエゴで子供は成功への道を閉ざされています。 

3 勉強とは学校や塾の授業で学んだ内容を思い出す練習であり、思い出そうと脳内を何度も検索することで定着し、

定着させるためには毎日少しづつの勉強が肝心である。 

福阪の授業は全教科すべてオリジナルプリントで行っています。日付・名前を書く欄があり、時系列で整理するよ

う口酸っぱく授業で伝えています。とりわけ中学受験の小学生にはテキストに小テストをのりでその場で貼りつける

よう指示しています。いわゆるぴったんこタイム！オリジナルプリントは教科書の要点を圧縮しつつも、教科書内容

を超えた新しい情報（教科書改訂は 3～5年ペースでしか行われない一方で、我々の生きる世界の情報は日々更新され

ていく）をその都度足したものです。そこまではすべての生徒が同じでも、授業で学んだことをお父さん・お母さん

に伝えなさいと言うと、授業そのものではなく、私の話した息抜きの雑談（犬のボン太くんの話など）ばかり親に伝

えている子がいます。なぜか？絵的にイメージしやすく伝えやすいからでしょう。一方で学んだばかりの授業内容は

まだあいまいで、イメージを結べるほどくっきりとしてはおらず、なんとか思い出そうと頭の中に検索をかけないと

親の前で再現することは難しく、とてもしんどい作業です。ましてや授業後の脳はひどく疲れています。どうぞ寝て

いただいてかまいません。寝ることで明らかに重要でない情報は脳から消去され、また十分な睡眠をとることで脳の

神経系は修復され、忘れてしまった（消えてはいない！）情報の再定着を促すことを現代の脳科学は証明しています。

ですから一夜漬けや短期集中で知識を脳にドカ食いさせるなどもってのほか。早寝早起き、正しい就寝時間にたっぷ

りの睡眠をとり毎日コツコツ勉強することで、早くて正確で強靭な記憶回路を構築することができます。 

４勉強はただ長く多くやればいいのではない。決まった時間に、決まった量を、締め切り（制限時間）を意識して毎

日続けなければ効果はうすい。 

塾としては計画的に、長期的にゆるぎない学力を身につけてもらうべく、子供のその時点での学力に見合った適量

の宿題を出しているのですが、うちの子はすぐに終わらせてしまう、だからもっと宿題を多く出してほしい、あまり

に保護者様がおっしゃるので、ため息を心の中でつきつつも、仕方なしに宿題を増やします。すると大急ぎで子供は

宿題をすませるようになるので、確かに速くできるようにはなるのですが、案の定、荒く、浅く、うすく思考が散ら

かった状態で問題を解く癖がつくので、ただただ問題に向き合う時間だけが長くなり、正答率は下がり、わからない

という状態になります。逆もまた真なりで、もっと宿題を少なくしてほしいというご要望も、この程度の宿題なら気

が向いたらやればいいという変な余裕ができてしまい、決まった時間に、決まった量をやる学習習慣は一向に身につ

きません。中学入試も高校入試も大学入試も、決まった制限時間内にもてる知識や技術を答案に正確に出し切った者

が評価されます。制限時間や締め切りを日々意識することで、つまりは日々集中し自分を追いこむ習慣を身につける

ことで、スポーツ選手でいうところのゾーン（全能力開放！）に脳が入りやすくなり、結果、高得点に結びつきやす

くなります。大人の法定労働時間だって 8時間。脳が生産的な活動ができるのは一日のうちせいぜい 8時間しかない

のです。子供ならばなおさら、眠たい目をこすりながら深夜まで勉強することに何の意味もありません。また今日は

ずーっと算数ばかり、明日はずーっと国語だけ、週末だけ理科社会をやる、こんなのもダメです。ごちゃまぜでよい

のです。本番の中学入試の試験は一日で算国理社 4 科目で午前・午後のちゃんぽん状態。さらに近年の入試問題その

ものが科目横断・融合のごちゃまぜです。普段の家庭学習から脳をこの複雑さに慣らしておかないと（1日の中でこま

めに時間を区切って4教科の勉強をうまく振りわけないと）、上位校の総合問題・応用問題を解くなど夢のまた夢です。 

5手書きの方が記憶の定着率は高い、いや自らの声で音読する方が記憶の定着率は抜群にいい。 

いまの中学入試の範囲は広大です。ざっくり言って公立中学校の 3 年間分の先取り、いやもう範囲の制限はなくな

っているのではないかと私自身恐々とすることがあります。それほどの範囲量の知識をどう記憶させればよいのか？

やはり手書きです。自らの目・耳を通して自分の中に入ってきたものを、自らの手を使って文字におこすというのは、

よくよく考えてみれば input(入力)と output(出力)を同時に行うことであり、主体的に行わなければ実現しないこと

で、授業中にメモをするということは、福阪や稗田の授業の時間を自らの時間に変えているということになります。

授業中であれメモもせず発表もせずただそこに座っているのは、他人の時間にお付き合いして自らの貴重な時間を一

方的にささげているだけの奴隷状態ですから、ただただ苦痛で楽しいわけがありません。 

私が入塾前面談で保護者様としっかりとお話し、生徒には 2 週間じっくりと無料体験をしてもらい、学力ではなく

福阪といるのが居心地がいいかどうかを確認しているのは、そこをクリアすれば学力が上がる条件がすでにできてい

ることになるからです。先生がころころ変わる、クラス替えがころころ行われる、教室長がころころどこかへ移動す

る、そんな塾やましてや学校に行って伸びるはずもありません。居心地がいいから恋人になり、夫婦になり、ずっと

いっしょに暮らしているのに、居心地がいいから今の会社・役所にいて成果を上げて稼いでいるのに、なぜか塾選び

はそうではないのはおかしな話です。また記憶の質と量は体感した時間に応じて増えると言われています。メモ以上

に効果的なのが音読です。音読（声に出すこと）こそ体感そのものです。うちの子授業ではあまり声は出さないみた

いなんですけど家ではよくしゃべる子なんです、と聞くと私は内心ほっとします。また自宅で教室にはいなかった親

を前にして授業内容を物語ることができるというのは、かなり高度な input(入力)と output(出力)を同時に行ってい

ることになります。男子によくあるのですが、ノートもまともにとらないし字も汚いのに成績がそこまで悪くない子

は決まっておしゃべりですし、これまた女子でよくあることですが授業中しっかりノートはとっているけど家ではあ

まりしゃべらない子の成績はいまいちです。自宅では思いっきり子供を主役にして授業内容やその日の出来事を語ら

せてほしいと思います。また中学受験コースの 4～6年生にはお盆休みまでに日能研読書ガイドを参考に読書課題を出

しています。章ごとに区切りをつけて、その感想を子供に発表させる機会を設けてもよいし、大学のゼミのように親

子で意見交換しあってもよいでしょう。 

6気合いや反省など何の意味もない、目の前の課題に具体的に計画的に取り組むかだけを考えよう。 

 反省しろ！やる気を出せ！うんざりする言葉です。精神的な反省や声だけが大きい気合いは、勉強にむかうエネルギーを

削いでいると私は思います。なぜまちがえたのか？次にどうすればそのまちがえを回避できるのか？といった技術的な反省

だけをコツコツ自らに刻む。勉強のエネルギーは課題（まちがい）の分析にのみ注いでほしいと思います。私と稗田はとも

に30年近くこの業界におり、多くの受験生の成功と失敗を見てきています。その経験は伝え方と受け取り方次第で、現在の

受験生にとって他人の経験という古ぼけた過去ではなく、自らの未来の成功につながる予見に変えることができます。私も

稗田も指導を通じ、受験生をよりよい未来に導くことしか考えていませんので、授業中は集中して話に耳を傾けてください！ 

7 改めて問う！勉強に適した自分だけの環境（ホームグラウンド）づくりが本当にできているか？ 

 電車の中吊り広告、コンビニの看板。いつの間にかおぼえます。自室の壁・ご飯を食べるテーブル・トイレの壁。自分自身

の生活空間にも同じように勉強広告（自分自身の脳におぼえさせたいこと）を掲示する。机だけが勉強の場ではありません。

机にむかってじっとすわり続けることは「動」物たる我々には土台無理なことですし、血流が悪くなり、致死率を上げます。

またスマホは視力だけでなくいちじるしく認知能力を下げる（アホになる）ので、勉強の間くらいは親に預けましょう。 

 

この厳しい受験状況の中で、全生徒によりよい進路に進んでもらうために、入塾から合格まで同じベテラン正社員教師に

よる少人数制授業という高津駅前校のかたちを引き続き継続し、ライバルよりも一点でも多く得点できる答案作成力を身に

つけ、磨いてもらう。そのために日々の授業や宿題チェックを第一にしていきたいと思います。可能ならば中学受験は小学

2・3年から、高校受験は小学4・5年から創研学院に通塾いただけると幸いです。今後ともどうぞよろしくお願いします。 

Will is everything ! （ 情熱こそ！）                   創研学院高津駅前校 校長 福阪和重・副校長 稗田潤                                             



2022年（ 中学受験コース版・夏だより ） ～ 首都圏私立中学入試の動向・分析と新大学入試 ～ 

１ 今春の首都圏中学入試の動向 

 Japan will eventually cease to exist.( ゆるやかにだが日本は必ず滅びるだろう。) イーロン・マスクにわざわざ

ツイートされるまでもなく、日本の少子化そして人口減少は明らかです。しかしながら以下の表でも明らかなように、東京・

神奈川の中学受験率は年々右肩上がりの上昇となっています。この受験生増加の要因を要約すると、長引くコロナ禍におけ

る私学の柔軟な対応への信頼感の定着、教育資金の充実（世帯年収（＝パワーカップル）の増加と公的助成の充実）、今後の

社会で求められる非認知スキル・持続型学習に対する私学への期待感などが挙げられます。私自身、かつて配布しただよりに

「 グローバル化対応やSTEAM（ Science・Technology・Engineering・Art・Mathematics ）教育など、10年・20年後に社会

で必須となる能力の育成の必要性を感じている保護者が多く、コロナ禍でも良質の中高一貫教育を！という意識から中学受験の断

念は考えなかったこと、コロナ禍でも中高一貫校では、双方向通信の利用や、授業動画の視聴だけでなく、その後に入念なフォロ

ーアップを実施した学校が多かったこと、また高校段階になると私立学校通学者に対しての学費支援が充実してきたことから従来

よりも6年間計の中高一貫教育の学費負担が軽減されてきたこと」と記載しましたが、その認識に今なお変更はありません。 
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首都圏 入試日別応募状況一覧         

2022年入試           

            

  1月19日

以前 

1月20日 

～31日 

 

2月1日  2月2日  2月3日  2月4日

以降 

合計 

    午前 午後 午前 午後 午前 午後   

入試数 男子校 9 1 33 12 21 8 14 5 31 134 

 女子校 8 4 81 58 57 43 31 23 74 379 

 共学校 143 72 102 81 76 65 33 29 139 740 

 国立校 1 1 1 0 0 0 9 0 1 13 

 公立校 17 3 2 0 0 0 16 0 0 38 

 合 計 178 81 219 151 154 116 103 57 245 1,304 

定 員 男子校 235 100 3,521 391 1,728 213 947 60 870 8,065 

 女子校 385 155 5,112 1,552 2,051 922 591 363 952 12,083 

 共学校 4,396 2,473 4,999 2,241 2,172 1,296 920 461 1,570 20,528 

 国立校 30 60 140 0 0 0 658 0 40 928 

 公立校 1,320 320 11 0 0 0 2,384 0 0 4,035 

 合 計 6,366 3,108 13,783 4,184 5,951 2,431 5,500 884 3,432 45,639 

応募者 男子校 2,695 1,802 12,073 4,217 10,535 2,138 8,238 1,383 10,370 53,451 

 女子校 4,782 1,898 13,274 9,327 11,402 7,036 6,821 4,096 8,805 67,441 

 共学校 50,906 23,238 20,812 17,463 17,141 15,166 9,753 7,236 23,911 185,626 

 国立校 － 600 334 0 0 0 2,852 0 207 3,993 

 公立校 4,849 2,323 7 0 0 0 11,512 0 0 18,691 

 合 計 63,232 29,861 46,500 31,007 39,078 24,340 39,176 12,715 43,293 329,202 

倍 率 男子校 11.5 18.0 3.4 10.8 6.1 10 8.7 23.1 11.9 6.6 

 女子校 12.4 12.2 2.6 6.0 5.6 7.6 11.5 11.3 9.2 5.6 

 共学校 11.6 9.4 4.2 7.8 7.9 11.7 10.6 15.7 15.2 9 

 国立校 ― 10.0 2.4 ― ― ― 4.3 ― 5.2 4.3 

 公立校 3.7 7.3 0.6 ― ― ― 4.8 ― ― 4.6 

 合 計 9.9 9.6 3.4 7.4 6.6 10 7.1 14.4 12.6 7.2 

  

 この夏またじわりと増加傾向にあるコロナに対する私学の対応に対しても、昨年のだよりで私は以下のように記載しています。 

「さらに受験者増加の要因を深堀りするならば、第一に挙げられるのは 2020 年春コロナ禍で休校時の際の、私学の対応とその

後の充実ぶりがあげられます。思い起こせばコロナ禍真っただ中の昨春、ほぼ機能停止となった公立に対し、ICTをいち早く導入・

活用し、手探りでありつつも指導に大きな停滞を生じさせなかった私立。この事実はとても大きく、変化に呆然と立ち尽くすのみ

であった公立と、ピンチを見事にチャンスに変えた私学という構図が多くの保護者様のイメージとして出来上がったといって過言

ではないでしょう。実際、我々の思っている以上に多くの私学では ICTの一般化が進んでいます。ほとんどの私学では、一人一台

の端末と各教室の大型モニター、Wi-Fi などのハードは整備完了し、コロナ禍の中で蓄積してきた知見をもとに、課題の配信・提

出・採点・返却をすべて ICT 上で行ったり、ICT と一見すると親和性が低いように思えた音楽や技術などの副教科が ICT の力に

よってよみがえり、活性化しています。」と。やはりこの認識にも変更はありません。 

２ いよいよせまる2024年大学入試について 

次に新大学入試についてお話しします。2024 年から本格稼働する新大学入試（今春より高校教科書大改訂）は、以下の３つの

選抜方式に整理されます。大まかに言って、各私立大学は一般選抜でとる学生の枠を減らす方向にあります。そのこともま

た中学入試を過熱させている一要因なのですが、結論を急がず、まずは目を通してください。 

一般選抜（ ←旧「一般入試」から改称 ） 



概要 → 調査書の内容・学力検査・小論文・入学志願者本人が記載する資料の他、エッセイ・面接・ディベート・集団討論・

プレゼンテーション・各種大会や顕彰等の記録・総合的な学習の時間などにおける生徒の探求的な学習の成果等に関

する資料やその面接等により、入学志願者の能力・意欲・適性等を多面的・総合的に評価・判定する入試方法。 

時期 → 学力検査を課す場合の試験期日は2月1日～3月25日 結果発表は～3月31日まで 

学校推薦型選抜（←旧「指定校推薦入試」から改称） 

概要→出身高等学校長の推薦に基づき、調査書を主な資料として判定する入試方法。この方法による場合は、以下の点に留

意する。 

①「見直しに係る予告」で示した評価方法等（例えば、プレゼンテーション・口頭試問・実技・各教科・科目に係る

テスト、資格・検定試験の成績等）又は大学入学共通テストのうち少なくともいずれか一つを必ず活用。 

   ② 推薦書の中に、入学志願者本人の学習歴や活動歴を踏まえた学力の 3要素に関する評価や、生徒の努力を要する点

などその語の指導において特に配慮を要するものがあればその内容について記載を求める。 

   ③ 募集人員は、学部等募集単位ごとの入学定員の5割を超えない範囲で定める。 

時期→出願期間は11月1日～ 結果発表は12月1日～（一般選抜の試験期日の 10日前まで） 

   学力調査を課す場合の試験期日は2月1日～3月25日 

総合型選抜（←旧「AO入試」から改称） 

概要→詳細な書類審査と時間をかけた丁寧な面接等を組み合わせることによって、入学志願者の能力・適性や学習に対する

意欲、目的意識等を総合的に判定する入試方法。 

   ①入学志願者本人が記載する活動報告書、大学入学希望理由書及び学習計画書等を積極的に活用。 

   ②入学志願者の能力・意欲・適性等を多面的・総合的に評価・判定する。なお、高度な専門知識等が必要な職業分野

に求められる人材養成を目的とする学部・学科等における選抜では、当該職業分野を目指すことに関する入学志願者

の意欲・適性等を特に重視した評価・判定に留意。 

   ③「見直しに係る予告」で示した評価方法等（例えば、小論文等、プレゼンテーション、口頭試験、実技、各教科・

科目に係るテスト、資格・検定試験の成績等）又は大学入学共通テストの少なくともいずれか一つを必ず活用。 

時期→出願期間は9月1日～（令和3年度は15日～） 結果発表は11月1日～ 

   学力検査を課す場合の試験期日は2月1日～3月25日 

 

一般選抜に対する私学の受験指導力は言わずもがな、学校推薦型選抜と総合型選抜における私学の生徒管理能力（6年間 

という期間を通じ、生徒の学習履歴を多面的多層的にポートフォリオ化する能力＝出願する学校の特徴にあわせて、各生徒

の学習履歴を最適に組み換え・組み合わせてプレゼンする能力）を考えると、新入試に対する私学の強みが一層際立ちます。 

３ 今春の中学入試からわかる入試問題の全体傾向 

まずは四科目の全体傾向です。生徒一人ひとりの志望校の動向については、季節ごとの面談でお話しています。 

国語 

今年も、子ども達自身が視野を広げて、答えの根拠を見出すことが要求される問題が目立った。複数の文章が関連

づけられたり長文が出題されたりし、子ども達はテスト全体にどのように取り組むのか、その方針も問われた。 

 文章では、新型コロナウイルスに関連した説明的文章が出題された。また、東日本大震災を背景とした物語も定着

してきた。過去の延長線上に未来がないことを私たちに突きつけたこれらの災禍を通し、「価値観の転換」「コミュニ

ケーションの変容」「不安定の中でのあり方」といったテーマが多く取り上げられた。また、物語では、主人公の抱え

る問題が晴れやかに解決されるものより、他者との対話や触れ合いを通して、「思いこみ」から脱し、新たな課題と向

き合う登場人物たちが、この先も葛藤、思慮し続けていくであろう姿を想像させるようなものが目立った。 

 設問では、文章には書かれていない具体例が提示され、筆者の主張と合うものを選んだり、文章内容に関連する身

近な具体例を挙げて意見を記述したりするなど、文章を読解するだけでなく、把握した内容の再構築が必要となる問

いが増加傾向にあった。付け焼き刃では対応できないこの種の問いの増加から、子ども達が、何を、どのように学ん

できたかという「学びの質」が、例年以上に問われていると考えることができる。 

理科 

 理科の入試問題では、身のまわりで起こっているさまざまな現象について、さまざまな視点で情報を読み取り、筋

道立てて状況をとらえる力が試されている。題材としては、新型コロナウイルスに関連した時事的な問題や、台風や

地震などの自然現象と防災に関する問題、SDGsを背景とした問題などが取り上げられていた。 

 日常生活という視点で見た場合、身のまわりで見られる現象が起こる仕組みを、身につけた知識や経験と結びつけ

て判断したり、提示された情報をもとに、状況を判断したりする力が問われている。また、地球規模の幅広い視点で

見た場合、食物連鎖や環境問題、エネルギーなどを題材として、これまでに学んだことと組み合わせて筋道立てて状

況をとらえ、課題を解決する力が問われている。 

問題形式に目を向けた場合、全体的な傾向として、文書量が多く条件設定が多い問題が増えている。また、記述問

題では、原因と結果の関係に目を向けて、実験結果からわかることを記述する問題や、さまざまな現象が起こるしく

みを、知識や経験をもとに、問題の状況に対応させて記述する問題が多く出題された。さらに、計算問題では、複雑

な計算処理を行う問題は減少の傾向にあるが、てこのつり合いやばねののびのように、一定の条件のもとで必ず成立

することがらや関係をもとに計算を行う、あるいはそれらの融合された問題が、引き続き多く出題されている。 

 このように理科の入試問題では、幅広い題材を、さまざまな視点で分析し、状況をとらえていくことが問われてい

る。この際、情報を読み取る力、情報どうしを結び付けて整理する力、原理原則をとらえる力が、必要とされている。 

算数 

 2021 年度入試では情報量の増加、問題文の長文化の傾向が見られたが、2022 年度入試ではその傾向はなりを潜め、

標準的な情報量、文章量の問題が増えた。問題文も文意がとらえにくいものが少なく、総じて受験生の力が発揮しや

すい傾向にあった。一方で、受験生が触れてきた典型的な問題がそのまま出るということはそれほど多くなく、その

多くは少しずつ「ひねり」が加わって出題されていた。これまでに触れてきたものとの共通点・相違点を意識して取

り組むことが求められている。典型的とされる問題の解法を再現できるというだけでは不十分で、その問題の構造を

理解しているかどうかや、解法のプロセスの意味を理解しているかどうかといった点がより一層重要になったといえ

るだろう。 

 目立ったトピックとしては、「対話形式の問題の増加」や「日常生活で見られるものを題材とした問題の出題」、「統

計分野の出題」がある。大学入学共通テストの影響がうかがえる、対話形式の問題は増加傾向にある。対話の状況に

おいても、先生と生徒、子ども同士といった、様々なバリエーションが見られた。また、コロナ禍ならではといえる

話題（例えば「席を一つ離す座り方の場合の数」など）や、SDGsを背景とした問題の出題も見られた。算数が日常生

活とどのようにつながっているのかに目を向けてほしいという私学の先生方のメッセージといえるのかもしれない。

統計分野に通じる資料の読み取りや、代表値の扱いの出題も見られた。これは学習指導要領の改訂により、本来は中

学校内容であったものが小学校内容へと移ってきたものである。 

社会 

 世の中のあらゆることがらが学ぶ対象となる社会科では、1つのことがらの原因や背景、結果や影響、他のことがら

とのつながりを探りながら、そのことがらを多面的に理解し、そのことを通して、私たちが生きる社会全体について

考えていく。 

 2021年も新型コロナウイルス感染症とともにあり続けた中で、非正規雇用や貧困といった経済格差、人種差別・ジ

ェンダーギャップなど社会の多様性に対する感度などの問題が浮き彫りとなった。また、記録的な豪雨や土砂災害が

発生したり、東日本大震災から 10年目の節目にあたったりしたことから、自然災害に改めて目が向けられた年でもあ

った。環境問題においては、カーボンニュートラルにいたる新エネルギー開発の遅れ、プラスチックごみや核廃棄物

の処理など、課題は山積みのままである。こうした状況をふまえた社会のあるべき姿が問われたことは、現実社会も

中学入試問題も同様であったといえる。 

 近年の中学入試では網羅的な知識を求める問題は減り、身についた知識・考え方と、資料（史料）から読み取れる

情報を突き合わせて考える問題や、筋道立てた思考によって正誤を判断する問題が増えている。また、世の中の課題

に対する自らの考えや行動を記述する問題も目立った。教材の内容であれ、世の中の出来事であれ、自ら情報を取り

にいくという学びの姿勢が試されているように思われる。 

４ 2023年入試に向けた新たな私学の動き 

東京女子学園：インターナショナル Sが新校舎に同居し連携 

→ 2023年、ローラスインターナショナルスクールオブサイエンスが新校舎に同居し、連携！ 

東京農大第二：中等部を開校し中高一貫校に 

→2023年、東京農業大学第二高等学校（群馬県高崎市）に中等部が開校！ 



日本学園：明治大学の系列校となり共学化 

→2026年、日本学園〈東京・世田谷。男子校〉が明治大学付属世田谷中学校・高等学校に！同時に中高とも共学化！ 

東京都市大学付属中：2023年より2月 1日午前入試を実施。 

→2023年、第1回を 2月1日午前に！定員は約50名で実施！ 

聖セシリア女子：「英語表現入試」を新設 

→B方式に「英語表現型入試」を新設。英語にジェスチャーやダンスを交えて自由に表現する身体表現と英語面接とで行われる。 

玉川学園：IBクラスは英語必須の英算理社 4科入試に 

→IBクラス募集では、これまで国語か英語を選択しての4科目だったが、英語を必須として、英算理社4科入試に。 

山脇学園：「英語アダプティブラーニング入試」新設 

→「英語アダプティブラーニング入試」を2月 1日午後に新設。 

三輪田学園：英検利用入試を追加 

→2月1日に英検利用（英検級＋2科）入試を追加。 

筑波大付属・筑波大駒場：報告書点に英語を追加 

→筑波大学付属は報告書点に英語を加え報告書点を36点満点から 42点満点に。筑波大学付属駒場も報告書に英語評定を記載する

ことを公表 

サレジアン国際学園（現星美学園）：来春から共学化・校名変更 

→本科クラス、インターナショナルクラスの募集で、インターナショナルクラスAdvanced Groupの入試は英語・英語エッセイ（と

もに面接あり）。CEFR B1 以上の英語力をもっていると認められた場合、学力試験は免除。なお Standard Group は日程により、2

科 4科選択、または4科目から自由に2科目選択できる自由選択入試、本科はそのほか思考力問題の21世紀型入試もある。 

日本大学：「中高一貫 2-1-3システム」スタート 

→新しい「中高一貫 2-1-3システム」を適用。日本大学の付属であるメリットと、国公立大学や医学系への進路を実現する“ハイ

ブリッド校”を標榜し、中2まではアカデミックフロンティアとグローバルリーダーズの2コース、中3は高校の特別進学コース、

総合進学コース、スーパーグローバルクラスのプレコースの 1年として、進路選択に柔軟に対応。 

三田国際学園：MSTCがスタート！ 

→理科分野の意欲が旺盛な生徒が中2から、コース変更できる在籍するメディカルサイエンステクノロジークラス（MSTC）が始動。 

昭和女子大学付属昭和：12/23にオンライン帰国生入試を新設。 

→11月の帰国生入試とは別に、12/23にオンライン帰国生入試を新設。 

開成：新校舎 A棟が完成し、7/15に竣工式。 

→創立150周年記念事業のひとつ新校舎A棟が完成し、7/15に竣工式を実施。 

海城：新理科館が 2021年秋に完成予定。 

→理科4科の専門性と連動がコンセプトの新理科館が今秋完成予定。環境教育の役割も担う。 

ドルトン東京学園：2022年9月の完成めざし STEAM校舎建設中。 

→2022年9月竣工をめざして建設中のSTEAM校舎は、既存校舎を含めたZEB（Net Zero Energy Building）スクールめざす建築。 

早稲田：2023年 7月完成予定の体育館と新 3号館を建築中。 

→早稲田の125周年記念事業として建て替えが進む新興風館（体育館）と新3号館（2023年 7月完成予定）に期待。 

鎌倉女子大学中：中等部・高等部の新校舎が完成。 

→キャンパス再整備計画にあたり「人・時・みどりを大切に」をテーマにした中等部・高等部の新校舎が完成。ラーニングコモン

ズ（学生の学習支援を意図して図書館に設けられた場所）や相談ラウンジなど生徒に居心地の良い空間が整う。 

東京女子学園：地上 12階の高層校舎への建て替えが進む。 

→2023年4月完成予定の地上 12階の高層校舎への建て替えが進む。 

５ 改めて生徒・保護者様へのお願いと塾からの約束 

またまた引用になりますが、昨年の冬のだよりで、私はこう記載しています。「 ではなぜ、私学と公立でここまで差がつ

いてしまったのか？あたりまえですが、教師はどのような状況下であれ、目の前にいる、保護者様よりお預かりする子供た

ちが学び続けるにはどうすればいいかを必死に考え、模索し、戦い続けねばなりません。私学の先生方は主体的に自らが動

き、それに応じて各私学で「予算」も柔軟に動かした一方で、仕事（公務）としてどこかでやらされている感のある公立は、

やる気のある個々の先生がおられても大勢は動かしがたく、そもそも公立にはこのような危機の際の臨時予算も用意してい

なかったということがあるのかもしれません。疫病・地震・戦争・大不況・・・。人類史の中で稀に起こる、個人の力では

どうしようもない大きな事態の一つに、今年の受験生は直面することになりました。しかし人類はこのような危機を乗り越

え（乗り越えられなかった者は死に絶え）、70億もの人間が地球を覆いつくす現在の繁栄を謳歌するに至っています。やは

り危機はチャンスでしかないのです。小中高の学校教科書の大改訂、そして大学入試改革もすべてチャンスです。我々とと

もに、どこまでも前向きに今を生きましょう！」と。その思いは今も変わっていませんし、一向に収まらないコロナ禍と為

政者の無策と体たらくを見るにつけ、むしろ一層その思いを強くします。東京・神奈川の児童数は減りません。両県とも

に転入が多く、転出が少ない、あるいは両県を行き来するという相互互換性があるため、今後児童数が一層増えるこ

とはあっても極端に減ることはありません。すなわち来年も再来年も中学入試が激戦になることは必至です。 

創研学院高津駅前校の中学受験コースは、引き続き私がいる限り、ベテラン正社員が入塾から合格まで一貫して指

導する、一学年15名定員の少人数クラス授業を実践し続けていきたいと思います。お預かりする一人ひとりの子供た

ちの人生に、責任をもって関与し、全力をそそいでいきたいからです。高津駅前校を今後ともよろしくお願いします。  

6 おまけ－考えるヒントと道具の紹介 

表現力・思考力・創造力・・・。これからの教育はこういった力が大事だとは世間（文部科学省）は言うけれど、

それなりにわが子は対象に真剣に向き合って頭は動かしているようだけれど、わが子の頭の中で何かが動いている・

動き出す気配ははっきりとわからないし、一体全体どうしたらよいかわからない、というのが、学習塾に通われたこ

とのない保護者様のお悩みではないでしょうか？ 

どこかの誰かがすでに考えたことを覚えて、それをあたかも自分が考えたかのように言葉を少しだけ変えて言えば

よくできる子だね！と評価された以前の教育とはちがい、「一から、あるいはゼロから物事を考えよう」って何のこと

かさっぱりわからない、そんなこと今までしたことがない、というのが多くの方の本音ではないでしょうか？ 

既知の知識をとにかく一つでも人より多くおぼえたものが勝ちのかつての入試制度で、大学へ、社会へと巣立った

大人が構成する現在の日本社会が、超少子高齢社会・長引くコロナ禍・ロシアによるウクライナ侵攻に端を発する食

料危機や物価高騰そして新冷戦といった立て続けに降りかかる未知の状況（グローバル＝包括的理解のいる混沌とし

た世界情勢）に右往左往し、局面ごとの最適解を導き出せず、いたずらに時間（国民の命）とお金（国民の税金）を

空費するのは、当然の帰結といってよく、私も含めた大人（政治家や彼らを送り出した有権者と教育制度）の責任と

いうしかありません。そうした愚痴はさておき、思考法には大きくわけて、帰納法（的思考）と演繹法（的思考）が

あり、小中学生はこの2パターンが使いこなせるようになれば十分だと私は考えます。 

まず帰納法（inductive-method）とは、一見ばらばらに見える多くの個別的な事象から、共通する情報や法則性を

見つけ、取り出し、それらの共通部分を統合させて、結論を導き出すことです。たとえば、ソクラテスは死んだ。プ

ラトンは死んだ。アリストテレスは死んだ。ここから共通するのは、三人は「人」であり、「死」んだことです。つま

りは「人は死ぬ」という結論を導き出せます。ところで、この具体から抽象へむかっていく作業はある面で「算数的」

であるとも言えます。なぜなら算数とは、算も数も訓読みでは「かぞえる」という同じ意味を重ねた熟語であり、日

常生活や我々の身の回りの具体的なものについて考える勉強だからです。 

次に演繹法（deduction-method）とは、数少ない個別的な事象しかなくとも、すでに知っている理論・法則・前提

あるいは経験から、具体的・個別的なレベルへと推論を重ね、時に拡張させて、最終的に結論を導き出すことです。

上記の帰納法の説明にくらべわかりにくい方には、物証がほとんど残されていない事件現場で、警部杉下右京が現場

に残されたほんのささいな痕跡から真犯人をあざやかに見つけ出す推理の過程をイメージしていただければわかりや

すいでしょうか。あるいは小学生にもわかりやすく卑近な例をあげれば、口一つ聞いたことがないクラスのマドンナ

花子ちゃんがはたしておならをするのか？まったくわからない。でも、自分の父もおならをする。母もたまにする。

妹もああ見えてする。弟はもちろんブーブーする。そうか男も女も子供も大人もみなおならをする。ということは、

あこがれのハナコちゃんだってオナラをするんだ、とでも申せばよろしいでしょうか？この抽象から具体へむかって

いく作業はある面で「数学的」であるとも言えます。数学とは、数を学ぶ（研究する）ことを主眼としており、負の

数や平方根（虚数）に代表されるように、抽象度の高いものを扱い、なぜそうなるのか思考を突き詰めて具体化して

いく学問だからです。 

この算数のもつ実学的要素、数学のもつ虚学的要素、この二つの同時理解こそが、神学（キリスト教やイスラム教）

という究極の虚（大うそ）から発生し、枝分かれしていった西洋のありとあらゆる学問と、それらを幼少期から学ん

で大人になる西洋人の思考の理解には欠かせないとも言えます。そうでないと、左手でウクライナ人へ殺戮指令を出

し、右手で非業の死を遂げた元総理に弔電で深い哀悼の意を示す、ロシア大統領の思考など理解できないでしょう。 

そしてなんとこの高津駅前校には、中学受験算数と高校受験数学の両方を、わかりやすく、楽しく、どんな子にも

説得力を持って教えることができる、受験数理指導の重鎮、稗田がいるのです。 

演繹法と帰納法。 

なかなか急には身につかないという方には、もっともっと具体的な思考ツールを紹介したいと思います。お時間が

あれば、もう少しだけお付き合いください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【 ベン図 】 

二つの事実、考え、意見などについて、共通点と相違点の両方を書き出し、情報を整理して比較します。二つの円が重な

る部分に共通点を書きます。何かを比べるときは、どちらかと言えば相違点に目が行きがちですが、ベン図を活用すると、

共通点と相違点の両方が意識されます。両方を明らかにしたうえで物事を判断し、自分の考えをまとめます。 

【 座標軸 】 

ベン図は二つの対象物を単純に比較するときに使いますが、もう少し深く思考したいときには座標軸が便利です。座標軸

は物事を２つの軸で整理するときに使い、比較するだけでなく、順序をつけたいときの思考を助けてくれます。 

【 Ｙ・Ｘ・Ｗチャート 】 

物事を多方面に見たり、分類したりするときに役立つツールです。何か物事について考えるとき、いくつかの視点を持っ

て情報を整理すると考えやすくなります。Ｙチャートは３つ、Ｘチャートは４つ、Ｗチャートは５つの視点から物事を考え

ていきます。視点を多く持つほど、いろいろな面が見えてきます。 

【 ピラミッドチャート 】 

自分の考えを具体化したり、構造化するときに役立ちます。ピラミッドの頂点を主張とし、上から下に向かって情報を整

理していきます。真ん中に主張を支える理由を、一番下に理由を裏付ける根拠、すなわち事実やデータ、経験などを書きこ

みます。こうして自分の考えを具体化・構造化しておくと、説得力のある主張ができます。 

【 ステップチャート 】 

思考を組み立てたり、話をまとめたり、要約したりするときに役立ちます。矢印は時系列だけでなく、重要度などへの対

応も可能です。 

【 クラゲチャート 】 

問題事象の原因や要因を探すときに使う理由づけのためのツール。クラゲの頭の部分に自分の考え、答え、出来事や問題

となる事象を記入し、それらに対する根拠や原因などを足の円に書いて「理由」を明らかにします。 

 

以上、おまけといいながら、長々と述べてきましたが、こういうお話も実は、保護者様自身が高校や大学で一般教

養科目で学ばれた経験や記憶をおもちのはずです。しかしながらいつの間にか、受験勉強には、就職活動には、実社

会を生きていく上では直接関係ない（すぐに効果が見こめない）といった功利的な理由で退けられてきたのではない

でしょうか？私が本当に言いたいのは、目先の結果にしか目がいかない（過度に失敗をおそれチャレンジしない、深

く考えることなど到底できない）小賢しい子供は育てたくないということです。一つ一つの知識に対して正しい理解

をもちながら、広く深い場所までおそれもせず大胆に伸びていく思考のできる子供を育てたい。私の思いはこれにつ

きます。ですから、これからも教科書をそのまま教えるのではなく、教科書（日能・SAPIX・四谷など、この世に存

在するあらゆる教材となるべき新鮮な素材）を使って、知ること・考えることの楽しさを子供たちに堪能してもらい、

より大きな結果（合格だけでなく、生涯学び続ける意欲と思考法）が、お子様の現在と未来にもたらされる授業を実

践していきたいと思います。改めて皆様よろしくお願いします。 

Will is everything ! （ 情熱こそ！）      文責 創研学院高津駅前校 校長 福阪和重                                        
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2022年（ 高校受験コース版・夏だより ） ～ 神奈川県高校入試問題分析と対策－序 ～ 

まずは全国の動向を見てみましょう。近年の神奈川は非常に敏感な県で、国の大学入試改革にあわせるように入試問題を

改変しています。もちろん他の都道府県の動向にも気を配りながら、入試問題を作成しています。それだけに前年の全国傾

向を知っておくことが、今年度の出題傾向を知る上で極めて重要になります。 

2022年度公立高校入試「全国傾向」 

数学 

今年の入試の特徴 

注目の「四分位範囲と箱ひげ図」は22道県で出題。初年度から記述を課す県も。問題は“解く”だけでなく“読み取る”

“活用する”が重視されるように。おそらくは神奈川で来年出題されるでしょう。 

問題構成の変化 

新傾向（会話形式・日常生活を題材等）の導入は県によって大きく異なる。全体的な難易度は特に大きく変化していない。 

その他注目したい点 

「四分位範囲と箱ひげ図」は代表値とからめた出題が多いため、特に未出の県では対策が必須。関数は長文化と図形との融

合に要注意。確率では“考え方の説明（表現力）”が増えてきている。 

英語 

今年の入試の特徴 

新出内容「仮定法」「現在完了進行形」「原形不定詞」は8割以上の都道府県で出題。大半は文中での使用となったが、語

順整序や空所補充での出題も見られる。 

問題構成の変化 

問題構成そのものに変化は見られないが、英文中の単語は難化している。吹き出しなどを用いた対話形式も増えている。 

その他注目したい点 

昨年出題しすぎた反響か、環境に関する英文は大幅に減り、技術革新やオンラインの活用に関する英文が目立った（とい

うことはその反動でまた環境問題が出る可能性がある）。英作文のテーマも、教科書で扱われるような無難なものが多かった。 

国語 

今年の入試の特徴 

共通テストの影響もあり、複数テキストの採用は増加傾向。作文は“言葉”や“コミュニケーション”に関する内容が多

かった。 

問題構成の変化 

問題構成は各都道府県でほぼ固定化。難易度にも大きな変化は見られない。 

その他注目したい点 

説明文の題材は哲学・思考・言語・生物学が目立つ。全体の内容把握に重点が置かれ、設問はメモやノート形式、会話の

空所補充が主流に。 

理科 

今年の入試の特徴 

中3新出内容の「ダニエル電池」は15都府県で出題。共通テストの影響か、“完答で正解”や“組み合わせの選択肢”の

問題が10問を超える県も続出。 

問題構成の変化 

会話やメモがなく設問もほぼ一問一答の従来型の入試と、積極的に新傾向を採用している入試があり、県ごとの特徴が顕

著になってきている。 

その他注目したい点 

記号問題中心の県では選択肢の数で難化を図るケースが多く、６択や８択問題も増えている。問題の見せ方にこだわる入

試もあるが、出題内容は正確な知識の定着を問うものが大半を占める。 

社会 

今年の入試の特徴 

コロナ禍による出題範囲の短縮という特別措置により、昨年出題が見送られた「国際社会の諸問題」が多くの県で出題。

大注目のSDGs関連の問題は、今年も「二酸化炭素排出量制限」に関する記述問題が目立った。 

問題構成の変化 

問題構成に大きな変化は見られないが、歴史の近現代史と公民の比重が高まっている。 

その他注目したい点 

県によって大きく異なるのが資料の使い方。資料が解答のヒントになる場合と、資料についての知識を問う場合があり、

特に後者は難度が高めである。県ごとの特徴を踏まえた対策が必要に。 

 

さぁ、次はいよいよ我らが神奈川県です。必ず全国傾向に目を通してからお読みください。また最新の過去問題を一通り

解いた後で読むと、よりすんなりと腑に落ちると思います。 

2022年度公立高校入試「神奈川県」 

数学 

今年の入試の特徴 

数値記述問題が数値マーク問題に変更。「箱ひげ図」は出題されず（ということは、今年でる？）。 

難易度（昨年と比較して） 

元々易しい問題と難しい問題の二極化の傾向にあったが、その差がますます拡大。全体としてはやや難化。 

その他注目したい点 

証明は神奈川県の定番の相似（中3内容）ではなく合同（中2内容）を出題。空所補充形式は例年通りだが、証明の文章

量が多く、精読ができない受験生にとってはかなり苦しい問題だった。四分位数は出題されなかったが、資料の読み取りの

問題が出題され、今後やはりデータ・資料系の問題が増えてくることが予見される。また今年の共通テスト数学の難化を受

け、神奈川県教育委員会がこの傾向にあわせてくる可能性は大きい。データサイエンスの流行を背景に、ヒストグラムや箱

ひげ図が出題される可能性は極めて高い 。 

英語 

今年の入試の特徴 

英単語記述もなくなり、記述は空所補充1問のみ。中3新出内容はすべて出題される。正答率は22％程度であったが、初

の仮定法が登場。現在完了進行形やhelpを使った原形不定詞などが今後出る可能性が高い。 

難易度（昨年と比較して） 

全体的には特に大きな変化なし。しかしながら、頻出するとわかっていても、後置修飾や間接疑問の得点率が低い。また、

初登場の仮定法 I wish I were better at playing it.の英文を見てもわかるように、仮定法だけでなく、比較や動名詞の

理解がないと難しい、難易度の高い英文法のミックス問題を出すのも神奈川。 

その他注目したい点 

読解のテーマは商店街のゴミ問題とオンラインイベントで例年よりは読みやすい内容。数値（割合）にからむ問題は定番。

数学同様、共通テストと同じコンセプトで作られていると考えてよい。 

国語 

今年の入試の特徴 

記述は最後の空所補充のみ。大問構成が変更になり、古典が問四に移った。 

難易度（昨年と比較して） 

特に大きな変化なし。ただし、抽象度の高い哲学的な文章が頻出するので、事前に読みこんでいないと、思いのほか論説

文で時間が取られてしまう。 

その他注目したい点 

漢字の読みも選択肢に。最終問題はリサイクルがテーマ。内容は例年通りだが、字数は30字に減り、記述を極力避けたつ

くりになった。ただし記述復活の傾向は他府県で見られるので、そのまま続くとは限らずない。 

理科 

今年の入試の特徴 



新出の「ダニエル電池」が出題。化学以外は知識ではなく考え方や過程を問う出題がメインに。原理・原則を問う問題なの

で、指導する側も 1対1対応の知識を暗記をさせるような塾では歯が立たない。全体を頭の中で整理させ（正しく配置させ）

ていないと、まったく歯が立たない。 

難易度（昨年と比較して） 

それでも全体的に易化。平均点は大きく上がった。 

その他注目したい点 

知識の定着ではなく理解を重視した入試に。難度はそこまで高くないが、選択肢も含め読解量が多く、処理力が問われる。

中学校の定期テストとは出題表現がまったく異なるので注意。 

社会 

今年の入試の特徴 

６択以上の選択肢は1問→12問。用語も含め記述の問題はなし。 

難易度（昨年と比較して） 

選択肢増などの影響から大幅に難化。 

その他注目したい点 

細かい知識を問う内容は少なく、難度は高くはないが、数値がからむ読み取りがハードルに。 

2013～2022年の各科目平均点の推移「神奈川県」 

 国語 社会 数学 理科 英語 計 

2013 67.8 51.1 65.5 66.4 54.8 305.6 

2014 60.8 49.5 51.7 38.6 59.6 260.2 

2015 64.4 50.2 52.6 37.4 51.8 256.4 

2016 64.7 52.0 51.7 46.5 43.0 257.9 

2017 73.1 54.5 63.5 46.9 51.9 289.9 

2018 65.6 41.8 56.0 45.3 56.1 264.8 

2019 59.1 42.5 50.3 61.3 49.8 263.0 

2020 69.1 58.2 55.7 55.9 49.4 288.3 

2021 65.7 72.6 58.2 50.1 54.6 301.2 

2022 61.3 62.4 52.9 58.9 52.1 287.6 

神奈川県立高校入試 傾向と対策【 数学 】「選択肢に頼らず解く」ことが重要！ 

Stage1 問 1・２と問３以降の(ア)で確実に得点できるよう、正答率 60％を超える問題を重点的に対策(他県の一行問題で

対策する場合は正答率70％以上が目安)！過去問演習では、記号ではなく数値で答えを出すことを心がける。 

Stage2 頻出で典型題が出題される「関数」「確率」対策で得点力アップを心がけよう！しかし中学校の定期テストレベル

では役に立たないので、しっかりした入試対策問題での演習が必要。 

Stage3 「関数と図形の融合問題」や「平面・空間図形」は、高難度の演習・解説をくり返し、考え方・解き方のコツを身

につけることが重要！ 

神奈川県立高校入試 傾向と対策【 英語 】「語彙力」「文法力」を身につけ、さまざまな英文を読みこなす！ 

Stage1 基本文法＆英単語の習得に力を入れ、リスニングや空所補充の文法問題、対話文などの比較的対策しやすい問題で

確実に得点する！ 

Stage2 定型表現が出題される「英作文」、得点力アップにつながる「語順整序」の対策に力を入れる！文法や熟語は全国

的に見てもかなりレベルが高いので、語彙力アップも重要！ 

Stage3 全国屈指の分量と難度を誇る英文読解対策を徹底的に！グラフの読み取りや、時事的・専門的なテーマの文章に多

く降れることが重要！福阪の英検対策への参加が、結局、神奈川の英語を制することにつながる。 

神奈川県立高校入試 傾向と対策【 国語 】長文を読みこなす“ 読解力 ”をつける！ 

現代文…選択肢が長文のため、素早く正確に読み取る力が不可欠！選択肢の吟味を徹底する！ 

言語事項 高難度の漢字の“読み”は、問題集等で中学生に馴染みのない漢字に多く触れることが重要！ 

古文 記号問題のみで易しいが、選択肢が長文なので時間をかけすぎないように注意する必要あり！ 

作文 「複数の資料から読み取ったことを文字にする」という形式のため、資料の要点をまとめる練習が必要！ 

神奈川県立高校入試 傾向と対策【 理科 】正確な知識の理解と活用が求められる入試！ 

Stage1 正確な知識と理解を求められる問題が出題されるため、基礎知識重視の学習で知識の定着を図ることが最重要課

題！ただし定期テストのよう典型問題ではないので、入試対策用の問題を使用した中１・2の復習が必須！ 

Stage2 設問のおよそ半数が“正しい組み合わせを選ぶ”か“完答で正解”の問題。模試や予想問題を積極的に対策に取り

入れ、知識を活用できるようにする。選択肢の増加を視野に入れた対策も！ 

Stage3 上位生は低正答率になりがちな計算問題対策を強化！物理・化学だけでなく、難化が進む地学も重点的に取り組ん

でおきたい。 

神奈川県立高校入試 傾向と対策【 社会 】「知識と資料の関連づけ」が得点のカギを握る！ 

Stage1 記号問題が大半を占めるが、その多くが“正しい組み合わせを選ぶ”問題のため、知識の習得は最重要課題！ 

1つの選択肢で複数の知識を問うこともあるため、関連事項も合わせた理解が必要！ 

Stage2 「資料の読み取り」は数値が絡む問題が多いので、過去問題で問題に慣れておくことが重要！ページ数が多いので、

時間配分にも要注意！ 

Stage3 上位生は満点近い得点が必要！この 2 年、平均点が 60 点を超えているため、凝った選択肢や“完答で正解”の問

題にも対応できるようにしておきたい！ 

 

特色検査 ◎は大問のメインとなっている教科 〇は設問として出題された教科 

2020年度 数 英 国 理 社 その他 

問1 〇 ◎     

問2 〇  ◎    

問3 〇    〇 美術 

問4 ◎  ◎    

問5 ◎  ◎  ◎  

問6 ◎      

問7 〇    ◎  

 

2021年度 数 英 国 理 社 その他 

問1  ◎     

問2 〇  ◎ 〇   

問3 〇  〇 ◎  体育 

問4 ◎  ◎  〇  

問5 ◎      

問6 ◎   ◎ 〇  

問7 ◎   〇 ◎  

 

2022年度 数 英 国 理 社 その他 

問1  ◎     

問2 〇  ◎ 〇 〇  

問3 〇 〇 〇 〇 〇 家庭 

問4 ◎  〇    

問5 ◎      

問6 ◎      

問7 〇   ◎ 〇  



問 1 共通  問 2 共通  

問3 横浜平沼・光陵・横浜緑ヶ丘・湘南・茅ヶ崎北稜・大和 

問4 川和・希望ヶ丘・横浜平沼・柏陽・多摩・平塚江南・小田原・大和・相模原 

問5 横浜緑ヶ丘・横須賀・湘南  

問6 横浜翠嵐・川和・希望ヶ丘・柏陽・多摩・横須賀・鎌倉・茅ヶ崎北稜・平塚江南・小田原・厚木・相模原  

問7 横浜翠嵐・光陵・鎌倉・厚木 

 

神奈川県立高校入試 傾向と対策【 特色検査 】教科の知識と同様に“ 読解力 ”が問われる！ 

Point1 英語の力が問われるのは、ほぼ問１のみ！ただし、扱われるテーマは専門的で難度も高いため、日ごろから難度の

高い英文に触れて、内容把握に慣れておく必要あり！ 

Point2 読解できないと解けない問題が半数を占めるため、対策は「読解＋知識の活用」を重点的に！ 

Point3 学校によって求める力の方向性に個性あり！ 問6・７パターン→総合力と活用力重視傾向 

問４・６パターン→数学重視傾向など、志望校を意識した対策が必須！ 

 

最後に現在進行中の神奈川県公立高校の学校改革について簡単にまとめます。 

改革の柱１ 質の高い教育の充実…すべての生徒に自立する力・社会を生き抜く力を育成します。（ 学力テストの実施・

生徒海外留学支援の実施など ）・生徒の個性や優れた能力を伸ばす教育に取り組みます。（学力向上進学重点校の指定など） 

・共生社会づくりに向けたインクルーシブ教育を推進します。（知的障がいや発達障がい等のある生徒の受け入れ） 

改革の柱2 学校経営力の向上…学校の教育目標の着実な達成をめざす学校経営に取り組みます。（県立高校の情報発信な

ど）・地域の新たなコミュニティの核となる学校づくりを進めます。（神奈川らしいコミュニティ・スクールの導入）・生徒が

安全・安心で快適に学べる教育環境の提供に取り組みます。（耐震化・老朽化対策の推進・トイレ環境の改善など） 

改革の柱3 再編・統合等の取り組み…少子化社会における適正な規模等に基づく県立高校の再編・統合に取り組みます。 

（学校規模の適正化、専門学科の新設、10組18校1分校の再編・統合、中学までに持てる力を十分に発揮しきれなかった

生徒を積極的に受け入れるクリエイティブスクールの増設など） 

地域 

指定 
横浜北東・川崎 横浜南西 横須賀三浦・湘南 中・県西 県央・相模原 

 

教育課程 

研究開発校 

新科目「公共」 城郷・新城 瀬谷西 深沢 小田原東 上溝 

新たな学習評価 鶴見 光陵 茅ヶ崎北稜 大磯 海老名 

総合的な 

探求の時間 

市ケ尾 

川崎 

舞岡 

横浜青陵 

横須賀南 

藤沢西 

秦野総合 

山北 

有馬 

大和 

授業力向上推進重点校 港北 松陽 七里ガ浜・藤沢清流 伊勢原 麻溝台 

ICT利活用授業研究推進校 生田 横浜旭陵 横須賀大津 秦野 上鶴間・城山 

プログラミング教育研究推進校 住吉 横浜栄 茅ヶ崎西浜 西湘 相模原総合 

確かな学力育成推進校 菅 永谷 寒川 平塚湘風 津久井 

学力向上進学重点校 横浜翠嵐・川和 柏陽 湘南  厚木 

 

学力向上進学重点校 

（エントリー校） 

 

 

多摩 

希望ヶ丘 

横浜平沼 

光陵 

横浜緑ヶ丘 

横浜国際 

 

横須賀 

鎌倉 

茅ヶ崎北稜 

 

 

平塚江南 

小田原 

 

 

大和 

相模原 

理数教育推進校 多摩 横浜緑ヶ丘 鎌倉 平塚江南・小田原 相模原 

グローバル教育研究推進校 神奈川総合・川和 横浜平沼 鶴嶺 伊志田 大和西 

国際バカロレア認定校  横浜国際    

 

インクルーシブ教育実践推進校 

城郷 

霧が丘 

川崎北 

 

上矢部 

津久井浜 

湘南台 

茅ヶ崎 

二宮 

伊勢原 

足柄 

厚木西 

綾瀬 

上鶴間・橋本 

通級指導導入校 生田東 横浜修悠館・保土ヶ谷   綾瀬西 

昨年とほぼ同じ文を以下に掲載し、まとめとします。 

常々話していることですが、受験で一生のすべてが決まるわけではありません。しかし、その後の人生の大きな流れはできると

思います。もちろん私は勉強だけできてよしなどとは思っていません。 

偏差値や模試の結果で学校を決めるのではなく、まず学校にお子様自ら足を運んでほしいと思います。とりわけ公立高校は、な

かなか学校見学の機会がありません。受験生のみ、かつ人数限定ということもあります。先んずれば人を制すと言います。お子様

の学習意欲を芽生えさせ、意識を高く保つためにも、到達すべきゴールの姿は早く見させる、可視化・具体化させるべきです。学

校と塾と自宅の往復の毎日。日常に埋没してしまっては、ただただ時間だけが流れ、あっという間にその日が来てしまいます。 

そして主体的に効率的に学習・行動できる学生になるために、創研学院に一日も早く通塾していただきたいと思います。とこと

ん本気で、一切の妥協を許さず、お子様の指導にあたってまいります。今後ともよろしくお願いいたします。 

Will is everything ! （ 情熱こそ！）      文責 創研学院高津駅前校 校長 福阪和重                                        



2023年（ 高校受験コース版・初夏だより ） ～ 神奈川県高校入試問題分析と対策－序 ～ 
今年の神奈川県高校入試を振り返る前に、まずは創研学院高津駅前校の校舎単独合格実績を改めてお知らせします。 

☆ 中学受験コース６年生  男女１５名☆ 

世田谷学園２・法政二１・青稜２・都市大等々力特選３・栄東２・田園調布学園３・日本女子１・昭和女子２・

実践女子３・日大（グローバルリーダーズ）１・カリタス２・日大豊山１ 

☆ 高校受験コース３年生  男女２４名☆ 

川和３・都立国際１・多摩１・新城２・横浜平沼１・市ヶ尾１・生田１・法政国際１・法政二高３・中大横浜２ 

日大日吉 SG１・東農大２・桐蔭学園（プログレス２・アドバンス２）・青稜１・都市大等々力１・目黒日大１ 

2023年度公立高校入試「神奈川県」問題分析 5科（50分・各 100点） 

英語  
1 リスニング問題：小問数7 
 例年通りの3部構成です。対話文の聞き取り、スピーチの聞き取りが出されました。すべて選択式です。 
2 語彙：小問数3 
 英文の空所に入る適切な英単語を選択する問題です。例年対話文の形式でしたが、2023年は設問ごとに独立した英文でし

た。 
3 適語句選択：小問数4 
 短い対話文中の空所に適切な英語を選んで補う問題です。ほとんどが基本的な英文法知識を問うものですが、動詞の時制

について正確に理解していないと間違えやすいものもあり、注意が必要です。 
4 並べかえ英作文：小問数4 
 対話文に合わせて、不要な 1 語を使わずに与えられた語を並べかえる問題です。（ウ）は、ある単語の使い方に戸惑った

受験生もいたと思います。 
5 条件英作文：小問数1 
 時系列に並んだA～Cの絵を説明する英文中の空所に、適する英語を書く問題です。細かい条件が与えられているため、

注意が必要です。 
6 説明文の読解（約620語）：小問数3 
 実社会で利用されている人工知能に関して、ある高校生が行った英語のスピーチです。（ア）は本文の理解とグラフの読み

取りの両方を求められました。 
7 対話文の読解（約650語）：小問数２ 
 短い対話とそれに関連した図表の読み取り、空所に入るものを選ぶ方式です。対話文の中から必要な情報を見つけ、図表

と照らし合わせるため、読解だけではなく情報処理能力も重要です。 
8 対話文の読解（約710語）：小問数3 
 日本におけるお米の消費量に関する生徒たちの対話文です。（イ）は空所を含めた 1 文でどのような意味になるかを考え

る必要があり、注意が必要でした。 

数学 
1 計算問題 
 例年通り選択式で、正負の数、文字式、平方根の基本的な計算問題でした。時間をかけずに解き進めたい大問です。 
2 小問集合 
 因数分解、二次方程式、二次関数の変化の割合、文章題、整数の5問でした。いずれも基本問題です。ミスなく得点を重

ねたい大問でした。 
3 小問集合 
 （ア）円と相似、（イ）データの活用、（ウ）速さの文章題、（エ）平面図形の問題でした。3年ぶりに円と相似の証明問題

が出されました。どの問題も条件が多く、焦らず丁寧に処理していくことが大切でした。 
4 二次関数 
 例年通り、放物線と直線についての問題でした。（ア）（イ）は基本問題です。（ウ）は計算量が多く、解ききれた受験生は

多くなかったと思われます。 
5 確率 

 さいころの出た目に従ってブロックを動かす問題でした。例年同様ルールの把握と丁寧に数え上げる力が求められました。 
6 空間図形 
 円すいについての問題でした。（イ）は空間上の線分の長さを求める問題で、類題を解いたことがあれば取り組みやすかっ

たことでしょう。（ウ）は表面上の最短距離の問題で、5年連続で扱われているテーマです。解法に悩むことはなかったと思

われますが、慣れない角度に戸惑った受験生がいたかもしれません。 

国語  
1 漢字・俳句の鑑賞 
 漢字の読み取り問題は、2022年と同様にすべて記号選択で出されました。まぎらわしい選択肢がいくつかあるため注意が

必要でした。俳句の鑑賞では表現されている内容を丁寧に読み取る力が求められました。 
2 瀧羽麻子『博士の長靴』 
 家庭教師をしている主人公とその生徒の家族との交流を描いた小説文からの出題です。過去に時代設定の古い文章が出題

されたこともありましたが、2022年に引き続き2023年も時代設定は現代で、読みづらさを感じた受験生は少なかったと思

われます。設問の多くは解答の根拠が明確で、登場人物の心情の動きに注意して丁寧に読み進めることができれば対処可能

なものでした。 
3 ハナムラチカヒロ『まなざしの革命』 
 物事の見方が固定化し常識へと移りゆくことについて述べた文章です。難解な表現が少なく内容を理解しやすかったと思

われます。設問は読解を要するものばかりではなく、2022年と同様に熟語の構成や文法の問題など様々な国語の知識が必要

とされました。いずれも標準的な難度なので、確実に点数につなげておきたいところです。 
4 『平家物語』 
 鎌倉時代に成立した軍記物語からの出題でした。例年と変わらず設問数が4問と少ないものの、内容を正確に読み取れな

ければ、対応が難しい問題も含まれています。 
5 グラフ・資料と対話文の読み取り 
 人間と自然の関係について、資料・グラフ・対話文のなかから、情報を読み取り設問に答えるという内容です。記述では

複数の条件を満たした解答を短時間でまとめる力が求められました。 

理科  
1 小問集合（物理） 
 （ア）音、（イ）電流、（ウ）力に関する問題でした。（ウ）は磁力を含む力の働き方の理解が必要でした。 
2 小問集合（化学） 
 （ア）気体、（イ）溶解度、（ウ）中和に関する問題でした。問題文を読み飛ばさず、注意深く解き進めることが大切でし

た。 
3 小問集合（生物） 
 （ア）顕微鏡、（イ）人体、（ウ）遺伝に関する問題でした。いずれも典型的な基礎問題でした。 
4 小問集合（地学）  
 （ア）地震、（イ）湿度、（ウ）太陽に関する問題でした。（イ）は飽和水蒸気量と湿度について効率よく情報整理する力が

求められました。 
5 電流、運動エネルギー（物理） 
 電流と磁界による力を受け取る物体の運動に関する問題でした。（ウ）（エ）では力と運動の関係やエネルギー変換のしく

みを、十分に理解しているかどうかが問われました。 
6 化学変化（化学） 
 酸化と還元に関する問題でした。（エ）は2022年度同様、化学式の係数の問題でした。類題を十分に演習したことがあれ

ば、解き進めやすかったことでしょう。 
7 植物（生物） 
 植物のはたらきに関する問題でした。例年生物の対照実験が出題される傾向にあり、2023年も論理的な実験の組み立てと

結果の分析が必要でした。 
8 地質（地学）  
 地層の成り立ちに関する問題でした。典型的な問題ですが、選択肢の中にはやや細かな部分まで確認すべきものがあり、

高得点を目指すためにはしくみの十分な理解が必要でした。 
 



社会  
1 世界地理  
 正距方位図法の地図を用いた出題でした。農業、民族、言語などに関する問題は基本的なものでした。 
2 地理 
 日本の都市に関する 5 つの資料を用いた出題でした。気候に関する問題は、それぞれの気候の特徴をグラフだけでなく、

言語的にも理解しておく必要がありました。 
3 日本史  
 土地に関する日本史年表を題材としたものでした。年表には年代が示されていなかったため、年表に記された出来事から

判断するためには、それが起きた時期と内容の双方を把握している必要がありました。 
4 日本史  
 日本の近現代の外交に関する問題が中心でした。外交や内政に関する資料問題は、冷静に読み解き考察することで解答が

可能なものでした。 
5 経済  
 ２つの時期の社会情勢についてまとめた資料からの出題でした。社会保障の資料を用いた問題は3つの事項についてそれ

ぞれ正誤を判断するもので、慎重な対応が求められました。 
6 総合  
 公民分野を中心としながらも、そこに関連する歴史分野からの出題もみられました。環境に関する問題は、地球温暖化防

止の歴史を理解している必要がありました。 
7 総合 
 ある県に関するレポートを題材とした地理・歴史・公民の総合問題でした。日本を取り巻く国際環境に関する問題では、

知識をもとに資料を分析する力が問われました。 
 

特色検査 

自己表現検査 60分 
 神奈川県は 2019 年から上位校の特色検査（自己表現検査）の出題方法を、それまで学校がそれぞれ作成していた自校作

成形式から変更しました。2023 年は学力向上進学重点校 5 校（横浜翠嵐、湘南、柏陽、厚木、川和）と学力向上進学重点

校エントリー校 13 校（横浜平沼、横浜緑ヶ丘、光陵、希望ヶ丘、多摩、横須賀、平塚江南、茅ヶ崎北稜、相模原、大和、

横浜国際）の計 18 校の県立高等学校において「共通問題」と「共通選択問題」を組み合わせて実施しました。いままでの

自校作成時代とはちがい、学校が異なってもすべての大問がまったく同じになる場合があります。それぞれの大問は以下の

通りですが、例年同様、数学に関する出題が多く、2023年は理科に関する出題も多かったため、理系科目の力が重視されて

いることがわかります。2023年は技能四科目に直接関係した出題はありませんでした。 
 横浜翠嵐 湘南 川和 英語 数学 国語 理科 社会 

共通 
問題 

問1 〇 〇 〇 〇    〇 
問2 〇 〇 〇  〇 〇 〇  

 
共通 
選択 
問題 

問3  〇 〇  〇 〇 〇 〇 
問4   〇  〇 〇 〇  
問5  〇   〇    
問6 〇    〇  〇  
問7 〇      〇 〇 

 
共通問題 問１ 英語 社会 
 燃料としてのガソリンと電気に関する、英語の会話文2つと発表原稿、合計3つの文章を読んで設問に答える大問でした。

例年通り、問われている内容を先に確認してから、該当箇所を探しつつ読み取らなければ、解くのに時間がかかる問題でし

た。（ア）は会話文から必要な数値を抜き出して計算する必要がありましたが、算数レベルの計算で、解きやすいものでした。

（イ）は該当する地域を選ぶ問題で、実際の地理的な事情と英文で読み取った内容を照らし合わせて答えを導くものでした。 
 

共通問題 問2 数学 国語 理科 
 蛍に関する 2 つの文章と資料を読んで設問に答える大問でした。（ア）は文章の空欄部にあてはまる選択肢を答える問題

で、適切な俳句を選ぶものは、難度が高かったと言えます。（ウ）は資料の箱ひげ図をもとに、考察文の空欄を埋める問題で、

図の数値から光の強さの変化を読み取れたかどうかがポイントでした。 
 
共通選択問題 問3 数学 国語 理科 社会 
 花火に関する 2 つの会話文を読んで設問に答える大問でした。（イ）は与えられた 4 つの絵をもとに会話文の空欄部をう

めていく問題でした。会話文を丁寧に読み進めながら、内容と一致する絵と言葉を選択する必要がありました。（ウ）は花火

の歴史について書かれた文章を年代順に並べ替える問題で、近世から現代と幅広い範囲から出されました。（エ）は立体図形

の影に関する問題で、類題を解いた経験があるかどうかで差がついたと思われます。（カ）と（キ）は理科の問題で、物体の

運動や力の合成について基礎が理解できていれば対応が可能でした。 
 
共通選択問題 問４ 数学 国語 理科 
 （ア）は、説明文や表の空欄に当てはまる文章や言葉を選択する問題、その他は誕生日当てゲーム、座標平面上の正方形

の数、席替えなどをテーマとした数学の問題でした。（ア）の（ⅱ）は選択肢の単語の明確なちがいを把握していなくても、

例の文章から当てはまるものを選択することが可能でした。（エ）の席替えに関する問題は、表の移動先をもとに規則性に気

づけたかどうかがポイントでした。 
 
共通選択問題 問5 数学 
 問題の正解数、立体図形の頂点の着色、長方形内の動点に関する大問でした。（ア）は問題文をもとに矛盾点などに注目し

て正解を導く問題で、特色検査では頻出のものでした。（イ）は回転して同じ位置になるかどうかを考察する必要があり、難

度の高いものでした。（ウ）は点の動きが規則的なので、類題を解いたことがあれば解法に悩むことはなかったと思われます。 
 
共通選択問題 問6 数学 理科 
 休日の過ごし方に関する会話文を読み、身の回りの現象や道具についての設問に答えていく大問でした。（イ）の（ⅰ）は

パラボラアンテナを向ける方位と都市ごとの設置角度に関する問題で、光の反射の類題として対応可能でした。（ⅱ）は反射

と 2 次関数の接線に関する問題で、補助線を引き、対称性を利用して丁寧に処理していく必要がありました。（エ）は与え

られた問題文と図からキッチンスケールのしくみを十分に理解する必要があり、正誤判断が困難な選択肢も含まれていたた

め、非常に難度が高い問題でした。 
 
共通選択問題 問7 理科 社会 
 サンゴ礁と鉱産資源についてまとめた 2 つの資料に関する大問でした。（ア）はサンゴ礁の地形に関する問題で、模式図

と問題文を丁寧に照らし合わせて正しい選択をする必要がありました。（ウ）は海流とサンゴ礁の分布に関する問題で、暖流

と寒流の流れ方を思考して解く必要がありました。（オ）はイオン化傾向の問題で、電気分解の類題を解いた経験があれば対

応しやすかったことでしょう。 
 

神奈川県の公立高校入試問題は特色検査も含め、47都道府県の中で相当難しい部類に入ることは常々生徒・保護者様には

伝えております。現中3の入試では英語がどこまで難化するかが注目ですが、来年の小学校教科書改訂、再来年の中学校教

科書の改訂によって、どこまで入試問題全体が難しくなるか、どこまで現場の公立中学の教育力（質と量）と乖離していく

かも注目です。ペーパーつまりは定期テストの点数（純粋な学力）だけで内申点を上げることが難しい中で、内申点が低い

と中上位の学校への挑戦が実質足切りでダメになる現状で、高校受験をする中学生たちはいかにして戦っていくのか？ 

高校受験をする小学生の保護者様はとてもご不安なことかと思います。 

心配するな！ぜったいにうまくいく。まずはここにはっきりと伝えさえていただきます。内申点をしっかりとらせ、本番

の入試で高得点させる。高津駅前校の十八番です。ですが、そうなるにはそれ相応の時間がかかります。よい学習習慣、正

しい五科目の理解、強固な合格答案作成力を身につけるのに近道や特効薬はありません。今年、川和・多摩・都立国際など

難関校を合格した生徒たちは皆小学生からの創研生です。可能ならば中学受験は小学 2・3年から、高校受験は小学4・5年

から創研学院に通塾いただけると幸いです。また稗田の理科実験への参加が神奈川の公立高校入試の数理対策につながって

いますので、こちらもよろしくお願いします。 

Will is everything ! （ 情熱こそ！）      文責 創研学院高津駅前校 校長 福阪和重                                        
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